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　　　序幕　～prologue～







「さっさと答えなさい。あなた、誰だれ？」




　繫つないでいた僕の手を振り払って、美み月づきは言った。

　その言葉の意味を、僕はすぐには理解できなかった。──いや、理解したくなかったというべきか。

　でも、理解は避けられなかった。

　記き憶おくの崩ほう壊かい──。

　美月の脳に巣くう妖獣ドウームが、美月から僕に関する記憶を奪い取ってしまったのだ。

「噓うそ……だろ……？」

　現実を拒む言葉を口にしてみても、なにも変わらなかった。

　美月の僕を見る目は、相棒パートナーを見る目じゃない。

「美月……」

「気安く呼ばないで」

　どうすれば……。

　一体、僕はどうすればいいんだろう？

　美み月づきが僕のことを忘れてしまう──。

　こんな事じ態たいを想そう定ていしたことがないわけじゃなかった。

　だけど、いざ現実になってみると、ただただ頭は真まっ白しろで──。

「……っ」

　不意に美月が顔を顰しかめて頭を抱えた。

「美月……？」

「──っ……あ……っ」

　美月は頭を抱えたまま呻うめいて──倒れた。

「美月っ！」

　僕は美月に駆け寄った。

「美月、どうした、美月っ！」

　呼びかけても揺すってみても、美月の目は開かない。

「どうすりゃいいんだよ、くそっ！」

　思わず、僕は声を荒あらげていた。

　普通なら病院って場面だけど、美月は普通じゃない。迂う闊かつに病院なんて連れていって、美月が人間じゃなければニュクスでもないってことがバレてしまったら、ややこしいことになりかねない。

「とにかく、どこか横になれるところへ……」

　その時、ブレザーの胸ポケットでケータイが震えた。この震え方はメールじゃない。電話だ。

　取り出して、ディスプレイを見る。南みなみの名前が表ひよう示じされていた。出る。

「南か」

『そ、あたし。杉すぎ崎さき、今ドコ？　あたしたち、プールを出たトコなんだけどさー』

「Ａ校舎の屋上だ。──愛あい原はらはそこにいるか？」

『皐月さつき？　いるよ。みっちーも一緒』

「愛原に頼んでくれないか。寮りようの部屋を貸してくれって」

『えっ？』

「美月を休ませたいんだ」

『……美月になにかあったの？』

　南の声のトーンが変わった。

「倒れたんだ」

『待ってて、すぐに行くから』

　通話が切れる。返事をする間もなかった。

　ケータイを胸ポケットに戻して、僕は一度大きく深しん呼吸をした。

　落ち着け、と自分に言い聞かせながら美み月づきの様よう子すを確認する。

　倒れる直前に苦しそうな表情を見せてはいたけれど、呼吸は落ち着いていた。

　命に別状はない……はずだ。

　でも、なんで美月は倒れたんだ？

　魔ま法ほうを使って記き憶おくが壊れたからって、今まで──少なくとも僕の知る限り、気を失ったことなんてなかったのに。

　そもそも、今は魔法だって使っちゃいなかった。

　それなのに、どうして──。

　バン、と背後で扉とびらがけたたましく開いた。続いて聞こえてきたのは、

「お姉ねえちゃんっ！」

　美月の妹──ミチルの、甲かん高だかい声。

「邪じや魔まよ、犬コロ！」

　振り向いた僕を押し退のけて、ミチルが美月を抱え起こした。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃんっ！」

　ミチルの呼びかけにも、美月は目を覚まさない。

「これはどういうことなのよ、犬コロ？」

　ミチルが顔だけを振り向かせて僕を睨にらみつけてきた。

「記憶の崩ほう壊かいだ。いきなり……本当に、なんの前まえ触ぶれもなく、あなた誰だれ？　って……」

「あんたが誰だかわからなくなったの？」

「ああ……それで、そのあと急に倒れて……」

「魔法は？」

「使ってない。使ってないのに記憶が壊れたんだ」

「噓うそ……」

「噓じゃない」

　噓だったらどんなによかったことか。

「お姉ちゃん……」

「杉すぎ崎さき！」

　ミチルが今にも泣き出しそうな顔になって呟つぶやいた声に、南みなみの張りのある声が重なった。

　南と、その後に続いて愛あい原はらが駆け寄ってくる。商業エリアからここまで走ってきたんだろう。鍛きたえ込んである南はともかく、愛原はぜえぜえと息を切らせていた。メガネも真まっ白しろに曇っている。

「杉崎、一体なにがあったの？」

「……美み月づきが倒れたんだ」

「それは聞いたし見ればわかるけど……まあいいや。とにかく、美月を運ぼう。本当に皐月さつきの部屋でいいの？　病院のほうがいいんじゃ……」

「病院じゃないほうがいいんだ。病院は……美月が嫌がるから」

「……わかった。みっちー、美月を運ぶよ。どいて」

「お姉ねえちゃんは、あたしが運ぶ」

　ミチルが小さな身体からだで軽々と美月を抱きかかえた。そして、歩き出す。

　そのままミチルを先頭に、僕らは屋上を後にした。













　　　一幕　ふりだし







　痛みがあるのか、それとも悪い夢でも見ているのか、美月の寝ね顔がおが苦しそうに歪ゆがんだ。

「お姉ちゃん……」

　ベッドの傍かたわらに座り込んで美月の手を握りしめていたミチルが、大きな瞳ひとみを潤うるませて心配げな声を出した。

「ねえ、杉すぎ崎さき……美月になにがあったのか、やっぱり話してもらえないの？」

　勉強机づくえの横に立っている南みなみが言った。

「すまない……」

　妖獣ドウーム化や、それに伴う記き憶おくの崩ほう壊かいのことは、美月の根こん幹かんに関わる話だ。相棒パートナーとはいえ、本人じゃない僕がおいそれと他人に話すわけにはいかない。

「愛あい原はらも、すまない」

　南の隣となり──勉強机の椅い子すに座っている愛原にも謝る。

「部屋まで借りておいて……」

「いいえ、気にしないでください」

　僕たちが今いるのは、愛あい原はらの部屋だった。

　愛原は寮りよう生せい。だからここは女子寮の中ってことになる。

　ウチの女子寮は全ぜん室しつ個室だから、ルームメイトにあれこれ詮せん索さくされる──なんてことにならずにすむのは幸いだった。

　愛原の部屋は、彼女のイメージどおり綺き麗れいに片づいていた。机やらチェストの上には可愛かわいらしい小物が並んでいたりして、いかにも女の子の部屋って感じだ。

「でも、本当にいいの？　病院に連れていかなくて」

「ああ……」

　美み月づきの脳に巣くっている妖獣ドウームは、医者にどうこうできるものじゃない。一応、ここに運ばれてすぐに愛原が〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけてはくれたけれど、効果はなかった。

「……んっ」

「お姉ねえちゃん？」

　美月が身じろぎして、うっすらと目を開けた。

「ここ……は……？」

「皐月さつきの部屋だよ」

　美月の口にした問いに答えたのは、南みなみだった。

「アカネ……」

「美月、屋上で急に倒れたんだって。どこか痛いとか苦しいとか、そういうのはない？」

「平気よ」

　答えて、美月はゆっくりと上体を起こした。

「お姉ちゃん……」

　潤うるんでいた瞳ひとみから涙を一粒つぶ零こぼして、ミチルがずずっと鼻を啜すすった。

「ミチル……」

　そんな妹の頭を、美月が微び苦く笑しようして撫なでる。

　僕たちの中で一番美月を心配していたのは、間違いなくミチルだ。

　ミチルは、彼女にとっての絶対的支し配はい者しやだった兄と、その兄を団長とする妖獣騎士団ドウーム・ナイツを裏切って、今ここにいる。幼おさな馴な染じみであり深い信頼を寄せていた青年も、死んでしまった。ミチルにはもう、美月しかいないのだ。

「サツキ、水を一いつ杯ぱいもらえる？」

　ミチルを撫でながら、美月が愛原に声をかけた。

　はい、と微笑ほほえみ頷うなずいて、愛原はキッチンへ向かう。

　とりあえずでも美月が目を覚ましてくれて、よかった。ミチルや南たちのことを憶おぼえていてくれたのも、よかった。

　問題は、僕だ。

「美み月づき」

　もしかしたら僕が誰だれか思い出してくれているんじゃないか。

　そんな期待と期待を裏切られた時の覚かく悟ごを胸に、僕は美月に声をかけた。

　美月の顔が僕を向いた。

　整った形の眉まゆを顰ひそめ、白い眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで、美月は言った。

「また、あなたなの？　気安く呼ばないでって言ったでしょう？」

　足下がぐらりと揺れた気がした。

　覚悟をしておいて、よかった。

　期待が裏切られることを覚悟していなかったら、立っていられなかったかもしれない。

「いい加か減げんに名乗りなさい。誰なの、あなた」

　親しみのかけらもない視線と声が、容よう赦しやなく僕を突き刺さしてくる。

「美月、なに言ってるの？」

　美月は僕を睨にらみ続けて、南みなみの問いには答えない。

「杉すぎ崎さき、どういうこと？」

　矛ほこ先さきが僕に向く。

　僕は答えられない。

　答えていいものかどうかもわからなかったし、頭の中がぐるぐるしていて上手うまく説明できる自信もなかった。

　南が僕と美月の顔を交こう互ごに見て、言った。

「あんたたち、ケンカでもしてるの？」




　家に帰ってリビングのソファに座り込むと、もう一歩も動く気力がなくなった。

　……ダメだ。

　自覚している以上にまいっているみたいだ。

　大きくため息をついて、僕は天てん井じようを仰いだ。

　あれから、美月はミチルと一緒に自分のマンションに帰っていった。

　南と愛あい原はらには、ケンカして一方的に他人のフリをされているんだと苦しい言い訳をしておいた。

　ふたりは訝いぶかしげな顔を見合わせつつも、とりあえずは僕の言げんを信じることにしてくれたようだった。

「どうすりゃいいんだよ……」

　いつかはこんな日がくるんじゃないかとは思っていた。でも、思ってはいたものの、実際にその時がきたらどうしようというところまではまともに考えていなかった。

　ただ、美み月づきが僕のことを忘れてしまっても僕は美月の相棒パートナーでい続けると、そんなふうに思っていただけだ。

「いや……」

　バシッと両手で自分の頰ほおを叩たたく。

　出てるじゃないか。答えは、もう。

　美月が僕を忘れても、僕は美月の相棒でい続ける──。

　そうだ。

　悩むことなんて、なにもないじゃないか。

　僕は肘ひじ掛かけに立て掛けておいた長剣ロングソードを見た。

　月の守もり人びと。

　美月の幼おさな馴な染じみで、誰だれよりも美月を愛し、美月の幸せを願っていた青年の遺のこした魔ま剣けん。

　手に取り、柄つかを握りしめる。

「レイ……」

　この剣には、美月の幸せを願うレイの願いが込められている。そして、レイは美月でもミチルでもなく、僕にこの剣を託たくした。

　レイの思いに背くような真似まねは、絶対にできない。

「……よし」

　腹は決まった。となれば、次は行動だ。

　着たままだったブレザーの胸ポケットからケータイを取り出す。

　まずは美月に電話して、僕が何者であるかを──美月との関係を、ちゃんと説明する。

　発信履り歴れきから美月の番号を表ひよう示じする。そして、通話ボタンを押そうとした時、ケータイが震えた。

　着信だ。それも、美月からの。

　出る。

「もしもし？」

『杉すぎ崎さき星せい也や？』

　聞こえてきたのは、間違いなく美月の声。

「美月……」

『話があるんだけど、出てこられる？』

「ああ。僕も、ちょうど今いま電話しようとしてたんだ」

『そう』

「場所は？」

『そっちで決めて』

「だったら……いつもの公園でいいかな？」

　言ってから、しまったと思った。

　僕のことを忘れてしまった美み月づきに、いつもの公園と言って通じるだろうか？

　けれど、美月から返ってきた言葉は、「かまわないわ」だった。

　電話が終わると、僕はすぐに家を出た。制服のまま、着替えてもいない。

　先に着いたのは、僕のほうだった。

　赤い空を見上げて、待つ。

　明みよう神じん市しの端はしに位置するこの公園は、都市を守る結けつ界かい〝神の盾アイギス〟の色が反映されて、昼夜を問わず空が赤く見えるのだ。

「早いわね」

　声をかけられて、僕は空に向けていた目を声の主に向けた。

「あれから、すぐに家を出たから」

「そう」

　目が合うと、美月は心持ち気まずそうに顔を背けた。

　沈ちん黙もくがたゆたう。

　美月の話を先に聞くつもりでいたけれど、話し出す気け配はいがない。

　なら、僕のほうからいこうかと口を開いた時、

「あなたが何者なのか、わかったわ」

　美月が沈黙を破った。

「ミチルに聞いたのか？」

「日記を読んだのよ」

「ああ……」

　美月が毎まい日にち日記をつけていることを、僕は知っていた。

　日記といえば普通は日々の思い出を感情や感かん傷しようとともに綴つづるものだけど、美月にとっての日記は少し違った。美月にとっての日記は、魔ま法ほうの使用によって壊れてしまった記き憶おくを補うための、大事な記憶の記録帳ちようだ。

「僕のことも、ちゃんと書いてくれてたんだな」

　いつもの公園と言ってすんなり通じた理由にも、合が点てんがいった。

「そりゃそうよ。よかったことも気に入らなかったことも、一日の出来事は全部記き録ろくしてるんだから。──で、あなたが私の相棒パートナーだってわかったの。まったく信じられないことではあるけどね」

「信じられない……か。そうか、そうだよな……」

　僕と美月がコンビになったのは、そもそも他に相棒のいない同学年生せいがいなかったからだった。光こう風ふう学園では、相棒のいない学生は特別な場合を除いて退学になってしまう。

　相棒が学園を辞やめてしまって、退学にならないために仕方なく僕に相棒になれと言ってきた美み月づき。形だけの相棒パートナー関係。

　美月が僕を相棒として認めてくれた過か程ていは、今いま思い返しても奇き跡せきみたいなものだ。信じられないのも無理はない。

「でも、事実である以上、否定はしないわ。どのみち相棒がいないと退学になるわけだしね」

「それって……」

「とりあえず、あなたとのコンビは解かい消しようしないってこと。いい？」

「あ、ああ」

　異い論ろんなんてあるはずがなかった。

　とりあえずこれで、僕はまだ美月の相棒でいられる。美月の側そばにいることができる。

「私の話は以上。次はあなたの番よ」

「えっ？」

「話したいことがあるんでしょう？　形だけとはいえ一応は相棒なんだから、話ぐらいは聞いてあげるわ」

　形だけ。

　その言葉が、僕と美月の相棒関係がリセットされてゼロに戻ってしまったことを痛つう感かんさせた。

　……いや、ゼロじゃないか。一応とはいえ、美月は僕とのコンビの続ぞつ行こうを認めてくれたんだから。

　ふりだしに戻ってしまったかもしれないけれど、少なくとも僕と美月の繫つながりや関わりが完全に絶たれてしまったわけじゃない。

「僕が何者なのかを、ちゃんと説明したかったんだ」

　そして、これからも美月の相棒でいたいと言うつもりだった。

「なら、もうその必要はないわね。話はそれだけ？」

「いや……いくつか訊きいていいかな？」

「かまわないわ」

「ありがとう。……忘れたのは、僕のことだけなのか？」

「日記で確認した限り、ごっそり消えてなくなったのは、あなたに関する記き憶おくだけね。他にも些さ末まつな記憶……たとえば食べた物の内容とか、そんな日記にも書いていないようなどうでもいい記憶がもしかしたら壊れているのかもしれないけど、さすがにそのへんは確認のしようがないわね」

「それじゃあ、レイや優ゆ海みさんのことは……」

「憶おぼえているわ。もちろん、霞か月づきのことも」

「そうか……」

　僕は美月から僕の記憶を奪った運命の神様を恨うらみつつ、レイや優海さん──美月を愛し、美月が愛した人たちの記憶が無事だったことに、ホッと胸を撫なで下ろした。

　ミチルや南みなみたちの記き憶おくもちゃんとあるみたいだし、その点もよかった。

　霞か月づきってのは、美み月づきが倒そうとしている妖獣騎士ドウーム・ナイトの団長の名前だ。美月にとっては──ミチルにとっても──血を分けた実の兄あに貴きでもある。

　兄貴のことは、いっそ忘れてしまったほうが美月は幸せになれるんじゃないかとは思う。

　でも、美月にとって兄貴を倒すことは、自分のすべてを賭としてでも成し遂とげたい、大切な目的なんだ。

　僕は美月に、そんな大切な目的を失ってほしくなかった。

「でも、なんで急に記憶が壊れたんだ？　今までは──少なくとも僕の知る限りは、そんなことはなかったのに」

「詳しいのね、私のことに」

「相棒パートナー……だったから」

「そうね。あなたにはずいぶん色々と話していたみたいね。日記に書いてあったわ」

　自分が理解できないとばかりに、美月は小さくため息をついた。

「──ともかく、急に記憶が壊れたことは、私が知る限りでもなかったわね。記憶が壊れるのは、いつだって魔ま法ほうを使った直後だった。それに──」

「気を失ったことも、なかった？」

　美月は頷うなずいた。

「それじゃあ、一体……」

「考えられるのは、一つね」

　美月は白くしなやかな人ひと差さし指ゆびで、自分のこめかみのあたりをトントンと叩たたいた。

「こいつの成長が次の段階に入ったのよ」

「それって……」

「病気と同じよ。進行すればするほど、症しよう状じようは重くなっていく」

　美月はまるで他ひ人と事ごとみたいに言う。

「この先は、今回みたいなことがたびたび起こるでしょうね。魔法を使ってもいないのに記憶が壊れたり、急に意識を失ったり……」

「そんな……」

　絶望に目眩めまいがした。

　魔法を使わなくても記憶が壊れる。それはつまり、魔法を使いさえしなければ美月は美月のままでいられるっていう前ぜん提ていの崩ほう壊かいを意味していたからだ。

「やめる？」

　美月が訊きいてきた。

「なにを？」

　質問の意味がわからずに、訊き返す。

「私の相棒パートナー」

　僕は美み月づきの目を見た。美月の目は僕を見てはいなかった。

「やめたっていいのよ。あなたとのコンビは解かい消しようしないって言ったけど、強要するつもりは──」

「やめないよ」

　美月の言葉を遮さえぎって、僕は答えた。

「やめない」

「強ごう情じようね」

　美月は呆あきれたように諦あきらめたようにため息をつくと、

「まあ、強情でないと私の相棒なんてやってられないか……」

　独ひとり言ごとみたいに呟つぶやいた。

「他になにか訊ききたいことは？」

「一度壊こわれた記憶は、本当にもう二度と……元には戻らないのか？　思い出せたことは今までに一度も……？」

「ないわね」

　美月はまた、他ひ人と事ごとみたいな物もの言いいで答えた。

「少なくとも、過去には一度もないわ。ただ……」

「ただ？」

「記憶の壊れ方が今までとは違っているわけだから、魔ま法ほうを使っていないのに壊れた記憶に関しては、もしかすると回復する可能性はゼロじゃないかもしれない。限りなくゼロだろうとは思うけど、ね」

　美月が僕の記憶を取り戻す可能性はゼロじゃない。ほとんどゼロだとしても、まったくゼロってわけじゃないんだ。

　僕にとって、それは大きな希望だった。

「でも……記憶が戻る可能性がゼロじゃないとして、どうしたら戻るんだろう？」

「わかるわけないわ、そんなの」

「……そうだよな……」

　美月にはそもそも壊れた記憶が戻った経験自じ体たいがないんだ。わかるわけがない。愚ぐ問もんだった。

「それでも、望みは捨てないよ。僕は」

　この手に与えられたか細い希望の糸を決して手放さないように、僕は右手をぎゅっときつく握りしめた。

　美月から返る言葉はなにもなかった。




　翌よく日じつ──。

　朝陽あさひが夜の色を薄めはじめた時間。

　昨夜、美み月づきと話をしたその場所に、僕はまた立っていた。

　目的は、特とつ訓くんだ。

　美月が僕を忘れたからって、腑ふ抜ぬけてはいられない。

　まずは、ストレッチから。

　腰の剣けん帯たいから月の守もり人びとを鞘さやごと抜いて、立て掛けるためにベンチに歩み寄る。

「あれ……？」

　ベンチで寝ている人がいた。

　フード付きのオーバーコートにすっぽりと身を包んでいる上に向こうを向いているから顔はまったく見えないけれど、体格から見て男だろう。かなりの長身だ。酔よっ払ぱらいかホームレスか……。

　ゴゴゴゴゴゴ……と地じ鳴なりみたいな低くて重いいびきを立てて、その酔っ払いだかホームレスだかはボリボリと尻しりを搔かいた。

　男を起こさないように少し離れて、ストレッチを始める。剣は地面に直じか置おきした。

　筋肉を解ほぐしながら、美月のことを考える。

　美月は果たして来てくれるだろうか。

　僕の記き憶おくをすっかり失くしてしまった美月だけれど、この場所で毎朝毎まい晩ばん僕と特訓していたことは、日記で把は握あくしているはずだ。

　でも、美月が来てくれるかどうかはすこぶる微び妙みようだった。

　なにしろ、僕たちがコンビを組んで以来続つづけてきたこの特訓は、主に僕を鍛きたえるためのもので、美月にとっては準備運うん動どう程度の意味しかなかったはずだ。

　一応、コンビ続ぞつ行こうとなったとはいえ、美月がわざわざ僕のために特訓を続けてくれるかどうか……。

　ストレッチを終えると、僕は両手で自分を頰ほおをバシバシ叩たたいた。

　うだうだ考えるのは、ここまで。

「よし！　やるぞ！」

　勢いよく声を張って、月の守人を手に取った。抜ばつ刀とうし、ヒヒイロガネ製の刀とう身しんをまっすぐに構える。

「うるせえぞ！　朝っぱらからデケェ声出してんじゃねえ！」

　男の怒ど鳴なり声が夜明けの公園に響ひびき渡った。

　ベンチで寝ていたオーバーコート男だ。

「ったく、気持ちよく寝てたってのによぉ！」

　男の声は、さっきの僕の声よりもよっぽど大きかった。

　それにしてもこの声、どこかで聞き覚えがあるような……。

「詫わびの一言もなしか、コラァ！」

　男は怒ど鳴なりながら片足でドンと地面を叩たたいた。

　……なにもそこまで怒らなくたって。

　起こしたのは悪いとは思うけど、あんなところで寝ていたほうにだって問題はあるはずだ。でもまあ、余よ計けいなトラブルはご免めんだし、ここは謝っておこう。

「すみません、まさか人がいるとは思わなくて」

　ほどほどの距離まで小こ走ばしりに近づいて、僕は頭を下げた。

「……あん？」

　男が立ち上がって歩み寄ってくる。フードのおかげで、まだ顔は見えない。

「てめぇ……」

　僕よりも頭二つ分高い位置から、男の目が僕を見下ろしてきた。

　フードのおかげで片目しか見えなかったけれど、その目にはたしかな見み覚おぼえがあった。

　この男は……。

「見つけたぁ！　ここで会ったが百年目！」

　男が叫んでオーバーコートを脱ぎ捨てた。

　現れたのは、無む駄だなく引き締まった鋼こう鉄てつめいた肢し体たいと、飢うえた狼おおかみを彷ほう彿ふつとさせる獰どう猛もうな形ぎよう相そう。右目の上から右頰ほおの全体に、火傷やけどの痕あとみたいな赤あか痣あざが広がっている。

「朧おぼろ……！」

　そいつは、僕と美み月づきがかつて第一種危き険けん区く域いきで戦った妖獣騎士ドーム・ナイトだった。僕と美月への復ふく讐しゆうのために光こう風ふう学園に乗り込んできたこともあった。

「我われは盾たてなり剣なり」

〝荒神スサノオ〟の呪じゆ文もんを唱えつつ、僕は跳び退のいて月の守人もりびとを構えた。

「なんで、おまえがここにいるんだ!?」

「なんでだぁ!?」

　朧が顔を歪ゆがめて歯を剝むいた。

「てめぇとあの触しよつ覚かく女をぶち殺すために決まってるだろうが！」

　触覚って……美月のサイドポニーのことか。

「ついでに、あのヒゲ親父おやじもなぁ！」

　こっちは、僕のクラスの担たん任にん、石いし神がみのことだ。光風学園に乗り込んできた時に、こいつは石神に撃げき退たいされている。

「また学園に乗り込んでくるつもりだったのか！」

「ったりめーだ！　俺はな、借りは返さないと気が済まない、義ぎ理り堅い男なんだよ！」

　朧の左手が虚こ空くうを薙なぐ。──と、なにをどうやったのか、その手の中に朧自じ身しんの背せ丈たけよりも長い大槍パルチザンが現れた。

　うっすらと青みがかった銀色の巨大な穂ほの先が、朝陽あさひを照り返して不ふ吉きつに光った。

　間違いない……あの大槍、精霊真銀ミスリル製だ。

　朧おぼろが以前に使っていた精霊真銀製の大槍は、戦せん利り品ひんとして今もウチの物置にしまってある。この間、学園に乗り込んできた時には騎士鋼アロンダイト製の大槍を使っていたみたいだけど……どうやら新しん調ちようしたらしい。

「まずはてめーからだ！　脳のう漿しようぶちまけて死にさらせ！」

　大槍を握りしめて、朧が跳びかかってくる。──相変わらず、疾はやい。

　頭どころか全身丸まるごと爆ばく砕さいする勢いで迫り来る大槍を、僕は月の守もり人びとを盾たてにして受け止めた。

　精霊真銀製の穂とヒヒイロガネ製の刃やいばが、互いを打ち砕こうとせめぎ合う。

　武器のレベルならこっちが勝っている。でも、使い手の力は相手のほうが圧倒的に上だった。

「おらあっ！」

　僕は身体からだごと弾はじき飛ばされて、空あき缶みたいに宙を舞わされた。

　受け身を取りはしたものの、衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん、目の前が真まっ白しろになった。

　すぐさま立ち上がって、吹っ飛ばされても放さなかった月の守人を構える。

　朧は追つい撃げきを仕掛けてはこずに、怪訝けげんな顔で右頰ほおの痣あざをカリカリと指で搔かいていた。

「てめぇ……なんだっててめぇみたいなクソガキがそいつを持ってやがる」

　言って、朧はペッと唾つばを吐き捨てた。

　朧の目は、僕じゃなく、僕の構えている剣を見ていた。

「そいつは……レイの野や郎ろうの剣だ。なんでそいつがここにある？　なんでてめぇが持ってる？　わけがわからねえ」

　どうやら、朧はレイが死んだことを知らないらしい。

「答える義ぎ理りはない」

　ちっ、と朧は舌した打うちした。

「これだからクソガキは。……まあいい。てめぇとレイの間になにがあったのか知らねえが、俺がてめぇをぶっ殺すのに変わりはねぇ」

　大槍の先を向けられて、僕は一歩後あとずさった。

　……まずい。

　朧は美み月づきと僕が二人がかりで死し力りよくを尽くして、ようやく撃げき退たいできた強きよう敵てきだ。

　美月がいないこの状況で──僕ぼく一人で、どうにかできる相手じゃない。

「死ね」

　殺さつ気きを爆発させて、朧が地面を蹴けった。

　僕に向けた大槍をそのままに、まっすぐ突進してくる。

　受け止めるのも受け流すのも到とう底てい無理だ。となると、避けるしかない。

　斜め後ろに跳んで避けた僕の目の前を、朧が音を置き去りにして駆け抜けた。

　くらっていたら、跡あと形かたもなく吹き飛ばされていただろう。

「一発避よけたぐらいでいい気になるんじゃねえぞ！」

　間かん髪はつ入いれずに、朧おぼろが叫びながら再度突つっ込んでくる。

　僕は──だめだ。朧がさっきの突とつ撃げきで起こした衝しよう撃げき波はに煽あおられて、体勢が悪い。避けられない。

「ひなた……っ！」

　僕が死を覚かく悟ごして目をつむろうとした瞬しゆん間かん、目の前に矢の疾はやさでなにかが風を纏まとって降り立った。

　それは頭の片側で結むすんだ髪かみを躍おどらせ、魔法杖ルーンスタツフを振りかぶって、迫り来る朧に自ら向かっていく。

　──美み月づき！

　僕と朧の間に現れた美月は、朧と真まっ向こうから武器をかち合わせて、激しい衝しよう突とつ音おんを轟とどろかせた。

「出やがったな！　出来損ないの触しよつ覚かく女が！」

　朧が歯を剝むいて大槍を押し込む。──が、美月はビクともしない。

「あなたもしつこいわね」

　美月はそう言うと、深く息を吸い込んで魔法杖を横よこ一いち文もん字じに振り抜いた。

「ぬお……っ！　──ちいっ！」

　身体からだごと弾はじかれた朧は、無理な体勢ながらも跳び退のいて美月の追つい撃げきを免まぬがれた。

「美月！」

　美月が来てくれた。

　来てほしいとは思っていたけれど、来てくれるとは思わなかった。でも、来てくれた。

「そうだ。いいぞ。簡単にケリがついちまったらつまんねえからな。せいぜい抗あらがってみせろ」

　朧の鋼鉄はがねみたいな筋肉が、ビキビキと軋きしむ音さえたてて盛り上がっていく。

　見開かれた目は真まっ赤かに見えるぐらいに血ち走ばしっていて……その形ぎよう相そうはまさしく悪あつ鬼きだ。

　怖い。

　僕一人だったら足が竦すくんでいただろう。

　でも、僕は一人じゃない。

　美月がいる。美月と一緒なら、怖れるものなんてなにもない。

　朧は強きよう敵てきだ。だけど、美月も僕も以前に戦った時よりも強くなっている。敗けはしないはずだ。

　──やってやる！

　全身を流れる生命エネルギー──プラナの滾たぎりを感じながら踏み出そうとした僕に、美月は顔を振り向かせもせずに言った。

「さっさと逃げなさい」

「え……？」

「足あし手でまといだって言ってるの」

　手から力が抜けて、剣が落ちそうになった。

「美み月づき……」

　自分が美月や朧おぼろと比べたらまだまだ全然弱よわいってことは、誰だれに言われるまでもなく僕ぼく自身が一番よくわかっていた。一緒に戦えば美月の足を引っ張ってしまう場面だってあるだろうってことも。

　でも……それでも、足手まといになる以上に戦力として美月をサポートできるようにはなれたって、思っていたのに。美月だって認めてくれていたのに。

　──いや……。

　僕は頭を振って剣を握る手に力を込め直した。

　美月には僕の記き憶おくがないんだ。日記で僕が何者かを確認したといっても、それはただの情報であって感情じゃない。

　信頼は感情だ。

　そして、今の美月の僕に対する感情はゼロに──形だけのコンビを組んだ頃に戻ってしまっている。

　足手まとい扱いされるのも当然だ。

　こんなことで、いちいち落ち込んではいられない。

　深く息を吸って吐きながら、プラナを滾たぎらせる。

　その間にも、美月と朧おぼろの戦いは始まっていた。

　稲いな妻ずまの疾はささで縦じゆう横おう無む尽じんに走り、あるいは跳びはねながら、魔法杖と大槍を激しく衝しよう突とつさせている。

　精霊真銀ミスリル同士がぶつかり合う澄すんだ金属音おんが絶え間なく響ひびき、視し界かいの至る所で青白い火ひ花ばながほとばしる。

「生なま意い気きだな！　以前に戦った時より、強さも疾はやさも増してやがる！」

「そう言うあなたは、弱くなったわね」

「ハッ！　所しよ詮せん、出来損そこないは出来損ないだな！　節ふし穴あなな目ぇしやがって！」

　朧がこれまで左手一本でしか振るっていなかった大槍に、右手を添えた。

「オラアッ！」

　両手持ちで振り抜かれた朧の大槍が、美月を身体からだごと宙ちゆう高たかくに弾はじき飛ばした。

「てめぇにぶった斬ぎられた右腕の治りが遅くてイラついたがよ、ようやく元通りに動くようになったぜ！」

　朧は叫びながら地面を蹴けって一いつ瞬しゆんのうちに美月の上にまで至ると、最上段に振りかぶった大槍を、全身を投げ出す勢いで振り下ろした。

　辛かろうじて魔法杖で受け止めた美み月づきだが、踏ん張ることもできない空中で受け止めきれるはずもなく、背中から地面に叩たたきつけられた。

　まずい。今のは痛つう打だだ。いくら美月でも、すぐには動けない。意識を失っている可能性もあった。

　──援えん護ごを……！

　美月が朧おぼろと打ち合っていた間、僕だってなにもしていなかったわけじゃない。

　両脚あしへのプラナの集中は、もう完了している。

　僕は朧の着ちやく地ち点てんめがけ駆け出した。

　美月から少し離れた所に朧が着地する。──のと同時に、僕は朧の鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを打ち込んだ。

　プラナを特定の部ぶ位いに集中させれば、その部位の能力を飛ひ躍やく的に高めることができる。

　両脚にプラナを集中させた今の僕の疾はやさは、美月にだって劣らない。もちろん、疾さだけでなく蹴りの威い力りよくだって上がっている。

　僕のこの動きは、僕がプラナを未み熟じゆくながらも操あやつれるようになっていたことを知らなかった朧にとっては、まったくの予想外がいだった。

　鳩尾への蹴りをモロにくらった朧は、「ぐ……えっ！」、倒れはしなかったものの目を剝むいて動きを止めた。

　この隙すきに、僕は美月を抱えて逃げようと振り返った。

　月の守もり人びとをお見み舞まいしてやりたいところだけど、両脚にプラナを集中させてしまっている分、今の僕は腕わん力りよくが低下してしまっている状態だ。今の力じゃ、たとえヒヒイロガネ製の魔ま剣けんでも、致ち命めい打だは与えられない。

　だから、ひとまず逃げる。

　でも、振り返った僕は、

「邪じや魔まよ！」

　美月に押し退のけられて転ぶはめになった。

「美月……っ！」

　思ったほどダメージのなかったらしい美月は、力強い踏み込みで魔法杖を振るう。

　朧はくらわない。美月の渾こん身しんの一ひと振ふりを大槍でしっかりと受け止めて、そしてふたりは再び激しく打ち合い始める。

　僕は立ち上がって剣を構えはしたものの、割って入る隙すきを見出すことができなかった。

　それは、ただ単にふたりの動きが疾すぎてついていけないってわけじゃない。

　今の僕のスピードなら、ふたりの超スピードにもそれなりについていける。

　でも、美月がそれを──僕の援護をまったく必要としていなかった。

　優ゆう勢せいなのは朧のほうだ。力でも疾さでも、美月より一段も二段も上をいっている。

　なのに、美み月づきは僕の援えん護ごをこれっぽっちも当てにしていなかった。自分一人ひとりで戦おうとしていた。美月の動きから、それが伝わってくる。
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　──だからって！

　美月が僕の援護を必要としていないからって、美月一人じゃ勝ち目は絶望的なんだ。

　朧おぼろの注意を引きつけて隙すきを作ろうと駆け出した僕は、突然視し界かいを遮さえぎられて息を吞んだ。

　僕の視界を遮ったのは、朧の大槍を飛び退のいて避けた美月の背中だった。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに身を撚ひねりはしたものの、避けきれなかった。肩と肩がぶつかって、僕と美月は揃そろって動きを止めた。

「なーにかったるいことやってやがんだ！」

　肉にく薄はくしてきた朧の大槍が、僕らふたりをまとめて薙なぎ払おうと唸うなりをあげる。

　体勢を崩していた僕がその一いち撃げきをもらわずにすんだのは、美月が体当たりで突き飛ばしてくれたおかげだった。

「美月っ！」

　苦しい体勢で、それでも美月はなんとか朧の大槍を受け止めた。だけど、続けざま繰り出された蹴けりまでは防げなかった。

　まともに腹を蹴り抜かれて、美月は倒れた。

「……っ……あ……っ」

　腹を抱えてのたうつ美み月づきに、朧おぼろがゆっくりと歩み寄る。

「やめ、ろっ……！」

「うるせぇよ」

　がむしゃらに飛びかかった僕は、大槍の柄えで鳩尾みぞおちを突かれて、バカみたいにあっけなく倒された。

「く……そ……っ」

　なんとか上体を起こしはしたものの、それ以上身体からだが動かない。息もできない。

「つまんねぇ」

　朧がペッと唾つばを吐いた。

「なんだ、てめぇらは？　個々の力は上がってるくせに、以前に戦った時よりもてんで歯は応ごたえがねぇ」

　言いながら、朧は美月の白い頰ほおを踏みにじった。

「つまんなすぎて、殺す気も失せてきたぜ。──まあ、殺すがな」

　美月の頰を踏みにじりながら、朧は大槍を振りかぶった。

「み……づき……っ」

「お姉ねえちゃんっ！」

　その声が響ひびいたのは、朧が大槍を振り下ろそうとした瞬しゆん間かんだった。

　そして、その次の瞬間には、

「ぶげはあっ！」

　美月にとどめを刺さそうとしていた朧は、鼻はなっ柱ぱしらに跳び蹴けりをくらって吹っ飛んでいた。

「お姉ちゃん！」

　朧を吹っ飛ばした少女が、ツインテールを翻ひるがえして美月に駆け寄る。

「ミチ……ル……」

　美月が苦しげに顔を歪ゆがめつつも上半身を起き上がらせた。

「お姉ちゃん、平気？」

　心配顔がおの妹に小さく微笑ほほえんで頷うなずいて、美月は立ち上がった。

　ミチルは安心したように表情を緩めると、すぐにその目に焼けつくような殺さつ意いを浮かべて、朧が吹っ飛んでいった方向に視線を向けた。

「……痛ってぇ……ちくしょう……」

　朧はもう立ち上がっていた。

「ミチル……てめぇ……」

　手の甲こうで鼻はな血ぢを拭ぬぐいながら歩み寄ってくる。

「なんだって、てめぇがこんな所にいやがる」

　朧おぼろは震えていた。抑えきれない怒りに全身の筋肉が躍おどっていた。

「あたしは、決めたの」

　ミチルは立ち上がって、左手に持っていた大鎌デスサイズを両手で構えた。

「お姉ねえちゃんとずっと一緒にいるって……なにがあってもお姉ちゃんの側そばを離れないって、決めたの」

「へえ、そうかい。つまり、てめぇも裏切り者ってわけだ」

　朧は片目を細め、もう片方の目を見開いて、おもむろに大槍を構えた。

「まあ、てめぇが裏切り者だろうがなんだろうがどうでもいいがな。どのみち、俺の邪じや魔まをした時点で死し刑けい確定だ」

「勝てると思ってるの？　あんたみたいな小こ物ものが？　あたしに？　冗じよう談だんは顔だけにしてよ」

　目に殺意を漲みなぎらせたまま、ミチルは口くち許もとに嘲あざけりの笑えみを浮かべた。

「てめぇ……」

「つくづくツキがないわね、あなたは」

　精霊真銀ミスリル特有の青い輝きを放つミチルの大鎌の横に、青い輝きがもう一つ加わった。美み月づきの魔法杖だ。

「二対一は卑ひ怯きようだ、なんて言わないでよね」

　ちっ、と舌した打うちした朧は、

「上じよう等とうだ、コラァ！」

　途と方ほうもない大声で大気を揺さぶって、地面を蹴けった。




　二対一で、と美月は言った。

　それはもちろん、美月とミチルの二人という意味で、僕は戦力としてカウントされていない。

　実際、僕の力なんかこれぽっちも必要とせずに、美月とミチルは朧を圧倒していた。

　三年も離れ離れになっていたっていうのに、さすがは姉妹というべきか……美月とミチルの息はピッタリと合っていた。

　ミチルが守っては美月が攻め、美月が囮おとりになってはミチルが攻める。二人同時に仕掛けることもあれば、時には二人揃そろって防まもりに徹したりもする。

　絶ぜつ妙みようのコンビネーション。

　個人の力だけを見ても、ミチルの強さは朧以上だった。そこに美月の力が加われば、そして二人のコンビネーションが完かん璧ぺきとくれば、敗けなんてありえなかった。

「ちっくしょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　傷だらけ、血まみれにされた朧が、咆ほう吼こうとともに大槍を持ってないほうの手を突き出した。

　目には見えない──けれど巨大な破は壊かいの力が、とどめとばかりに朧に飛びかかろうとしていた美月とミチルの眼前で炸さく裂れつした。

　爆ばく風ふうが、今まさに地面を蹴けろうとしていた美み月づきの動きを止め、既すでに空中にいたミチルを吹っ飛ばした。僕ももう少し近くにいたらただじゃすまなかっただろう。

「ぶっ殺してやる！　てめぇら必ずぶっ殺してやるからなあっ！」

　美月とミチルが体勢を立て直している間に、朧おぼろはまるっきり三流悪あく役やくの台詞せりふを吐きつつ逃げ出していた。

「待て、この！　〝怒れる火神イグナイト〟！」

　遠ざかっていく朧の背中めがけミチルが無数の火か球きゆうを放つが──当たらない。

「どこ狙ってんだ、ヘタクソが！　ハッハーッ！」

　笑い声を高らかに響ひびかせながら、朧は逃げ去った。

「ムカツク！　あとちょっとで殺せたのに！」

　地じ団だん駄だを踏むミチルの背中を見ながら、僕は全身の力が抜けていくのを感じていた。

　戦いが終わって気が抜けたとか、〝荒神スサノオ〟が切れたとか、そんなんじゃない。

　自分がなんの役にも立てなかった──役に立つどころかただ美月の足を引っ張っただけで終わってしまったって事実が、僕を脱だつ力りよくさせていた。

「助かったわ、ミチル」

「お姉ねえちゃんを守るのは、あたしの役目だもん」

　満まん面めんの笑えみを見せたミチルに、美月は微笑ほほえみで応こたえる。

　ふたりとも怪け我がらしい怪我はしていなかった。美月は魔ま法ほうを使ってもいない。

　逃げられてしまったとはいえ、完勝だ。

（お姉ちゃんを守るのは、あたしの役目だもん）

　ミチルの言葉が耳の中で勝かつ手てにリフレインされて、僕は奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「犬コロ」

　ミチルが僕を呼んだ。

「怪我は？」

「ないよ。平気だ」

　大槍の柄えに突かれた鳩尾みぞおちがズキズキと痛んではいたけれど、〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけてもらうほどじゃない。

「そう。──じゃあ、お姉ちゃん、帰ろう？」

「ええ」

　ミチルに促うながされて歩き出した美月は、

「杉すぎ崎さき星せい也や」

　すぐに足を止めて顔だけを僕のほうに振り向かせた。

　そして、言った。

「私の相棒パートナーでいたいなら、今後一いつ切さい、私の足を引っ張らないで」

　僕はなんの言葉も返せずに、去っていく美み月づきの背中をただ見送ることしかできなかった。













　　　二幕　消えても残るもの







　部屋に帰り着くなり、美月は倒れ込むようにソファに座り込んだ。

「お姉ねえちゃん、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫よ。ただ、ちょっと疲れただけ」

「〝癒しの秘蹟サクラメント〟かける？」

　美月は首を横に振った。

「いいわ。少し休めば、元気になるから」

「じゃあ、あたし、毛布かなにか持ってくるね」

　ミチルがリビングを出ていくと、美月はソファの背もたれに深く寄りかかって、ため息をついた。

「杉すぎ崎さき星せい也や……か……」

　ため息に続いて、一人の少年の名前が口をついて出た。

　杉崎星也。

　つい昨日きのうまで美み月づきの相棒パートナーだった少年。──いや、彼との相棒関係は解かい消しようされたわけではないから、一いち応おうは現在もまだ彼は美月の相棒である。

　だが、美月には彼の記き憶おくはない。

　小さく視線を動かして、テーブルの上の日記帳を見る。

　日記を読む限り、どうやら昨日までの自分は彼をずいぶんと信頼していたらしい。

　美月にはそれが理解できない。

　そもそも彼には力が足りない。学生レベルで見ればたいしたものだが、天てん上じよう院いんにはまだまだ程ほど遠とおい。そのくせ無む茶ちやをする。さっきの戦いでも、逃げろと言った自分の言葉を無視して朧おぼろに突っ込み、戦せん況きようを悪化させた。

　剣けん士しとしての実力とは別の部分に寄せる信頼のほうが大きかったようだが、それも理解できない。

　だが、理解できなくても昨日までの自分が彼を信頼していたのは事実なのだ。

　実際、彼は美月の日常に多大な変化を与えていた。

　たとえば、南みなみあかねと愛あい原はら皐さ月つき。

　彼女たちと自分の関係は、世せ間けん一般でいうところの、いわゆる友達ということになるのだろう。

　友達が欲しいなんて思ったことはただの一度もない。もちろん、作ろうとしたことも。

　そんな美月とふたりを結びつけたのは、他ならぬ杉すぎ崎さき星せい也やだ。

　日記にはそう書いてあったし、ふたりと友達めいた付き合いをするようになったきっかけを明確に思い出せないのも、そこに彼が深く関わっているからに違いなかった。

　ミチルだってそうだ。美月を妖獣騎士団ドウーム・ナイツに連れ戻そうとやってきたミチルが、逆に団を抜けて美月と一緒に生きていくのを選択したのも、彼の影えい響きようが大きい。レイが笑って逝ゆけたのも彼のおかげだと、日記には書いてあった。

　杉崎星也が美月にもたらしたものは多い。

　だが、美月にはその記憶がない。

　美月にはそれが歯は痒がゆくてたまらなかった。

　記憶が壊れて歯痒い思いをしたことは何度もあるが、こんなにも歯痒いのは初めてだ。

　当人を前にすると、歯痒さのあまり居たたまれなくなる。

　いっそ、コンビを解かい消しようしてしまおうか──とも思うが、美月のほうからそれを言い出すことはできそうになかった。

　なぜできないのか自分でもわからなくて──それが、余よ計けいに腹立たしい。

　彼のほうからコンビの解消を求めてくれれば楽なのだが、どうやら彼にその気はないらしい。それどころか、なにがあろうと決してコンビは解消すまいと決心しているようにさえ見えた。

　だが、さっきのように戦いの足を引っ張るようなことがまたあれば、その時はきっぱりと縁えんを切らなければならない。それが、お互たがいのためだ。

　そして、彼と縁えんを切るのならば、彼を通じて知り合った南みなみあかねや愛あい原はら皐さ月つきとも縁を切ることになるだろう。

　……どうということはない。美み月づきの選んだ人生に友達なんて必要ないのだから。

「お姉ねえちゃん、毛布持ってきたよ」

「ありがとう、ミチル」

　ミチルの持ってきてくれた毛布に身をくるんで、美月は横たわった。

「……ねえ、お姉ちゃん」

　目を閉じてしばし、ミチルが控えめに声をかけてきた。

「うん？」

　美月は薄く目を開けた。

「あたしはお姉ちゃんとずっと一緒にいるから。みんないなくなっても、あたしだけは絶対にお姉ちゃんの側そばにいるから」

「ミチル……」

「でも、きっと……」

　ミチルの言葉はそれ以上続つづかなかった。

「ミチル？」

「ううん、なんでもない。あたし、シャワー浴びてくるね」

　そう言って、ミチルは部屋をリビングを出ていった。

　美月は再び目を閉じた。

（でも、きっと……）

　ミチルはその先、なんと言おうとしたのだろう。

（みんなと一緒のほうが楽しいよね）

　そんな言葉が思い浮かんで、美月は毛布に顔を埋めて頭を振った。
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「杉すぎ崎さき、今日お弁べん当とう持ってきてる？」

　四限目が終わるとすぐに、南がそう声をかけてきた。

「いや。今日はない」

　教本を机にしまいつつ、答える。

「だったらさ、お昼は商業エリアで食べない？」

　言われずともそのつもりだった。弁当を持ってきていない以上、昼は商業エリアで食べるしかない。

　朧おぼろに打たれた胸がまだ疼うずいていて、食欲はまったくなかったけれど、午後は身体からだを使う授業が続くから食べておかないともたない。

　だから僕は南みなみの誘いに「ああ」と頷うなずいた。

「みっちーに美味おいしいお店を教えてあげなくちゃね」

「ミチルも誘うのか？」

「うん」

「ってことは、美み月づきも？」

「もち。みっちーを誘って美月を誘わないなんて、ありえないっしょ？」

「そう……だよな……」

「杉すぎ崎さき……美月とはまだ仲直りできてないの？」

「……ああ」

　美月とは別にケンカしてるわけじゃない。でも、美月の記き憶おくが戻っていない以上、そう答えておくしかなかった。

「顔を合わせるのは、気まずい？」

「……」

　気まずいのは、たしかだった。

　美月の相棒パートナーでい続けると決心したとはいえ、美月に親しみのかけらもない目で見られるのは、やっぱり苦しい。セーヤと名前で呼んでもらえないのも。

　それに、今朝けさの朧との戦いで、美月の僕に対する信頼はゼロどころかマイナスになってしまった。

　決心は変わっちゃいない。それでも、今は正直、どんな顔をして美月に会えばいいのかわからなかった。

「これは、死んだお母かあさんが言ってたことなんだけどさ」

　南が僕の肩にポンと手を載のせて言った。

「夫婦円えん満まんの秘ひ訣けつは、ケンカしても同じ布ふ団とんで寝ることなんだって」

「……なんの話だ？」

「つまり、ケンカして気まずいからって距離を置くのはよくないってこと」

「僕と美月は夫婦じゃないぞ」

「同じだよ。夫婦も相棒も。実際に命を預け合うぶん、相棒同どう士しのほうが繫つながりは深いかもしれないね」

　たしかに、相棒の絆きずなは愛よりも固い、とはよく聞く言葉だ。

「とにかく、気まずいからって顔を合わせないのはナシ。会わずにいればいるほど、顔を合わせづらくなっちゃうよ？」

「そう……かもしれないな……」

「わかればよろしい。ってなわけで、美み月づきも誘うよ？」

「ああ」

「電話しにくいなら、あたしがしてあげようか？」

「……頼む」

「オッケー」

　ウィンク一つ、南みなみはブラウスの胸ポケットからケータイを取り出すと、美月とミチルにそれぞれ電話して、昼を商業エリアで食べる旨むねと待ち合わせ場所を伝えた。

「ふたりとも、オッケーだって」

「っていうか、向こうの返事を待たずに切ってただろ、今」

「いーのいーの。気にしない気にしない」

「本当に強ごう引いんだよな、南は」

「そこがあたしの良いトコロ、ってね」

　ニカッと白い歯を見せた南につられて、僕も笑った。




　南が指定した待ち合わせの場所に、美月はちゃんとやって来た。ミチルと愛あい原はらも一緒だった。

「念のために、皐月さつきに美月を迎えにいくようメールしておいたのよ」

　南はこっそりと僕にそう耳打ちした。

　抜かりはなしってことか。

「みっちーもちゃんと来たわね、よしよし」

「なんなのよ、あんたは？　昨日きのうといい今日といい、ひとを気安く呼び出して」

　うんうんと頷うなずく南を、ミチルが黒々とした大きな瞳ひとみで睨にらんだ。

　ナリは小さいくせに、さすがは元妖獣騎士ドウーム・ナイト。ミチルの睨みには妖獣も怯おびえて逃げ出しそうな迫力がある。

　──が、南はこれっぽっちも怯ひるまずに、それどころか晴れやかに笑ってこう答えた。

「なにって、友達に決まってるじゃない」

「トモダチ……」

　嚙かみしめるように呟つぶやいたミチルの顔が、みるみるうちに赤くなっていく。

「アンダースタン？」

　人ひと差さし指ゆびを振りつつ、ウィンクする南。

「り、理解なんてできるわけないでしょっ!?　あたしとあんたがトモダチだなんて、誰だれが決めたのよ、そんなこと！」

「もちろん、あたし」

　短いツインテールを猫みたいに逆さか立だてたミチルに、南は「ふふん」と胸を張って答えた。

「なにしろこのあたしが決めたんだから、みっちーは受け入れなくっちゃダメよ」

「はあ!?　なによそれ！」

　当然のように抗こう議ぎの声をあげるミチル。──と、突然、南みなみが悪あく魔ま的な笑えみを浮かべて両りよう手て十本の指をわきわきと動かし始めた。

「うだうだ言ってると、また昨日きのうみたいにひーひー鳴かせちゃうわよ？」

「ひいっ！」

　迫り来る南に対し、ミチルは両腕で胸むな元もとを隠かくして身を捩よじるというリアクションを見せた。

　昨日、プールで一体なにをしたんだ、南……。

「いいじゃないのいいじゃないの、減るモンじゃないんだし」

「いやーっ！」

　両手をなおもわきわきさせながら追いかける南。半はん泣なきで逃げ回るミチル。

　そんなふたりを──というよりミチルを、美み月づきは子供を見守る母親みたいな穏おだやかで優しい目で見つめていた。

　ミチルが他人と打ち解けて楽しそうに（？）しているのが、嬉うれしいんだろう。

「よかったな」

　気まずさをこらえて、僕は美月に話しかけた。

「ミチル……あの調子なら、学園生活、楽しくやっていけるよ」

「……あれが楽しそうに見えるの？」

　美月から返ってきた声には、トゲがあった。目つきからも優しさが消えている。

　昨夜も美月の僕への態度はトゲトゲしかったけれど、そのトゲははっきりと鋭さを増していた。

　朧おぼろとの戦いで足を引っ張ってしまったことのマイナスは、やっぱり大きいんだ。

　挽ばん回かいしようにも、僕には絶対的に力が足りない。それに、今の美月にはミチルがいる。登とう録ろくされた正式な相棒パートナーじゃないにしろ、ミチル以上に美月の相棒に相応ふさわしい人間はいない。

　相棒は同学年から選ばなきゃならないって規定があるから、美月がミチルを相棒にすることはできない。けれど、もしその規定がなかったら、美月は僕とのコンビをあっさりと解かい消しようして、ミチルを相棒にしていたかもしれない。

「そういえば、みっちー、新しい相棒は見つかった？」

　いつの間にか追いかけっこをやめていた南が、ミチルにそんな質問をした。

「まだに決まってるでしょ？　探し始めてもいないのに」

　ふんっ、とそっぽを向いて答えるミチル。

　ミチルには今、相棒がいない。彼女の相棒だったレイは、もう学園にもどこにもいない。

　レイが死んだことは、南にも愛あい原はらにもまだ話していなかった。この先も……少なくとも今のところは話すつもりはなかった。

　レイは僕にとってだけじゃなく、南と愛原にとっても友人だ。友人の死を黙っているのは心苦しかったけれど、仕方がない。

　ふたりには、レイは家庭の事情で急に学園を辞やめることになったと話してある。ひなたの時と同じ噓うそだ。

「だったら、まずは学生課に行って、相棒パートナーのいない生徒の有う無むを調べるのがいいと思います。相棒のいない生徒がいた場合、その人のクラスや氏名も教えてもらえますし」

「お姉ねえちゃんを相棒にできたらいいのに……」

　ミチルがため息をついた。

「しょうがないよ。学年が違うんだから。それに、美み月づきには立りつ派ぱ……かどうかはともかくとして、相棒がいるしね」

　僕を見た南みなみは、目が合うと、促うながすように美月を一いち瞥べつした。

　黙るなと、諦あきらめずに話しかけろと、南の目はそう言っていた。

　たしかに、ここで黙ってしまったら、ますます気まずくなってしまう。

　僕は頷うなずいて、美月に再さい度ど話しかけた。

「今朝けさは来てくれてありがとう。おかげで命いのち拾びろいしたよ」

「行くんじゃなかったって後こう悔かいしてるわ」

　返ってきた言葉は、やっぱりトゲトゲしい。

「それでも、僕は……来てもらえて、嬉うれしかったよ」

　美月は眉み間けんに縦たて皺じわを刻んだ。

「今日の……夜の特とつ訓くんは？」

「後悔してるって言ったでしょう？」

　来てはくれないってことか……。

「そもそも、あなたと特訓して、私になんのメリットがあるっていうの？」

「それは……」

「あなたが私から五本に一本でも取れるようになれば、そりゃあ役にも立つでしょう。でも、あなたがそのレベルに達するには年ねん単位の時間がかかるでしょうね。だったら、その時間を自分の鍛たん錬れんに当てたほうがよっぽど効率がいいわ」

　もっともだった。

　ましてやミチルがいる今、僕が強くなること自体、美月にとってはたいした意味がない。僕じゃなく、ミチルと一緒に戦えばいいんだから。

「んじゃ、ぼちぼち行きますか。ラヴィータでいい？」

　跳ねるような足取りで僕と美月の間に割って入ってきた南が、僕の右腕と美月の左腕に自分の腕を絡めてきた。

「あ、ああ」

「別に、どこでもいいわよ」

「オッケー。じゃ、ラヴィータに向けて、しゅっぱーつ！」

　ラヴィータは商業エリアに数ある飲食店の中でも、人にん気きのあるイタリア料理店だ。人気店てんだから昼休みともなるとあっと言う間に満席になってしまうのだけれど、幸い、僕たちは待ち時間なく座れることができた。

　食事の間も、僕は何度も美み月づきに話しかけてはみたものの、まともな会話にはならなかった。

　トゲの生はえた短い言葉が返ってくるか、あるいは無視か。

　美月は全身から僕に対する苛いら立だちを発していた。きっと本当は南みなみの誘いも断りたかったに違いない。それでも美月が南の誘いを断らなかったのは、ミチルのためなんだろう。

　美月は、自分は「友達なんていらない」なんて言うくせに、ミチルが学園で孤こ立りつするのは嫌がっていたから。

　ラヴィータを出た僕らは、ミチルのリクエストでベーカリー・イトウに入った。ミチルの目当ては、もちろんあんパンだ。

「あれだけ食べた後に、よく入るわねー」

　怒ったような顔で黙もく々もくとこしあんパンを頰ほお張ばるミチルに、南が呆あきれ顔で言った。

　呆れるのも無む理りはない。なにしろミチルはラヴィータで本日の日替わりパスタランチ三種類を全種類完かん食しよくしているのだ。

　あんパンも、今いま頰張っているので何個目だろう？　たぶん、三個目か四個目のはずだ。さらに恐ろしいことに、ミチルの目の前のトレイにはまだまだ無数のあんパンが山を形成していた。

　果たして残り少なくなった休み時間内に食べ終われるのか──という心配は杞き憂ゆうに終わった。

　まったく美味おいしそうに見えない仏ぶつ頂ちよう面づらで、しかし、ミチルは五分とかからずにあんパンの山をものの見事に食べ尽くしてしまった。

　ミチルだって美月の妖獣ドウーム化が進行して精神的にまいっているはずなのに、ミチルの食欲はメンタルに左右されるものじゃないらしい。

　一方の美月はといえば、ラヴィータでもここでも、たいして食べていなかった。パスタは半はん分ぶん以上残していたし、あんパンも三つしか食べていない。美月がパン屋に来てあんパンを十個も食べないなんて、異常事じ態たいだ。普ふ段だんなら、最低でも十個。多いときは二十個でもぺろりと平らげてしまうのに。

　言葉も少なかった。話しかけられれば一いち応おう返事はするものの（僕の場合は無視されまくったけど）、それ以外の時は頰ほお杖づえをついて窓の外を見ていることが多かった。視線が高かったから、たぶん、空を見ていたんだと思う。

　ベーカリー・イトウを出ると、予よ鈴れいまでもう間もない時間になっていた。

「それじゃあ、私はもう行くわ」

「待って、美月」

　去ろうとする美月を南が呼び止めた。

「なに？」

「あのさ。杉すぎ崎さきとなにがあったのか知らないけどさ、いい加か減げん、機き嫌げん直してあげたら？　ふたりとも、見ててなんだか痛々しいんですけど」

　南みなみが腰に手を当てて言う。美み月づきは眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで言葉を返す。

「あなたには関係のないことだわ」

「関係ないわけないじゃない。杉崎も美月も、あたしの友達なんだから」

「大きなお世せ話わよ。私が誰だれにどう接しようと、そんなのは私の勝かつ手て。そもそも、私はあなたを友達だなんて──っ……！」

「美月？」

　突然、美月がよろめいた。

「美月！」

　美月を支えようと咄とつ嗟さに僕が差し出した手は、美月に触れることなく引っ込められることになった。

　ミチルが僕よりも先に美月を支えたのだ。

「お姉ねえちゃん、平気？」

「だい……じょうぶよ……」

　心配するミチルにそう答えはしたものの、頭痛がするのか、美月はこめかみを押さえて苦しげに顔を歪ゆがめていた。

「美月……」

　まさか、昨日きのうの今日でまた倒れるなんて。

「皐月さつき、〝癒しの秘蹟サクラメント〟を」

「う、うん」

　南に言われて、愛あい原はらが小こ走ばしりに美月に駆け寄る。──が、美月は愛原を手で制して、治ち療りようを拒きよ絶ぜつした。

「いらないわ。平気だから」

「平気なわけないじゃない！　昨日だって倒れてるのよ!?」

　南のあげた大きな声が、周囲の視線を僕らへと集めた。昼休みの喧けん噪そうが静かなざわめきに変わる。

「騒がないで。ただの偏へん頭ずう痛つうなんだから、一ひと休やすみすれば、すぐに治るわ。〝癒しの秘蹟〟も必要ない」

「だったら、せめて医い務む室に行って」

　これ以上は譲ゆずれないとばかりに、南は美月の目を見み据すえて言った。

「……そうね。そうさせてもらうわ」

　美月は諦あきらめたようにため息をつくと、

「ミチル、医い務む室へ連れていって」

　ミチルに身体からだを預けたまま、歩き出した。

「杉すぎ崎さき、一緒に行かなくていいの？」

「……ああ」

　僕だって、本当は一緒に行きたかった。

　大事な記き憶おくが壊れていないかどうか確かめたかったし、なにより、美み月づきの側そばにいたかった。

　でも、美月は僕を疎うとんでいる。僕が一緒にいたんじゃ、心静かには休めないだろう。

　僕はここでも黙って美月を見送った。そうするしか、なかった。




　放課後ご、話があるからと南みなみに呼び出された。

　場所はＡ校舎の屋上。

　僕が屋上のドアを開けた時にはもう南はそこに来ていて、隣となりには愛あい原はらの姿もあった。

　僕の姿を認めると、南は背中を預けていたフェンスから離れて、愛原はぺこりと丁てい寧ねいに頭を下げた。

「表情、暗いよ」

　南が歩み寄りながら、言う。

「開かい口こう一番、それかよ」

「用件は、わかってるよね？」

「美月のこと……だろ？」

　うん、と南は頷うなずいた。そして、言う。

「あたしね、こっちからはなにも訊きかないつもりだった」

　雲の切れ間から覗のぞく西日が眩まぶしくて、僕は目を細めた。

「美月がなにか特別な事情を背負ってる子だってことは、わかってたから。あたし、自分でも強ごう引いんな性格してるなーって思うけど、一応、踏み込んでいいラインといけないラインの見み極きわめには、気を遣つかっていたつもりなんだ」

　僕は頷いた。

　南のその気遣いには、いつだって感謝していた。

「だから、今回もなにも言わないつもりだった。でも、美月、昨日きのうも今日も倒れて……杉崎に対する態度もなんだかおかしいし……放っておけないよ」

「南……」

「あたしたちじゃなんの力にもなれないかもしれない。でも、ほんのちょっとでも力になれることが、もしかしたらあるかもしれない。だから話して、杉崎。あたしたちは美月の肉親でも相棒パートナーでもないけど、友達なんだよ」

　南の目は真剣だった。絶対に引かないという強きよう固こな意志が、瞳ひとみに漲みなぎっている。

　愛あい原はらは──と思って視線を横にスライドさせると、愛原も南みなみと同じ目をしていた。

　……まいったな。これは、逃げられない。

　ふたりの言い分はもっともだし、美み月づきを心配してくれる気持ちは、とても嬉うれしい。

　でも、美月の事情を本人の許しもなく話してしまっていいものかどうか……。ましてや今、僕は美月からの信頼を失ってしまっている状態だ。

「あたしが話すわ」

　その声は、僕の背後から聞こえた。

「みっちー……」

　僕の脇わきを通り過ぎて、ミチルは僕と南たちの間に立った。

　西日がミチルの横顔と短いツインテールをオレンジ色に染め上げる。

「いいのか？」

　訊たずねた僕を横よこ目めで一いち瞥べつして、ミチルは頷うなずいた。

「だって、ミナミとアイハラはお姉ねえちゃんのトモダチなんでしょう？」

「ミチル……」

「言ってたの。トモダチは大切にしなくちゃダメだって」

「レイ……か」

　ミチルは悲しげに瞳ひとみを揺らめかせて頷く。

　レイの最さい期ごを思い出しているんだろう。

　学園生活に憧あこがれていたと、友達が欲しかったと、レイは言っていた。

　きっとレイは友達とは如何いかなるものか、もし友達ができたらああしたいとかこうしたいとか、そんな話を日ひ頃ごろからミチルにしていたんだろう。

「そいつらは、お姉ちゃんのトモダチなんだよね？」

　僕は頷いた。

　美月がこの場にいたら、きっと照れて否定したかもしれないけれど。

「なら、話してもいいと思う」

「そうか……」

　ミチルは、敵である兄あに貴きを除外すれば美月の唯ゆい一いつの肉親だ。美月本ほん人にんの許可がないことに変わりはないけれど、肉親であるミチルがかまわないと言うのであれば、筋すじは通るだろう。どのみち、もう限界だ。

「ミチル」

「なによ？」

　僕の呼びかけに、ミチルは横目で応じた。

「僕に話させてくれないか」

　ミチルの目が睨にらむように細まった。

　その目を正面に向けると、ミチルは考え込むように数秒うつむいて、それからまた横よこ目めで僕を見て、言った。

「……いいわ。あんたが話して」

「ありがとう、ミチル」

　ふん、と鼻を鳴らしてミチルは顔を背けた。

　──ごめん、美み月づき。

　許可なく話してしまうことを心の中で美月に詫わびつつ、僕は南みなみと愛あい原はらに向き直った。

　南も愛原も、これから死し合あいに臨むような真しん剣けん極まる面おも持もちで、僕を見ている。

　僕は話した。

　美月の生おい立ち。ルドラのこと。美月が天てん上じよう院いんを目指す理由。記き憶おくの崩ほう壊かいと、その先に待ち受けている妖獣ドウーム化という最悪の未来。そして、記憶の崩壊という荒あら波なみが、美月の中にあった僕の存在を吞み込み、粉こな々ごなに打ち砕いてしまったこと。

　ミチルがこの学園に編入してきた経緯いきさつや、レイの死についても話した。

　南と愛原は途と中ちゆうで口を挟まずに聞いてくれた。

　話し終えてふとミチルを見ると、ミチルは目を真まっ赤かにしていた。細い肩と握りしめた拳こぶしが震えているのは、必死に涙をこらえている証あかしだ。レイの死の悲しみが甦よみがえってきたんだろう。

「美月……」

　南が目を伏せて、自分の腕をぎゅっと握りしめた。

「美月が背負っていたものは、そんなにも重かったんだね……」

　俄にわかには信じられない話だったはずだ。でも、南は信じてくれた。

　祈るように胸の前で手を組んでいる愛原からも、疑いの言葉は出てこない。

「美月は、今、どうしてるんだ？」

「お姉ねえちゃんなら、帰ったわ」

　ぐずっと鼻を啜すすって、ミチルは答えた。

「具合は？」

「大だい丈じよう夫ぶ……だって言ってる」

「そうか……」

　本当に大丈夫なのか、ミチルを安心させるために強がっているだけなのか……美月の場合、後者の可能性が十分考かんがえられたけれど、ミチルが今この場にいるってことは、少なくとも見た目め上じようは大丈夫そうだってことなんだろう。でなかったら、ミチルは美月と一緒に帰っているはずだ。

「記憶は？」

　体調も心配だけど、同じぐらいに心配なのが記憶の崩壊だった。

「なにかまた、大事な記憶が壊れたりは……」

　ミチルは首を横に振った。

「お姉ねえちゃんの根こん幹かんに関わるような記き憶おくは、大だい丈じよう夫ぶ」

「そうか……」

　よかった、と言っていいんだろうか。大事な記憶は無事でも、それでも美み月づきが十六年かけて積み重ねてきたものの一部が、きっと壊れてしまったはずなのだ。取るに足らないような記憶でも、それだって今の美月を形作っているものの一つであることに違いはない。

「みっちーは、どうしてここに？」

　南みなみに訊きかれたミチルは、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「どうしてって……呼ばれたからよ。そいつに」

　そう言ってミチルが指差したのは、愛あい原はらだ。

「皐月さつきが？」

　南が目をパチパチさせて愛原を見た。どうやら、聞いていなかったらしい。

　注目の的まととなった愛原は、申し訳なさげに肩と首を竦すくめて、小さな声で言った。

「安あん藤どうさんのことを訊くなら、ミチルちゃんもいたほうがいいかなって……」

「そっか……そうだね。美月の話をするのに、みっちーを省いちゃダメだよね。さすがは我が相棒パートナー、グッジョブ」

　南にぐっと親おや指ゆびを立てられて、愛原は淡く微笑ほほえんだ。

　僕も心の中で愛原に感謝した。愛原がミチルを呼んでくれたおかげで、僕が南と愛原に対して抱えていた重大な負い目がなくなったのだ。

「みっちーも、話してくれて本当にありがとうね」

　ミチルに向き直った南が、優しい声音で言って、ミチルの髪かみを撫なでた。

　ミチルは南の手が髪に触れた瞬しゆん間かん、驚いた猫みたいにビクッと全身を強こわ張ばらせはしたものの、南を振り払おうとはしなかった。

「偉いね、みっちーは。お兄にいさんと決けつ別べつしてまで、美月と一緒にいることを選んだんだから。みっちーがいてくれることは、美月にとって大きな支えになってるはずだよ」

　撫でられ、優しい言葉をかけられるうちに、一度はこらえた涙がまた込み上げてきたんだろう。ミチルは肩と二つの拳こぶしをわななかせて、「うーっ」と唸うなり声にも似た嗚咽おえつを洩もらした。

「ミチル……」

　僕は美月に冷たい態度を取られて挫くじけかかっていた自分を恥じた。

　ミチルにはもう美月しかいない。ミチルにとって美月を失うことは、世界の終わりにも等しい事じ態たいだ。

　きっと昨夜からずっと、ミチルの心は恐怖で張り裂けそうになっているはずだ。今だって、おもいっきり声をあげて泣きたいに違いない。それでも、ミチルは懸けん命めいに涙をこらえている。それは、ミチルの強さだ。

　あるいは昼間、狂ったように食べていたのも、恐怖を誤ご魔ま化かして涙をこらえるための行為だったのかもしれない。

「杉すぎ崎さきも、苦しいね」

　南みなみの視線と声が、僕に向いた。

「杉崎にとって、美み月づきは今、一番大たい切せつな人だもんね。その人に忘れられちゃうなんて、辛つらすぎるよね」

「いや……」

　美月に忘れられてしまったのは、たしかに辛い。でも、ここで頷うなずいてしまったら自分で自分を哀あわれんでしまいそうで──そして、自分で自分を哀れんでしまったら、本当に挫くじけてしまいそうで……だから、僕は首を横に振った。

「強いね、杉崎は」

　僕はさらに首を振った。

「まだまだ弱いよ、僕は。戦いも、心も……まだまだ全然、弱い」

「そうかな？　だって杉崎は、美月に忘れられても、それでも美月の相棒パートナーを辞やめるつもりはないんでしょ？」

「……ああ」

「このままじゃいずれ美月が妖獣ドウームになっちゃうってわかっていても、それでも？」

　僕は頷いた。

「約束……したから。レイと……それに、自分と」

　ふふっ、と南が笑った。

「やっぱり強いよ、杉崎は」

　ミチルから離れて歩み寄ってきた南が、僕の胸にバシッと掌てのひらを打ちつけた。

「ほらほら、だからそんな思い詰めた顔しないで、しゃんと前を向いて」

「……言っただろ、僕は弱いって」

　はあっ、と南はため息をついた。

「あのね、杉崎。自分の弱さを認めることと自分を低く見ることは、全ぜん然ぜん違うんだよ。そうだよね、皐月さつき？」

　南が愛あい原はらを振り返る。

　うん、と小さく頷いて、愛原は言った。

「自分は弱いと……自分はダメだと思いすぎると、人の心はどんどん小さくなっていってしまいますから……」

　愛原の声は小さかったけれど、深い実感が込められていた。

　……そういえば、愛原は昔、いじめられっ子だったって言ってたっけ……。

「杉崎は弱くなんてないよ。杉崎は強い。がんばってる。あたしと皐月が保証してあげる」

　ニカッと白い歯を見せられて、僕もつられて笑った。

「もちろん、みっちーもね」

　笑顔を向けられたミチルは、顔を真まっ赤かにしてそっぽを向いた。

「問題は、美み月づき……だね」

　南みなみが笑顔を神しん妙みような顔に変えた。

「戦うのをやめたとしても、美月の記き憶おくの崩ほう壊かいと妖獣ドウーム化はもう止まらないんだよね？」

「確証はないけど……たぶん。少なくても、美月はそう考えてる。それに──」

「美月にはそもそも戦わないって選択肢しがない……んだよね？」

「ああ」

　南は顎あごに指を添えて、「うーん」と唸うなった。

「あたしたちは、美月になにをしてあげられるんだろう……」

　独ひとり言ごとみたいに呟つぶやく。

「あたしたちの力じゃ、美月の戦いの役には立てないし……うーん……」

「思い出……」

　愛あい原はらがぽつりと言った。

「皐月さつき？」

「楽しい思い出を一つでも多く作ること……。それが、あかねや私にできること……だと思う」

「思い出……か。なるほど」

　ふむふむと頷うなずく南。

「でも……」

　ミチルがブレザーの袖そでで目め許もとを拭ぬぐって口を開いた。

「どんなにたくさん楽しい思い出を作ったって、お姉ねえちゃんは忘れちゃう。日記には残せても、記憶には残らない……」

「残りますよ」

　愛原がメガネの奥の目を穏おだやかに細めて、言った。

「記憶から消えても、心には残ります」

　愛原の言葉の意味が理解できなかったんだろう。ミチルの眉み間けんに皺しわが寄った。

「楽しいと感じた気持ちは……感情は残る。そういうことだよね？」

　愛原は頷いた。

「安あん藤どうさんの杉すぎ崎さきくんへの態度は、必要以上に刺とげ々とげしく見えました。安藤さんはきっと、歯は痒がゆいんだと思います。杉崎くんの記憶はないのに、杉崎くんへの信頼や好こう意いは感じる……その齟そ齬ごが安藤さんを苛いら立だたせているんじゃないでしょうか」

「そうだよね、あたしもそう思う」

　南が深く頷いて同意を示す。

「だから、楽しい思い出をいっぱい作るんです。たとえ記き憶おくが壊れて忘れてしまっても、楽しいと感じた気持ちは、きっと無む駄だにはならないはずです。安あん藤どうさんの命と心を支える力に、きっとなってくれるはずです」

「つまりは、友達だね」

　愛あい原はらの言葉が終わると、南みなみが両手を腰に当てて言った。

「一緒にごはん食べて、一緒に遊んで、たくさん笑い合って……時にはケンカもいいかもしれない。悩むことなんてなにもなかったんだ。あたしと皐月さつきが友達として美み月づきにしてあげられることはなにも変わらない。……ううん、してあげる、なんて言うと上から目め線せんになっちゃうかな。あたしは美月と友達でいたい。ずっと。美月があたしを忘れちゃったとしても」

「私も、あかねと同じ気持ちです」

　南は晴れやかな、愛原は穏おだやかな笑顔でお互たがいを見合って、頷うなずき合った。

「そんなわけで、あたしと皐月は今後もバンバン絡ませてもらうから、よろしくね！　ぶいっ！」

「南……愛原……」

　彼女たちでよかったと、僕は心の底から思った。

　美月の友達になってくれたのが彼女たちで、本当によかった。

「みっちーも、楽しい思い出、いっぱい作っていこーね！」

　南のウィンクに、ミチルは今にも湯ゆ気げが立ちそうなぐらいに顔を真まっ赤かにして、そっぽを向いた。

　美月に負けず劣らず傍ぼう若じやく無ぶ人じんなミチルも南にはかなわない、か。

「んじゃー今後の方針も決まったところで、あたしと皐月は帰るね。この後、バイトなんだ」

「バイト？」

　思わず、僕は聞き返していた。

　ふたりがバイトしてるなんて話、初めて聞く。

「そ、バイト。っても、今日が初しよ日にちなんだけどさ」

　ああ、どうりで。

「どんなバイトなんだ？」

「武ぶ装そう品ひん店の売り子さん。けっこう時じ給きゆういいんだよー。制服も可愛かわいいし、従業員割わり引びきも利くし」

「家のほうはいいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。晩ばんご飯はんの用意だけはちゃちゃーっとしていくし、一いち応おう、親父おやじ殿どのもいるしさ」

「そうか」

「杉すぎ崎さきもみっちーも、今度覗のぞきにきてよ」

　店の名前と場所を告げて、南と愛原は去っていった。

　ふたりの姿が屋上から消えて、しばし──僕はふたりと一緒に帰らなかったことを後こう悔かいした。

　理由は──ミチルだ。

　ミチルの赤らんだ目が、ギロリと僕を睨にらみつけてくる。

　僕、南みなみ、愛あい原はら、ミチルと四人いて、南と愛原が去ってしまえば、残るのは当然、僕とミチルのふたりなわけで──。

「えーっと……」

　奇くしくもミチルとふたりっきりになってしまった僕は、気まずさに頰ほおを搔かいた。

　正直、ミチルは苦にが手てだ。

　ミチルはまだまだ僕を美み月づきの相棒パートナーと認めてくれてはいない。未だに犬コロ呼ばわりなのが、その証しよう拠こだ。南と愛原のことは名みよう字じ呼びなのに。

　ましてや今、僕は肝かん心じんの美月からも見限られている状態だ。

　ミチルからすれば、僕の存在価か値ちなんてこれっぽっちもありはしないだろう。

「あたしは──」

　ミチルが不ふ意いに口を開いて、僕はたじろいだ。

「あたしは、あんたをお姉ねえちゃんの相棒に相応ふさわしくないって思ってる」

　ミチルのふたつの小さな拳こぶしは、まるでこれから戦いにでも臨むように固く握りしめられていた。

「それは……知ってる」

　まさか……。

　背せ筋すじがスッと冷たくなった。

　まさか、ミチル……ここで僕を殺すつもりなのか？

　愛原は言っていた。美月の僕への態度がやけに冷たいのは、記き憶おくと感情の齟そ齬ごで苛いら立だっているせいだと。

　ミチルは美月のためならばなんでもする。

　美月を相棒として支えるどころか心を乱す存在になってしまっている僕を、ミチルがいっそ排はい除じよしてしまえと考えたとしても、不ふ思し議ぎはなかった。

「でも、お姉ちゃんは認めてた。レイも……」

　僕の指先が腰の剣に触れようとした時、ミチルが意い外がいな言葉を口にした。

「だから、あたしもあんたを認めたい」

「え……？」

　ミチルは踵きびすを返して背中を向けると、最後に一言、こう言い残して去っていった。

「失しつ望ぼうさせないで」

　え……？

　あれ……？

　失望させないでって……それって、キツイ言い方ではあるけど……つまり、がんばれ、ってこと……か……？

「ミチル……」

　まさか、ミチルに励まされるなんて。

「ごめん」

　僕はもう目の前にはいないミチルに謝った。

　ため息一つ、空を見上げる。

　雲一つない澄すんだ夕空がやけに目に染しみた。

　ふと、小さな影が目についた。

　夕陽ゆうひを背景に空を行く黒こく点てん。あれは──天てん上じよう院いんだ。

　天上院。

　人類防ぼう衛えいの要かなめたる救きゆう済さい者養よう成せい機関にして、僕と美み月づきの目指す場所。

　ひなたのいる場所。

「ひなた……」

　ひなたは今、どうしているだろうか。

（せーやちゃん）

　ひなたの顔を、声を思い出すと、会いたい気持ちがどうしようもなく込み上げてきて、僕はぐずっと鼻を啜すすった。













　　　三幕　招致







　その女は聖せい母ぼのようでもあり娼しよう婦ふのようでもあった。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみと抜けるような白い肌はだは神こう々ごうしいほどに美しく、その顔に浮かぶ微笑ほほえみは聖母のように優しい。だが、夢む遊ゆうしているかのようなとろんとした瞳ひとみの奥に浮かぶ妖あやしい光は、紛まぎれもなく娼婦のそれだ。華きや奢しやでありながらも豊ほう満まんな身体からだのラインをくっきりと浮かび上がらせる黒のドレスも、彼女の色いろ香かを際きわ立だたせるのに一ひと役やく買っていた。

　優ゆう雅がな手つきで紅茶を口に運ぶ彼女の向かいには、男が座っていた。

　こちらは、研とぎ澄すまされた刃は物もののような鋭えい利りかつ硬こう質しつな雰ふん囲い気きを全身から発していた。

　実際、男の傍かたわらには刀が立て掛けられていた。

　そして、服装。男は漆しつ黒こくの剣けん術じゆつ着ぎに身を包んでいた。

　侍さむらい。あるいは浪ろう人にん。

　男の姿を目にした人間の十人のうち九人は、そんな単語を思い浮かべるに違いなかった。

　男は女の注文したコーヒーにはまったく手をつけず、黙って目を閉じていた。

「貴男あなたとこうしてお茶をするのは思えば初めてかもしれませんわね、鉄クロガネさん？」

　女のかけた声にも、鉄は答えも目を開けもしない。が、女は特に不快に感じた様よう子すもなく、それどころかくすっと微笑ほほえんだ。

　そこは、明みよう神じん市しで一番背せの高いホテルの最上階。スカイレストラン。席はすべて窓に面しており、街並みを一いち望ぼうすることができる。

　女はティーカップの飲み口を白く細い指先で撫なでながら、夕暮れに赤く染まった街並みを見下ろした。

「アグネス」

　黙し続けていた鉄が、目を開き、女の名前を呼んだ。

「はい？」

「一つ解せないことがある」

　鉄は低い声で問う。

「命めいを出す立場にある貴き様さまが今回の任務に志し願がんした理由だ」

「私を気にかけてくださいますの？」

　アグネスと呼ばれた女は首を傾け、艶つややかに微笑む。

「問いに答えろ。無む駄だな会話は好かん」

「あら？　無駄な会話こそ、人間関係を円えん滑かつにするための大切な潤じゆん滑かつ油ゆですのよ？」

　ふん、と鉄は鼻であしらう。

「そのようなもの、俺には必要ない。俺はただ、団長の指し示じに従って人を斬きるまでだ。そもそも、俺も貴様も人間ではないだろう」

　そう言った鉄の目が──二つの瞳ひとみが、猫ねこ科かの獣けもののように縦たてに切れ上がった。

「相変わらずですのね、鉄さんは」

　女は微び苦く笑しようして、軽く肩を竦すくめてみせる。

「私が今回の任務に志願したのは、仇かたき討うちのためですわ。彼の」

「レイ……か」

「はい」

　鉄は細い顎あご先さきを持ち上げると、再び目を閉じた。そして、眉み間けんに皺しわを寄せて嚙かみしめるように言う。

「まったく、惜しい男を亡くしたものだ。団長を除けば、団の中で唯ゆい一いつ、信に足る男だった」

「ええ。私もそう思いますわ」

　鉄が顎先を持ち上げたまま目を開けた。

「なら、なおのこと解げせんな。団長の寵ちよう愛あいを受けていたあの男は、貴様にとって疎うとましい存在だったはず」

「あら、ストレートですのね」

「遠とお回まわしな物もの言いいも好きではないのでな」

「貴男あなたのそういうところ、嫌いではありませんわ」

　くすくすと微わ笑らって、アグネスは言う。

「たしかに、貴男のおっしゃるとおり、あの方に誰だれよりも愛されていた彼を、私は嫉ね妬たんでいました。ですが、共にあの方の傍かたわらにある者としての友情を感じてもいましたから」

　ふむ、と鉄クロガネは小さく唸うなった。

「納なつ得とくしていただけました？」

「どうだかな。貴き様さまは噓うその多い女だからな」

「あら。私ってば、信用ありませんのね。悲しいですわ」

　まったく悲しそうには見えない笑顔でアグネスは言う。

「そう言う鉄さんは、どうですの？」

「どう、とは？」

「今回の任務、貴男も自ら名乗りを挙げられたと聞きましたが？」

「裏切り者の始し末まつは元より俺の役目だ。誰にも譲ゆずるつもりはない。それに、興きよう味みもある」

「なにに、ですの？」

　鉄は片目だけを閉じて、答える。

「鍵かぎだ。あの火か辰しんさえ退しりぞけたという鍵の力に、いささか興味がある」

「なるほど。大変、納なつ得とくがいきましたわ」

　その時、バタバタと騒そう々ぞうしい足音が静かな店内に響ひびいた。

「おっねえさまーっ！」

　黄色い声をあげて、少女がアグネスに体当たり同然で抱きついてくる。

　風ふう変がわりな少女だった。愛くるしい顔立ちをしているものの、その小さく華きや奢しやな身体からだは女性らしい丸みや凹おう凸とつに乏しく、性的な魅み力りよくには欠ける。

「あらあら。マーヤってば、騒々しくしてはダメよ。他のお客さんの迷めい惑わくになってしまうでしょう？」

　アグネスが幼児を諭さとすように言うと、マーヤは「はーい！」と元気よく手を上げた。その手は猫の足を模もしたグローブに覆おおわれている。肩かた口ぐちまである明るい色の髪かみには猫ねこ耳みみのついたカチューシャが飾られ、それらのアタッチメントが彼女に猫っぽい──というより、玩具おもちやっぽい雰ふん囲い気きを与えていた。

「準備は終わったの？」

　アグネスの白い手が、マーヤの髪を撫なでる。

「うん、終わったよー！」

　答えて、マーヤはアグネスの胸に頰ほおを擦こすりつける。

「Ａランクが二百にＢランクとＣランクが五百ずつ。これだけあれば十分だよね？」

「ええ。この規模の都市なら、それで十分でしょう」

「ほめてほめてー」

「偉いわ、マーヤ。よくがんばったわね」

　アグネスににっこりと微笑ほほえみかけられて、マーヤは満まん面めんの笑えみになる。

「おねーさまは、あたしが一番可愛かわいいんだよね？」

「ええ、あなたが一番よ、マーヤ」

「ホントーに？」

「ええ、本当よ」

「じゃあ、ちゅうしてー」

「もう、しょうのない子ね」

　アグネスは微び苦く笑しようすると、マーヤの頤おとがいを指先で掬すくい上げ、潤うるおった赤い唇くちびるを小さな桜さくら色いろの唇に重ねた。

「んっ……んっ……」

　触れ合うだけ、では終わらなかった。そのキスは。

　唇よりもなお赤いアグネスの舌が、マーヤの唇を割って口こう腔こう内に侵しん入にゆうし、生き物のように蠢うごめく。

　マーヤはその深いキスを拒むどころかアグネスの首に腕を回して、もっともっとと求めた。

　隠いん微びな水音をたてて、ふたりは唇と唇を、舌と舌を、唾だ液えきと唾液を絡め合う。

　その行為は当然のように他の客や従業員の目を引いたが、ふたりは気にもしない。

「くだらん」

　鉄クロガネが立て掛けていた大おお太だ刀ちをつかみ、立ち上がった。

「あら、鉄さん。どちらに？」

　アグネスがマーヤの唇との間にぬめった糸を引きながら鉄を見上げた。マーヤは背中を支えるアグネスの手にくったりと体重を預け、はぁはぁと火ほ照てった短い呼吸を繰り返している。

「部屋だ。貴き様さまらの痴ち態たいになど付き合っていられるか」

　眉み間けんにこれでもかと皺しわを寄せ、心しん底そこ不快げに言い捨てると、鉄は店を出ていった。

「うぶな人」

　ほつれた前まえ髪がみを弄いじりながら、アグネスは窓の外に──明みよう神じん市しの街並みに目を向けた。

　ついさっきまで赤かった街を包む色は、宵よいの紺こんへとその色を変えていた。

「退たい屈くつな景色……」

　アグネスは前髪を弄っていたその手の指先で自らの赤い唇をなぞり、呟つぶやく。

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。私が綺き麗れいなお化け粧しようをしてあげますわ。素す敵てきな音楽も奏かなでましょうか」

　眼下に広がる夜景が燃え盛り、恐怖と断だん末まつ魔まの叫びが飛び交う光景を思い浮かべて、アグネスは「うふふ」と妖あやしく微わ笑らった。
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　そいつは僕の家の前で、悠ゆう然ぜんと電でん柱ちゆうに背中を預けていた。

「遅かったね。寄り道でもしてたのかい？」

　僕の姿を認めると、そいつは旧きゆう知ちの仲みたいな気安い態度で言った。

「なんで、あんたがここにいるんだ？」

「そりゃあキミの家の前で待ってたわけだから、キミに用事があるに決まってるだろう？」

　そう言うと、そいつ──天てん上じよう院いんの女剣けん士し・北ほく斗とは、僕の目の前に歩み寄ってきた。

　僕は──たぶん、今にも斬きりかかりそうな目をしていたと思う。

　僕は北斗に恨うらみがあった。助けられたこともあったけれど、ひなたを傷つけられた恨みを忘れるつもりはない。

　それに、北斗の顔を見ていると、ひなたの恨みとは別の、もやもやとした怒りが腹の底のほうから込み上げてくる。

「ひなたになにかあったのか？　それとも、ルドラ絡みか？」

　北斗が僕の前に現れる理由なんて、そのどっちかしかないはずだ。

　──ところが。

「いや、今日はキミ個人に話があって来たんだ。ひなちゃんも美み月づきくんも関係ない。もちろん、美月くんの妹にもね」

　北斗の答えは僕の予想を裏切った。

「いや……ある意味では美月くんに関わってくることではあるかな？」

「どういう意味だ？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう」

　北斗は僕の目をまっすぐに見み据すえて、言った。

「キミに、天上院に来てほしい」

「……は……？」

　言葉の意味がつかめず混乱気ぎ味みの僕に、北斗は混乱を加速させる言葉をぶつけてきた。

「キミは、ニュクスだ」

　北斗の目は冗じよう談だんを言っている目じゃなかった。

「……僕が……ニュクス……？」

「そう。キミはニュクスだ」

　聞き間違いじゃない。

　僕がニュクスだと、北斗はたしかにそう言っていた。

　ニュクスは、魔ま法ほうの起き源げんたる大地──魔ま大陸の先せん住じゆう民族。

　肉体の一部になんらかの変へん異いを持ち、変異種しゆ、あるいは魔ま族ぞくなどとも呼ばれて、差さ別べつの対たい象しようとなっていた人々。

　僕が、そのニュクスだって？

[image: ]

「僕はニュクスじゃない。僕は人間だ」

　戸と惑まどいつつも、僕は確信を込めて言った。

　そうだ。僕はニュクスじゃない。そんなこと、あるわけがない。

「僕の両親は人間だった。姉ねえさんも……」

　北斗の眉まゆが小さく動いた。

「それに──」

　僕は両腕を広げてみせた。

「僕の身体からだのどこにも、変異なんてない」

　たとえば、皮ひ膚ふの一部が鱗うろこ化かしているとか、角つのや尻尾しつぽが生はえているとか──ニュクスは必ず肉体のどこかしらに人にはありえない部ぶ位いを持つ。それはニュクスの証明であると同時に、それを持たない人間が人間であることの証明でもあった。

　僕には、腕にも脚あしにも胸にも腹にも頭にもどこにも──変異なんてない。両親にもなかった。七年前に家を出て行って以来音おと沙さ汰たのない姉にも、なかった。

　だから、僕はニュクスじゃない。

「信じられないなら、脱いでみせたっていい」

　ブレザーの襟えりに手を掛けた僕を、北ほく斗とは片手を上げて制した。

「その必要はないよ。キミの裸はだかに興きよう味みはないし、変へん異いがないってキミの言葉を疑いもしない。たしかに、キミの身体からだのどこにも変異はないんだろう。──でもね、それでもキミがニュクスだって事実は変わらないんだ」

「なんで──」

「異い能のう」

　北斗は短く答えた。

「え……？」

「ニュクスの中に、稀まれに魔ま法ほうじみた力を生まれ持った人がいることは知っているよね？」

　僕は頷うなずいた。

　魔法じみた、だけど魔法とは異なる、一部のニュクスだけが使える力──その力を異能と呼び、異能を使えるニュクスを異能者と呼ぶ──。獣殺士スレイヤーを志こころざす者ならずとも知っている、一般常識レベルの知識だ。

「身体に変異はなくても、キミには異能がある」

「僕に、異能が……？」

「心当たりがあるんじゃないのかい？」

「心当たりなんて……っ」

　北斗の言葉を否定しようとした瞬しゆん間かん、脳のう裏りに異い形ぎようの姿がよぎった。

　巌いわのような体たい軀くに赤く灼やけた肌はだ。精ミ霊ス真リ銀ルですら容易たやすく嚙かみ砕きそうな太く鋭い牙きばに、天に向かって歪いびつに伸びた角つの。

　僕の知識にある言葉でそいつに呼び名を与えるとするならば──。

「鬼おに」

　僕が思い浮かべたまさにその言葉が北斗の口から出て、僕は息を吞んだ。

「キミには鬼が棲すんでいる」

　北斗は言う。

「そいつは普ふ段だんはおとなしく眠っているけれど、キミが怒ると……キミの怒りが頂ちよう点てんに達すると、目を覚まして暴れ出す。心当たり、あるよね？」

「……ああ」

　否定はできなかった。

　僕にはたしかに覚えがあった。それも、一度じゃない。

　一番最近の心当たりは、美み月づきの命を狙って現れた天てん上じよう院いんの刺し客かく──ツォンと戦った時だ。あの時、僕は自分の中に鬼を見た。

　鬼が僕に、僕が鬼になったような感覚。そして、身体の──というより、魂たましいの奥おく底そこからとめどなく湧わき上がってくる、破は壊かいへの衝しよう動どう。気づいた時には、僕は──今の僕には使えないはずの技を放って、ツォンに深手を負わせていた。

　はっきりと鬼おにを知ち覚かくできたのはあの時だけだけど、怒りで頭の中が真まっ赤かになって意識が飛んだことはほかにもあった。

　憶おぼえている限りでは、ひなたが根こん源げん魔ま法ほうの力に目覚めた夜に──それに、妖獣ドウームの群れに両親が殺された時。

「鬼き人じん化か……と天てん上じよう院いんでは呼ばれている」

「それが、僕の異い能のうだって言うのか？」

　北ほく斗とは頷うなずいた。

「百数十種確かく認にんされているニュクスの異能の中でも、とりわけ希き少しようで……極めて危険な力だ。なぜ危険かは、わかるよね？」

　僕は頷いた。

　ツォンの時もひなたの時も、幸いすぐに正気に立ち返れたからよかったようなものの、そうでなかったらどうなっていたかわからない。あるいは美み月づきやひなたにまで見み境さかいなく襲おそいかかってしまっていたんじゃないかと思うぐらいに、あの時とき感じた破壊衝動は強きよう烈れつだった。

　たしかに、危険だ。

　そう──危険だ。

　危険だからこそ──危険さを痛つう感かんしていたからこそ、あの出来事について、僕はなるべく考えないようにしていたんだ。

　美月がなにか知っていそうな素そ振ぶりをみせても、なにも訊きかずにいたんだ。

　その、僕がずっと目を逸そらしていたものが、今いま目の前に突きつけられている。よりによって、このタイミングで。

「でも……なんでそんな異能が僕にあるんだ？　僕がニュクスってのも、理解できない。変へん異いもないのに……」

「隔かく世せい遺い伝でんだよ。キミの何なん世代か前のご先せん祖ぞ様さまに、ニュクスがいるんだ」

「隔世遺伝……？　おかしくないか？」

　北斗の話に、僕は首を捻ひねった。

「人間とニュクスの間に生まれた子供は、必ず人間になるはずだ」

　少なくとも、僕は学校ではそう習った。

　北斗は頷いて言う。

「基本的には、そうだね。人間とニュクスの血が交じると、ニュクスの血は打ち消されて、子供は必ず人間になる。変異が受け継がれることも異能を持って生まれることも、ない」

「なら……」

「でも、ごくごく稀まれにニュクスの遺伝子が数すう世代後ごに息を吹き返すケースがあるんだよ。その場合、変へん異いは現れずに、異い能のうだけが発はつ現げんする」

「……それが、僕だっていうのか……？」

　北ほく斗とは頷うなずいた。

「僕が……ニュクス……」

　僕は自分の両手を見た。

　毎日剣けんを振り回しているせいで、普通の人よりも少し皮が厚くて硬い手──だけど、鱗うろこが生はえているわけでもなければ蹼みずかきが付いているわけでもない、ごく普通の手。

　この手が、人間の手じゃないっていうのか？

「信じられないし、信じたくもないだろう。自分がニュクスだなんて、今までただの一度だって思ったことはないだろうしね。……でも、信じようが信じまいが、キミがニュクスだって事実は変わらない」

　僕は北斗の目を見た。

「……噓うそじゃないんだな？」

　北斗の目は噓を言っている目じゃない。それでも、そう訊きかずにはいられなかった。

　首を横に振ってほしいという僕の願いも空むなしく、北斗は深く頷いた。

「……そう……か……」

　僕は北斗が嫌いだけど、彼女が噓つきだとは思っていない。

　僕がニュクスだってことは、受け入れなくちゃならない事実なんだろう。到とう底てい、納なつ得とくはできないけれど、現実を拒きよ絶ぜつする努力をするよりは認める努力をするほうが建設的なのは間違いなかった。

「まあ、ニュクスっていっても、異能があるだけで変異はないわけだから、半分は人間と言えなくもないけどね。それでも、異能を持って生まれた以上、キミは学術上はニュクスに分類される」

「……今後、僕の身体からだに変異が現れる可能性は？」

「その可能性は０と思ってもらっていい。少なくとも、隔かく世せい遺い伝でんで異能を持って生まれたニュクスに変異が現れた前ぜん例れいはない」

「そうか……」

「少しは、安心したかい？」

「安心したって言ったら、ニュクス差別になるのかな」

　北斗は肩を竦すくめた。

「誰だれだって、自分が望みもしない姿に変わってしまうのは嫌なものさ。たとえそれが肉体のほんの一部分だったとしてもね」

　僕は額ひたいに手をやって頷いた。

　そして、「落ち着け」と声には出さずに自分に言い聞かせる。

　落ち着け。冷静になれ。

　北ほく斗との言葉が全部真しん実じつで、本当に僕がニュクスなんだとしても、それで僕のなにが変わるわけじゃない。

「──で、最初の話に繫つながるわけなんだけど」

　北斗が言った。

「え……？」

　最初の話……最初の話っていうと……。

「僕に、天てん上じよう院いんに来いって……？」

「そう」

「どういうことなんだ？　僕がニュクスだってことと、なにか関係が──」

　うん、と北斗は僕の言葉の途と中ちゆうで頷うなずいた。

「天上院は、キミを──キミの力を、求めている」

「それって……」

「異い能のうだよ。鬼き人じん化かの異能を天上院は欲しているんだ。研究対たい象しようとして、ね」

「研究対象？」

「言っただろ？　鬼人化は数あるニュクスの異能の中でも希き少しようなんだ。さらにキミは極めて珍しい隔かく世せい遺い伝でん型のニュクスだ」

「二重の意味で希少ってことか……」

　北斗は頷いた。

「キミと同じ隔世遺伝性せいのニュクスで鬼人化の異能者は、確認されている限りキミの他には一人しかいない。レア中のレアであるキミの存在は、異能研究もやっている天上院としては喉のどから手が出るぐらいに欲しい存在なのさ」

「……天上院が、僕を……」

「どうする？」

　北斗が訊きいてくる。

「天上院に来れば、会えるよ。彼女に」

「……！」

　僕は息を吞んだ。

　そう……。

　天上院に上がるってことは、そういうことなんだ。

　ひなたに会える──。

　僕が天上院を目指す、一番の目的。

「キミは天上院を目指していたんだろう？　実力を認められて──というのとは違うけど、キミが望めば救済者セイバー養よう成せいのための訓くん練れんを受けることもできる。ひなちゃんにも会える」

「会える……ひなたに……会える……」

　ひなた。

　神かみ代しろひなた。

　物もの心ごころつく前からなにをするのも一緒だった、隣となりの幼おさな馴な染じみ。そして、僕の最初の相棒パートナー。

　ひなたと離れ離れになる日がくるなんて、思ってもいなかった。ずっと一緒だったから、これから先もずっと一緒なんだと、疑いもなく信じていた。

　でも、違った。別離わかれの日は、突とつ然ぜん訪れた。

　根こん源げん魔ま法ほうの力を血に宿していたひなたは、その力に目め覚ざめ、天てん上じよう院いんへと上がっていった。

　正義の味み方かたになるという、僕との夢を叶かなえるために。

「ひなた……」

「どうする？」

　再びの、問い。

「どうするって……」

　こんな形で天上院からの誘いがくるなんて、これっぽっちも予想していなかった。

　果たしてこれは、僕にとっていい話なんだろうか。悪い話なんだろうか。

　実力を認められての招しよう致ちじゃないから、ひなたに会うのも堂どう々どうと胸を張ってってわけにはいかない。そういう意味では微び妙みようと言えなくもない。だけど、救済者セイバー養よう成せいのための訓くん練れんを受けさせてもらえるっていうのなら──僕の覚かく悟ごと努力次し第だいで、ひなたとの差を埋めることは不可能じゃないはずだ。

「安心していいよ。研究対たい象しようって言っても、生命の安全は保証するから。まあ、多少は痛い思いをしてもらうようなこともあるかもしれないけど」

　え？　と言って気づかないうちに伏せてしまっていた顔を上げると、北斗は「うん？」と眉まゆ根ねを寄せた。

「なにをされるのかが怖くて、それで迷ってたんじゃないのかい？」

　僕が即そく答とうせずにいたから、北斗は僕が実験台だいになるのを怖がって躊ちゆう躇ちよしているのだと思ったらしい。

　言われてみれば、たしかに怖い。なにしろ、胎たい児じに妖獣ドウーム細さい胞ぼうを植え付ける──なんて真似まねをしていたこともあった組織なんだ。天上院は。

　でも、僕が即答できなかった理由は、それじゃなかった。

「美み月づきは……どうなんだ？」

「どうってのは、彼女も一緒に天上院に上がれるのかってこと？」

　僕は頷うなずいた。

「だったら、答えはノーだよ。キミがレアなニュクスでレアな異い能のう者であることと彼女は、なんの関係もないからね。キミが天上院に上がることを選択するのなら、彼女とのコンビは解かい消しようしてもらわなきゃならない」

「……やっぱり、そうなるのか……」

「意い外がいだな」

　北ほく斗とが片方の手を腰に当て、もう片方の手で耳にかかる髪かみを搔かき上げた。

「キミがそこで悩むとは思わなかった。ひなちゃんに会いたくはないのかい？」

　僕は北斗を睨にらみつけた。でも、北斗と僕とじゃ格が違う。僕が睨んだところで、北斗はビクともしない。

「……会いたくないわけがないだろ」

　そのために、がんばってきたんだから。

　でも、それだけじゃない。

　僕ががんばってこられたのは、ひなたに会いたいからだけじゃない。

　美み月づきと一緒に天てん上じよう院いんに上がる──。

　今の僕を支える、もう一つの強い思い。

　北斗の誘いに頷うなずけば、ひなたに会える。その代わりに、美月と一緒に──という思いは、叶かなわないまま潰ついえてしまうことになる。

「……なるほど。キミの中で、安あん藤どう美月の存在はひなちゃんに負けないぐらいに大きくなっていたんだね」

「そんな……ことは……」

　ない、という否定の言葉を、僕は言おうとして言えなかった。

「少し、考える時間が要いるかな？」

　北斗が苦く笑しようめいた微び笑しようをかすかに滲にじませて、言った。

　僕は数秒の逡しゆん巡じゆんの末に頷いた。

「五日後、答えを聞きにくる。それでいいかな？」

「……ああ」

　長いのか短いのか微び妙みような時間。でもきっと、ちょうどいい時間なんだろう。一晩じゃ答えを焦ってしまいそうだし、一週間も十日もあったんじゃ、考えすぎて余よ計けいに答えが出なくなってしまう。

「仮にキミが天上院に上がることを拒否したとしても、無む理りやりに連れていくような真似まねはしないと約束する。人には皆、自分の人生を自分で決める権利がある。何なん人ぴとたりともそれを侵おかしてはならない。それが、マオ様の方針であり信しん念ねんだからね」

「マオ……今回のことを決めたのは、あいつなのか……」

　北斗は頷いて、言う。

「繰り返しになるけど、キミの意志は尊そん重ちようする。ただし、キミのその力がとても危険なものだってことは、十分に考こう慮りよしてほしい」

「敵だけじゃなく、味み方かたまで手にかける恐れがある……ってことだよな？」

　北ほく斗とは肩を竦すくめた。

「味方だけで済すめばマシさ。あたしが知ってる鬼き人じん化かの異い能のう者は、街まち中なかで異能を発はつ動どうさせて、守るはずの民みん間かん人じんを百人以上も虐ぎやく殺さつしちまったからね」

　悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでクラスの連れん中ちゆうの死体の山の上に立つ自分の姿を想そう像ぞうして、僕は身み震ぶるいした。

「天てん上じよう院いんに上がれば、能力をコントロールできるようになったり……ってことも可能なのか？」

「ある程度は可能だよ。虐殺をやらかしたその異能者も、任にん意いで能力を発動・停止できるようになったしね」

「そうか……わかった。考こう慮りよする」

　うん、と頷うなずいて北斗は踵きびすを返した。

「地より生まれ空を湛たたえし青き石よ。我われを天の座へと誘いざなえ」

　左手を肩の高さに掲げて、帰き還かんのための言葉を口にする。

　やわらかな青い光が、北斗の全身を包み込んでいく。

「ひなたは──」

　半なかば光に溶けかかっている北斗の背中に、僕は問いかけた。

「ひなたは、僕が天上院に呼ばれてることを知ってるのか？」

　北斗は顔だけを振り向かせて、首を横に振った。

「まだ、話しちゃいないよ。ぬか喜びなったら可哀相かわいそうだからね。でも──」

　言葉の途と中ちゆうで、北斗は切れ長気ぎ味みの目をスッと細めた。

「そっちのお嬢じようさんには知られちまったみたいだね」

　そう言った北斗の目は、僕の肩を通り越して後ろを見ていた。

「え……？」

　僕は振り向いて、息を吞んだ。

「美み月づき……」

　美月がそこに──僕の背後に立っていた。

「ちょうどいい。彼女ともよく相談して決めるんだね」

　北斗の声。

　僕が前を向いた時にはもう、北斗の姿は消えてなくなっていた。

「どういうこと？　あなたが天上院に呼ばれたって」

　美月の声が背中に刺ささる。

　僕は身体からだごと振り返って美月と向かい合った。

「説明して」

　拒否は許さない。美月の目はそう言っていた。

「……わかった。話すよ。でも、その前に、なんで美月がここに……？」

「夕ゆう飯はんの買い出しよ」

　そう答えた美み月づきの手には、たしかにスーパーの買い物袋ぶくろが提さげられていた。

　美月のマンションは家のすぐ近所だから、買い物の途と中ちゆうで通りがかったとしてもおかしくはない。

　僕に会いにきてくれた……んじゃないんだな、やっぱり。

　ため息一つ、僕は美月と視線を交えた。

　そして、話した。

　美月が聞いていたのは最後の部分だけだったみたいだから、最初から全部。

　僕が隔かく世せい遺い伝でん性せいのニュクスらしいこと。僕に異い能のうがあること。それは鬼き人じん化かと呼ばれる、とても珍しく、かつ危険な力であること。天てん上じよう院いんが研究対たい象しようとして僕を欲しがっていること。天上院に上がるべきか否か、迷っていることも話した。

「迷うことなんてなにもないじゃない」

　目を閉じ黙って聞いていた美月は、閉じていた目をゆっくりと開いて、言った。

「上がりなさい、天上院に。それがあなたの目的なんでしょう？」

「でも……天上院が呼んでいるのは、僕一人ひとりなんだ」

「だから、なに？」

「僕は……美月と一緒に……」

　パァン！　と乾いた炸さく裂れつ音おんが聞こえたかと思うと、美月を映していたはずの僕の目はアスファルトの黒い地面をアップで映していた。

「……っ……」

　右の頰ほおが熱い。口の中にじわじわと鉄の味が広がっていく。

　……張り倒されたのか、僕は。

　立ち上がろうとすると脚あしがもつれて──僕はみっともなく尻しり餅もちをついた。

　頰の内側がこっぴどく切れている上に脳のう震しん盪とうまで起こしてるってことは……けっこうおもいっきり殴なぐられたんだな。
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「ふざけないで」

　血の味を嚙かみしめる僕に、美月の怒ど気きをはらんだ声が降ってくる。

「私と一緒に？　それがあなたが迷う理由？　冗じよう談だんじゃないわ！」

　美月の手が伸びてくる。胸むな倉ぐらをつかまれて、僕は無む理りやり立たされた。

「あなたの目的はそんなことで迷うほど、軽いものだったの!?　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、私の相棒パートナーを気取ってたの!?」

　怒りで真まっ赤かに血走った美月の目が、互たがいの息がかかる距離──文字どおり目の前から僕を睨にらみつけてくる。

「解かい散さんよ」

　胸むな倉ぐらをつかんでいた美み月づきの手が、不ふ意いに離れた。まだ足が利かない僕は、為なす術すべもなく地べたに崩れた。

「私は誰だれかの重おも荷にになるなんてまっぴらご免めんなの。私を勝かつ手てに重荷にしないで」

「重荷だなんて、僕は……」

「あなたとのコンビは、今日きよう限りで解かい散さん。いいわね？」

「美月……」

「……さよなら」

　冷たく吐き捨てると、美月は踵きびすを返して僕の前から去ってしまった。

　──違う……。

　僕は手て近ぢかな塀へいに手をついて、なんとか立ち上がった。

　──違うんだよ、美月……。

　そんなことなんかじゃないんだよ。

　美月と一緒に天てん上じよう院いんに上がることは、僕にとって、そんなことなんて軽いものじゃないんだ。決して中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで言ってるんじゃないんだ。

　伝えなきゃと思った。でも、伝えてどうなるんだろうとも思った。

　今の美月に僕の言葉が届くはずがない。

　仮に美月が僕の気持ちを理解してくれたとしても──そうなったら、僕は天上院に上がらないことを選択するんだろうか？　それは正しいことなんだろうか？

　……わからない。

　口の中に溜たまった血を飲み下して、僕はよろめきながら家の中に入った。




（解かい散さんよ）

（さよなら）

　美み月づきの言葉が耳の奥に勝かつ手てにリフレインしてきては、胸を苛さいなむ。

　真っ暗なリビングでソファに横たわって、僕は片かた膝ひざを抱えていた。

　あれから──美月にコンビの解かい消しようを宣せん告こくされてから、僕はなにもしていなかった。ただここでこうしていただけだ。

　身体からだに力が入らない。いっそ眠ってしまおうかとも思ったけれど、

（解散よ）

（さよなら）

　美月の言葉が眠って逃とう避ひすることさえ許してくれなかった。

「考えよう。考えるんだ」

　腫はれ上がった頰ほおをさすりながら、僕は自分に言い聞かせた。

　いつまでもぐずぐずと塞ふさぎ込んではいられない。

　僕は考えなくちゃいけない。そして、答えを出さなくちゃいけない。

　天てん上じよう院いんに上がるか、否か。

　今回の話を見送ったとしても、僕が今よりもっともっと強くなれば、天上院に上がるチャンスはある。──ある、はずだ。強くなりさえすれば。

　でも、今回を見送ったところで、美月はもう僕の相棒パートナーじゃない。

　僕はもう、美月にとって形だけの相棒ですらないんだ。

　──なら、もう悩む必要なんてないんじゃないか？

　天上院に上がれば、ひなたに会えるんだ。

　僕が天上院を目指すようになったそもそもの目的はひなたなんだから、ここで天上院に上がることを選ばないほうが、どうかしている。

　でも。

　今ここで僕一人ひとりで天上院に上がってしまったら、美月やレイとの約束が果たせなくなってしまう。

　それは、ダメだ。嫌だ。

　でも。

（解散よ）

（さよなら）

　思し考こうの間にも美み月づきの声は容よう赦しやなく甦よみがえってきて、僕の胸を抉えぐる。

　痛い。

　苦しい。

　逃れたい。

　天てん上じよう院いんに上がると決めてしまえば、この痛みから、苦しみから逃れられるんだろうか？

　ひなたの顔を見れば、美み月づきのこともレイのことも忘れてしまえるんだろうか？　──そんなはずがない。

　それに、そんな逃げるような形でひなたに会っていいのか？　──いいはずがない。

（解かい散さんよ）

（さよなら）

　……でも、結局、美月に絶ぜつ縁えんされた以上、僕には選択の余よ地ちなんてないんじゃないか？

　でも。

　だけど。

　それでも──。

「くそっ……」

　僕は頭を振って立ち上がった。

　思考が煮えてドロついてきた。このままじゃ深みにはまって、自分で自分を哀あわれむようになってしまう。そうなったら、終わりだ。ひなたにも美月にも顔向けできなくなる。

　剣を差したまま放り投げていた剣けん帯たいを腰に巻いて、外に出た。

　こんな時は、なにも考えられなくなるまで身体からだを動かすに限る。

　利きき腕うでの肩を回しながら歩き出した僕は、

「あらあら。困ってしまいましたわ」

　ふと背後から聞こえたその声に足を止めて、振り返った。

　女性がいた。

　片方の手を頰ほおに当て、言葉どおりの困り顔でおろおろと左右を見回している。

　やけに髪かみの長い、綺き麗れいな女性だ。これからパーティーにでも行くのだろうか。上じよう品ひんな黒いドレスに身を包んでいる。

　なにやら困っているみたいだけど、無視させてもらうことにした。悪いけど、今は誰だれとも話したくなかった。

「あのー、すみません」

　でも、声をかけられてしまうと、さすがに無視するわけにもいかず──仕方なく、僕は回れ右をした。

「お出かけのところ、申し訳ありません。実は私、道に迷ってしまって……あら？」

　女性が頰に手を当てたまま小こ首くびを傾かしげた。

「貴男あなたと私、どちらかでお会いしたことがありましたっけ？」

「……はい？」

「私、貴男のお顔をどこかで拝はい見けんしたことがあるような……」

「……いえ、初しよ対面だと思いますけど……」

　少なくとも、僕は目の前の女性の顔にこれっぽっちも見み覚おぼえがなかった。

「そうですか……妙みようなことを言ってしまってすみません」

「はあ……」

　女性の知り合いに僕に似た人でもいるんだろうか。これが、僕が女の子で相手が男だったらナンパを疑うところだけど……まあ、どうでもいいや。

「それで、あの……よろしければ道をお訊たずねしたいのですけど」

　かまいませんよと答えると、女性はありがとうございますと言ってにっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑顔があまりに綺き麗れいで色っぽくて、おもわずドキッとしてしまう。

「グリーンランドというマンションをご存じでしょうか？」

　それは、美月とミチルが住んでいるマンションの名前だった。

　嫌な予感がして、僕は女性に訊たずねた。

「グリーンランドに、どんな用で？」

「知人に会いに、ですわ」

　嫌な予感がじわじわと確信に変わっていく。

「……その知人の名前は……？」

　女性は夢を見ているみたいなとろんとした目で、答える。

「安あん藤どう美み月づきさん、ですわ」

　僕は跳び退のいて腰の剣に手を掛けた。

「……あら？」

　女が不ふ思し議ぎそうに僕を見る。

「貴男、美月さんのお知り合い？」

　相棒パートナーだ、という言葉を僕はぐっと吞み込んだ。

　美月はもう僕を相棒とは思っていない。友達でもない。

　今の僕は美月にとって、もうなんでもない──赤の他人でしかないんだ。

「そういうあんたは、妖獣騎士ドウーム・ナイトか!?」

　女の問いに、僕は問いで答えた。

「はい」

　女はあっけなく肯こう定ていした。

「私はアグネス。背はい反はん者の抹まつ殺さつのために遣つかわされた──刺し客かくですわ」

　女が聖せい母ぼめいた優しい微笑みを浮かべて名乗った直後、ドーンというくぐもった音が静まり返っていた夜の空気を震わせた。

「爆発音……!?」

　アグネスに身体からだを向けたまま振り向いた僕は、夜空に向かって立ち伸びる黒こく煙えんの柱を目もく撃げきした。

　距離は──けっこう離れている。だから正確な位置はわからないけれど、中心街方ほう面めんであることは間違いない。

「あらあら、時間になってしまいましたのね」

　緊きん迫ぱく感かんのかけらもない声で、アグネスが言った。

「なにをしたんだ、あんた!?」

　抜ばつ剣けんして、僕は目の前の女に声を叩たたきつけた。

「あら、その剣……」

　僕の構えた剣を──月の守もり人びとを見て、アグネスは小さく眉まゆ根ねを寄せた。

「その剣をお持ちということは……ああ、ああ、思い出しましたわ」

　なにに合が点てんがいったのか、両手をポンと合わせる。

「貴男あなた、美み月づきさんの相棒パートナーさんですわね？」

　僕は肯定も否定もしなかった。できなかった。

「お名前はたしか……杉すぎ村むらさん？」

「杉すぎ崎さきだ」

「そうそう、杉崎さん。いけませんわね、私ったら」

　うふふ、と邪じや気きなく笑う。

「こっちの質問に答えろ！」

　僕が凄すごんでみたところで、アグネスの笑えみは崩れない。──当然だ。妖獣騎士ドウーム・ナイトから見れば、僕なんて取るに足らない存在なんだから。

　それでも、アグネスは僕の問いに答えを返した。

「たいしたことではありませんわ。ただちょっと、この都市に壊かい滅めつしていただこうかと──」

　アグネスの言葉尻じりを吹き飛ばすように、爆発音が再び夜や気きを揺さぶった。それも、一度や二度じゃない。

　立て続けに──息つく間もなく、破は壊かいを司つかさどり死を告げる音が、僕の生まれ育った都市に五度六度と響ひびき渡った。

　遠くから聞こえてきたものもあれば、比ひ較かく的てき近くから聞こえてきたものもある。地面を通じて衝しよう撃げきも感じたし、爆ばく風ふうと思おぼしき風も感じた。

「なんでこんなことをする！　美月が目的なら、都市を破壊する必要なんてないだろう！」

　叫んだ僕の声は、けたたましく鳴り響いた警けい報ほう音にかき消された。

　これは──アンラ・マンユ事件の時にも聞いたこの音は──妖獣警報だ！

　まさか──と空を振り仰いだ僕は、夜空を駆ける無む数すうの異い形ぎようを見た。数は軽く百を超えている。

「妖獣ドウームまで連れ込んだのか！」

「はい。ほんの千匹ばかり」

　悪わる気ぎなんてこれっぽっちもない──それどころか、どこか恍こう惚こつとした表情で、妖獣騎士ドウーム・ナイトの女は頷うなずいた。

「……っ！」

　斬きりかかりたい気持ちを、僕は歯を食いしばってこらえた。

　真まっ正しよう面めんからやり合ったところで、どうやったって勝ち目はない。

　今、僕にできることは、美み月づきに妖獣騎士が現れたことを伝えることだ。──でも、どうやって？

　美月のマンションはすぐそこだ。だけど、下手へたを打てばアグネスに美月の居い所どころを教えてしまうことになる。

　そもそも、爆発音やら妖獣警けい報ほうやらで美月だって異い変へんには気づいているはずだ。家でじっとしているはずがない。ケータイで知らせようにも、目の前に敵がいる状況で電話なんてできっこない。──どうする？

「おねーさまーっ！」

　耳みみ障ざわりなぐらいに黄色い声が、警報音おんにも負けない音量で響ひびき渡った。

　──上!?

　再び空を見た僕の視線とすれ違うように、人ひと影かげが二つ──アグネスの傍かたわらに降り立った。

「あら、マーヤ。鉄クロガネさんも」

　新たに現れた二人は──黒い剣けん術じゆつ着ぎ姿すがたの浪ろう人にんみたいな男と、猫の足を模もしたでっかいグローブを両手に嵌はめた、僕より二つ三つ年下に見える女の子。

「こんな所でなにを油を売っている、アグネス」

　男が低い声を出した。

「すみません、鉄さん。私、道に迷ってしまって……」

　涙を拭ぬぐうように、アグネスが目め頭がしらに手を添えた。──まったく泣いていなかったが。

「では、安あん藤どう美月も火か鳥とりミチルも、まだ始し末まつはついていないのだな」

「はい。まだお会いできてもいませんわ」

　アグネスが臆おく面めんもなく頷くと、男──鉄は、黒々とした眉まゆを不快げに寄せた。

「ねーねー、おねーさまー。マヌケ面づらぶら下げて突っ立てるそこのガキは何者ー？」

　猫ねこ手てグローブの少女が、もさもさした指で僕を指した。

「ガキって……」

　おまえのほうがガキじゃないか！　喉のど元もとまで出かかった言葉を、僕はぐっと吞み下した。

　見た目はガキでも、アグネスの仲間である以上、こいつだって妖獣騎士ドウーム・ナイトに違いないんだ。迂う闊かつな刺し激げきはできない。

　怒ど鳴なる代わりに、睨にらみつける。

　よく見ると、少女は普通の耳とは別に、頭のてっぺんから猫っぽい耳がぴょこんと生はえていた。本物……じゃないよな？
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「彼は美み月づきさんの相棒パートナーさんですわ。ね、杉すぎ村むらさん？」

「杉すぎ崎さきだ！」

「ふーん……」

　僕を見るマーヤの目が半はん眼がんになった。

「こんな雑魚ざこっぽいのが相棒なんだ……。さすがは出来損そこない。色々と終わってる感じ？」

　マーヤの振る舞いは、僕にミチルを連れん想そうさせた。

　見た目は可愛かわいいくせに、口は悪い。同どう類るい項こうだ。

「侮あなどるなよ、マーヤ。出来損ないとはいえ、安あん藤どう美月もルドラの端はしくれ。それが相棒として認めた男なのだ。秘めたものがないとも限らん」

「ふーんだ。出来損ないの相棒が強いなんて、ありっこないもん。……ねえ、おねーさま」

　マーヤの目が獲え物ものを狙う猫みたいに細くなった。

「こいつ……アタシが殺やっちゃって、いい？」

　小さな身体からだから無む邪じや気きな殺さつ気きが立ち上る。

　訊たずねられたアグネスは、しなやかな白い指を頰ほおに添えて首を傾けた。

「どうしましょう……私、彼に美み月づきさんのお宅まで案内していただこうと思っていたのですが……」

「問題ない。裏切り者の家なら俺が把は握あくしている」

「あら、それでは問題ありませんわね」

「もっとも、この状況で家でのんびりしているとも思えんがな」

「その時はその時ですわ」

「つまり、殺やっちゃっていいってこと？」

「ええ」

　アグネスが鷹おう揚ように頷うなずくと、

「んじゃー、殺るね？　殺っちゃうね？」

　マーヤは嬉うれしそうに細めていた目を大きく見開いた。瞳ひとみは──縦たてに切れ上がっている。

　──来る！

　僕は刮かつ目もくして初しよ撃げきに備えた。

　初撃は白はく兵へい戦せんか魔ま法ほうか。白兵戦ならどんな武器を使うのか。パッと見、武器を持っているようには見えないけれど、ミチルみたいに魔法で武器を手て許もとに呼ぶのかもしれないし、あのファンシーなグローブになにか仕込んでいないとも限らない。

　だけど──。

「ぎにゃっ──！」

　マーヤの初撃は予想外がいの形に終わった。

　すなわち、不ふ発はつ。

　僕に襲おそいかかろうと地面を蹴けった瞬しゆん間かん、横よこっ面つらに電でん光こう石せつ火かの一いつ閃せんをもらって、マーヤは吹っ飛んだ。

　僕の家のブロック塀べいを全身で突き破って、庭に倒れ込む。

「美月……」

　サイドポニーを翻ひるがえして、美月が精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖ルーンスタツフを構える。その隣となりには、同じく精霊真銀製の大鎌デスサイズを構えたミチルの姿がある。

　ふたりが現れたのは上から。マーヤを殴なぐり飛ばしたのは美月の魔法杖。一いつ瞬しゆんよりも短い──まさに刹せつ那なの出来事だった。

「お久しぶりですわね、美月さん」

　仲間が倒されたことなんかかけらも気にしていない様よう子すで、アグネスが美月に微笑ほほえみかける。

「お会いできて、嬉うれしいですわ」

「アグネス……」

　苦にが々にがしくその名前を呟つぶやいた美み月づきは、全身からこれでもかと緊きん張ちようの気け配はいをほとばしらせていた。ミチルも同じだ。

「ミチルさん、貴女あなたも」

　アグネスに笑顔を向けられたミチルは、それだけで一歩後あとずさった。大鎌を持つ手は小こ刻きざみに震えている。

　……ミチルが怯おびえるほどの……それほどの相手なのか。あのアグネスって女は……。

「意い外がいだわ」

　美月が言った。

「刺し客かくが差し向けられることは予測していたけど、それがよりにもよってあなただなんて」

「うふふ。私ってば、よっぽど怠なまけ者だと思われていますのね」

「案ずるな」

　軽やかに笑うアグネスの隣となりで、鉄クロガネが硬こう質しつな声を出した。

「背はい反はん者の始し末まつは本来、俺の仕事。貴き様さまらの命は俺が断ち切ってやる」

　徹てつ底てい的に研とぎ澄すまされた──余よ計けいな邪じや念ねんの一切を含まない純じゆん粋すいな殺さつ気きが、皮ひ膚ふに痛い。

　──強い……。

　ミチルはアグネスに怯えているみたいだけど、僕にはアグネスよりも鉄のほうが恐ろしく感じられた。

　僕じゃ手も足も出ないのは当然として、美月や美月よりも強いミチルが戦ったとしても、勝てるイメージがこれっぽっちも湧わいてこない。

「ダーメ。ダメダメ」

　その声は僕の家の庭から聞こえた。

　猫ねこ耳みみ少女が、猫ねこ足あしグローブで頰ほおをさすりながら歩み出てくる。

「その女はアタシが殺やるんだから」

　そして、切れ上がった瞳ひとみで美月を示す。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖でおもいっきり殴なぐられたってのに、マーヤはほとんどダメージを受けていないように見えた。ミチルみたいに痛みを感じない体質なのか、単純に効いていないだけなのか……。

「うふふ」

　アグネスがまた軽やかな笑い声をたてた。

「そんなわけですので、美月さんもミチルさんも、悪く思わないでくださいましね」

「悪くは思わないわ。その代わり、答えなさい」

　美月が魔法杖の先をアグネスに向けた。

「あの妖獣ドウームどもはなに？　私とミチルの始し末まつが目的なら、あなたたちだけで十分なはずよ」

「あれは、餌えさですわ。鍵かぎをおびき寄せるための……」

　鍵……？

「なるほど、ね」

　鍵ってのはなんなんだろう？　美み月づきには意味が通じたみたいだけど……。

　なんにしろ、アグネスたちには美月とミチルの抹まつ殺さつ以外にも目的があるらしい。

「他になにか質問はありますか？」

「ないわ。これ以上あなたたちと話すことは、もうなにもない」

　美月の瞳ひとみが縦たてに切れ上がった。

「お姉ねえちゃんは、あたしが守る」

　同じく、ミチルも。

「うふふ……私、これでもレイさんのことで少しは貴女あなた達を恨うらめしく思っていますの。楽に逝ゆけるとは、思わないでくださいましね」

　応じるように、アグネスも瞳を虎とらの目に変えた。

　鉄クロガネ、マーヤは元より。

　五人の虎の目が交こう錯さくし、火花を散らす。──と、その内の一人の視線が、不ふ意いに僕に向いた。──美月だ。

　逃げろ、と美月の目は言っていた。

　嫌だ、と僕は目で答える。

　美月は諦あきらめたように目でため息をつくと、一いつ転てん、鋭い呼こ気きとともに地面を蹴けった。敵に向かってじゃなく──僕に向かって。

　美月──!?

　美月の姿が僕のすぐ脇を通り過ぎる。

　振り向く間もなく、後こう頭とう部ぶに衝しよう撃げき。

「み……づき……？」

　アスファルトの黒い地面がスローモーションで近づいてくる。

「私に付き合って死ぬ必要は、もうないのよ」

　美月の声がした。

「……あなたは、あなたの人生を生きなさい」

　そう言った美月は、どんな表情をしていたんだろう。

　美月の顔を見ることも言葉を返すこともできないまま、僕の意識は暗くら闇やみの底に落ちた。













　　　四幕　日記







　ひなたは走っていた。

　無む機き質しつな白い地下通つう路ろを。

　向かう先は、『梯子はしご』。

『梯子』は、天てん上じよう院いんと地上とを結ぶ転てん移い門もん。

　地上に下りるためには、『梯子』を使う以外にない。

　つまり、ひなたは地上を目指していた。

「待って、ひなちゃん！」

　制止を訴える観星みほしの声がひなたの背中を叩たたく。──が、ひなたは止まらない。振り向きもせずに走り続ける。

　観星に捕まるわけにはいかなかった。捕まってしまったら、地上に──明みよう神じん市しに行けなくなってしまう。

　明神市が妖獣ドウームの襲しゆう撃げきを受けているとひなたが聞いたのは、ほんの二十分ほど前のこと。

　特とつ訓くんが終わったら執しつ務む室しつに来るようにとマオに言われていたひなたは、疲れ切った身体からだを押しやってマオの執務室に向かった。

　執務室には先せん客きやくがいた。

　室内から聞こえてきた話し声で先客の存在に気づいたひなたは、

　──この声……観星おねーちゃん？

　いけないと思いつつも、観星とマオがなにを話しているのか気になってドア越しに耳を澄すませ──そして、聞いたのだ。

　明神市が妖獣ドウームの大たい群ぐんに攻撃を受けていることを。

　明神市はひなたの生まれ故こ郷きようで、星せい也やが暮らしている都市だ。

　黙って聞いていられなくなったひなたは、ノックもせずにドアを開けて、ふたりに詳しよう細さいを求めた。

　観星は躊躇ためらうような顔を見せたが、

「観星さん、話してあげてください」

　マオがそう言うと、諦あきらめたようにため息を一つこぼして、詳細を聞かせてくれた。

　明神市を襲おそっている妖獣の数は、千せん体たいを超えているだろうということ。高こう位いの妖獣も多く、ドラゴンの姿まで確認されているという。そのために、現地の軍・警察の戦力だけでは対たい処しよしきれないこと。都市の被害は現在進行形で拡かく大だい中ちゆう。市民の避ひ難なんは比ひ較かく的スムーズにいったものの、それでも相そう当とう数すうの死し傷しよう者が出ていること。このままでは、都市壊かい滅めつの恐れすらあるということ……。

「わたしを行かせてください！」

　観星みほしの話が終わると、ひなたは一も二もなくそう叫んでいた。

　生まれ故こ郷きようが壊滅の危機に瀕ひんしていると聞いて、じっとなんてしていられるわけがない。

　だが──。

「いけません」

　マオは首を縦に振ってはくれなかった。

「なんでですか!?」

　ひなたは悲鳴に近い声をあげて抗こう議ぎした。

　アンラ・マンユ事件の時も、ひなたは自分に行かせてほしいと願い出──その時はあっさりと認められたというのに。なぜ、今回は不ふ許可なのか。

「今回の襲しゆう撃げき事件は、おそらく……いえ、まず間違いなく、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの罠わなです。ひなたさん……あなたを誘おびき出すための」

　だから今回の出しゆつ撃げきは許可できないとマオは言った。

　もちろん、このまま明みよう神じん市しを見み殺ごろしにはしないと、討とう伐ばつ隊たいを編へん制せいして送り込むから安心してほしいとも言った。
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　ひなたは、納なつ得とくしなかった。

　だが、いくら自分を行かせてほしいと訴えても、マオの首が縦に振られることはなかった。

　やむなく、ひなたは納得したフリをして退たい出しゆつし、単独で地上に下りるという強きよう硬こう手段に出たのだった。

　しかし、『梯子はしご』は誰だれしもが自由に使える物ではなかった。

　自由に地上に下りることが許されているのは黒くろ服ふくを纏まとう救済者セイバーだけで、未だ白しろ服ふく──救済者候こう補ほ生せいでしかないひなたに、許可なく『梯子』を使う権利はない。

『梯子』は結けつ界かい魔ま法ほうを施ほどこされた──特とく定ていの魔ま器きを用いなければ決して開かない扉とびらと、数名の衛えい士しによって守られている。

　そのどちらも、ひなたは力ずくで突とつ破ぱした。

　衛士たちは根こん源げん魔法で気き絶ぜつさせ、扉は破は壊かいした。

　未だ白服とはいえ、先日の妖獣騎士団ドウーム・ナイツによる天てん上じよう院いん襲しゆう撃げき事件で、妖獣騎士団の[image: ]２と[image: ]３を撃げき退たいしてみせたひなたを止められる者は、天上院にもそう多くはなかった。

　結界魔法を施された扉も、通常の魔法とは力の次元の異なる根源魔法の前では無む力りよくだった。

　厳げん罰ばつは無む論ろん、覚かく悟ごの上だ。

　それでも、明みよう神じん市しが襲おそわれているのが自分を誘おびき寄せるためだというのなら──自分のせいだというのなら、ただ待っているだけなんて、耐えられない。

「ひなちゃん！」

　観星みほしの声が、さっきより近く聞こえた。距離がだいぶ縮まっている証しよう拠こだ。

　身しん体たい能力を向上させる魔法使つかい専用の魔器──『荒ク神サの剣ナギ』のおかげで、ひなたの足は百メートルを五秒で走りきれるほどに速くなっている。が、鍛きたえ抜ぬかれた剣けん士しである観星の足はもっと桁けた違ちがいに疾はやい。追いつかれるのは時間の問題だ。

　──だが、ひなたは逃げきった。

　ひなたの目の前には今、四本の巨大な柱がそびえ立っていた。柱の中央には円えん盤ばん形がたの台だい座ざが音もなく浮かんでいる。

　これが、『梯子』だ。

　ひなたは『梯子』を起き動どうするための呪しゆを口にした。勝かつ手てに使える立場にないとはいえ、『梯子』を使った経験は一度ならずある。使用法は心こころ得えていた。

　四本の柱から発せられたやわらかな青い光が中央の円盤へと流れ込み、円盤の上に光の柱が生まれる。

『何処いずこへ』

　ひなたの脳のう裏りに男のものとも女のものともつかない声が響ひびいた。

「日本国、東京、明神市へ」

『座ざ標ひよう、確認。これより転てん移いを開始します』

　ひなたは円えん盤ばんから立ち上る光の柱へと身を躍おどらせた。

　──待っててね、せーやちゃん。

　転てん移いの青い光にその身を溶かしながら、ひなたはかけがえのない少年に思いを馳はせた。

　ひなたが天てん上じよう院いんに上がって──星せい也やと別わ離かれて、半年。

　この半年の間に、彼はどう変わったのだろう。あるいは、変わっていないのか。

　変わったのだとすれば、彼を変えたのはなんなのだろう。自分との別離なのか、今相棒パートナーとして彼の隣となりにいる少女の存在なのか……。

　安あん藤どう美み月づき。

（セーヤ）

　と、彼女が星也を名前で呼ぶ声が耳じ朶だに甦よみがえって、ひなたの胸は締めつけられた。

　今、この瞬しゆん間かんも彼女は星也の隣にいるのだろうか。背中合わせに戦っているのだろうか。

　──見たくない。

　そんな姿は見たくないと思っている自分に気づいて、ひなたの胸はさらに締めつけられた。




「間に合わなかった、か……」

　青い光を急速に失っていく『梯子はしご』を前に、観星みほしは力なく呟つぶやいた。

　すぐに後を追うことはできなかった。『梯子』は一度に百人でも転移可能ではあったが、連続使し用ようは不可能だった。一度転移を行ってしまうと、次に転移可か能のうになるまでに十分かかる。

「ひなちゃん……」

　まさか、ひなたがこんな強ごう引いんな真似まねをするとは思わなかった。──いや、まったく思わなかったわけではないが、今のひなたはもっと冷静に行動できるだろうという思いのほうが強くて、油ゆ断だんしてしまった。

　根こん源げん魔ま法ほうを使いこなせるようになるための過か酷こく極まる精神修しゆ行ぎようのおかげで──せいで、と言うべきか──最近のひなたはあまり笑わなくなっていた。

　笑顔だけじゃない。喜き怒ど哀あい楽らく、あらゆる表情が薄くなっているように思えて──やむをえないこととわかっていながら、観星は苦にが々にがしく思っていた。

　だが、事こと星也のこととなると、ひなたはやっぱりひなただった。彼女の根本は、なにも変わっていない。

「マオ様に知らせないとね」

　観星は踵きびすを返して走り出した。

　ひなたの今回の行動は褒ほめられたものじゃない。だが、同時にホッとしている部分もあって──。

　自分でも気づかないうちに、観星は笑っていた。
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　痛い。

　うるさい。

　熱い。




　痛いのは頭だ。

　うるさいのは──これは──妖獣ドウーム警けい報ほうだ。

　熱いのは──なんだ？

　……火ひの粉こだ。

　やけに熱い夜や気きに火の粉が舞っている。

「……っ」

　頭の痛みに歯を食いしばって起き上がった僕は、斜め前方に火事を見た。

　燃えているのは、見み慣なれた家だった。今は誰だれもいないひなたの家の、二に軒けん隣となりの家だ。

「なにが、どうなって……っ！」

　呟つぶやいている最さい中ちゆうに後こう頭とう部ぶがずきんと痛んで、それで思い出した。

　美み月づきとミチルを狙って現れた、三人の妖獣騎士ドウーム・ナイト。轟とどろく爆発音。鳴り響ひびく妖獣警報。夜空を駆ける妖獣の群れ。妖獣騎士の一人に襲おそいかかられたところに美月とミチルが現れて……。

　……そうだ。僕は美月に後頭部を殴なぐられて、気き絶ぜつさせられたんだ。

「美月……」

　僕が立っているのは、僕の家の庭だった。美月に殴り飛ばされたマーヤがぶつかったせいで、囲いの一部が壊れている。

　僕が気絶した（させられた）のは家の前の通りだったはずなのに、庭に倒れていたってことは……美月が運んでくれたのか。運んだっていっても、放り投げられただけかもしれないけど。

　燃えている向かいの二軒隣の家は、完かん璧ぺきに全ぜん焼しようコースだった。家の人はちゃんと逃げ出せただろうか。ひなたの家や僕の家にも燃え移ってきそうな勢いだけど、僕にはどうしようもなかった。

　……そもそも、僕はどれだけの間、意識を失っていたんだろう。

　ケータイで時間を確認する。……午後九時三十七分。家を出たのがたしか九時ちょっと前ぐらいだったはずだから……三十分以上も寝ていたことになる。

　妖獣警報は、今もやむ気け配はいなく鳴り響き続けていた。

「我われは盾たてなり剣なり」

　僕は〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱えると、筋きん力りよくの増した足で地面を蹴けって、自分家ちの屋根の上に降り立った。そして、ぐるりと視線を巡らせる。

　……陳ちん腐ぷな表現だけど、悪あく夢むのような光景が広がっていた。

　右を向いても左を向いても、炎ほのおの赤が見えた。空を舞う異い形ぎようの姿が見えた。

「なんだよ、これ……」

　明みよう神じん市しが──僕とひなたの生まれ育った都市が、火の海に落ちようとしていた。

　……アンラ・マンユの時よりも酷ひどい。あの時も大量の妖獣ドウームが都市内に放たれたけれど、学園の周囲に展開した軍と、学園を守ろうと立ち上がってくれた学園生たちのおかげで、妖獣が都市中に拡かく散さんするような事じ態たいは防がれ──大きな被害にはならなかった。

　でも、今回は──今回の被害は、甚じん大だいだ。

　アンラ・マンユの時と違って前まえ触ぶれもなく大量の妖獣が都市内に現れたわけだから、軍や警察の対応も遅れているはずだ。

　僕が意識をなくしている間に、一体どれだけの死し傷しよう者が出たんだろう。これからどれだけの死傷者が出るんだろう。

「美み月づきは……」

　美月はどうなったんだろう。ミチルは。

　相手は三人だ。戦力的には圧倒的に不利。苦く戦せんしていないわけがない。あるいはもう倒されてしまっているかもしれない──とは考えなかった。美月は生きている。生きている可能性がある以上、生きているものと仮か定ていして行動する。

　まずは、とにかく美月と合流して──と、そこまで思ったところで、

（解かい散さんよ）

（さよなら）

（私に付き合って死ぬ必要は、もうないのよ）

（あなたは、あなたの人生を生きなさい）

　美月に言われた言葉がふっと耳に甦よみがえった。

　美月はもう僕を相棒パートナーと思っていない。僕を必要としていない。

　僕が駆けつけたところで美月は喜ばない。妖獣騎士ドウーム・ナイト相手に僕の力が果たしてどれだけ役に立つか。役に立つどころか、ただ足を引っ張ってしまうだけかもしれない。

　今までだったら、足あし手でまといになってしまうかもしれないと思っても、迷わなかった。でも、それは美月が僕を相棒として認めていてくれたからだ。

　だけど、今は違う。

　一体、僕はどうすればいいんだろう。

　痛む頭を抱えたその時、ドーンという音と衝しよう撃げきに足場が揺らいだ。

　爆発音だ。それも、かなり近い。

　音の聞こえてきたほうに目を向ける。

　──燃えていた。美月のマンションが。

　三階部分の通りに面した部屋から、火と煙が噴ふき出している。ガナー・デーモンが飛んでいくのが見えたから、犯人はあいつだろう。

　美み月づきの部屋は──たしか五階の七号室だったはず。火の勢いは強い。あの調子じゃ、すぐに五階にも燃え移るだろう。

　不幸中ちゆうの幸いと言うべきか。美月もミチルも部屋にはいない。もっとも、彼女たちだったら、炎ほのおに巻かれたところで難なく自じ力りき脱だつ出しゆつしてしまうだろうけど。

　──いや。

　美月の部屋が燃えたとしても、この状況に於おいては最さい悪あくの事じ態たいじゃない。そう思いかけて、僕は気づいた。

「日記が……！」

　美月の日記が燃えてしまう。

　思い出を綴つづるだけのものじゃないんだ。美月にとっての日記は。大切な記き憶おくの記録帳ちようなんだ。

　──守るんだ！

　思うよりも先に身体からだが動いていた。

　庭を跳び越えて通りに着地。走る。着地の際にさっき美月に殴なぐられた頭がこっぴどく痛んだけれど、なりふりかまってはいられない。

「邪じや魔まだ！」

　角を曲がったところで出くわしたキラーエイプを、抜ばつ刀とう一いつ閃せん、斬きり伏せる。

　どす黒い血ち飛沫しぶきをかわして、僕は剣を握り直した。

　一匹じゃなかった。通りにいた妖獣ドウームは。

　オーガーがいた。リザードマンがいた。ヘルハウンドは太ふと腿ももから引きちぎられた人の脚あしをくわえていた。リッパー・デーモンはその刀かたな状じようの腕にパジャマ姿の小さな男の子を突き刺さしていた。そして、ミノタウロスは今まさにその巨きよ岩がんみたいな拳こぶしを泣き叫ぶ女性に振り下ろそうとしていた。

　遠すぎる。間に合わない。助けられない。

　重く鈍い衝しよう撃げき音と肉が潰つぶれて飛び散る湿しめった音が重なって鼓こ膜まくに張りつく。──助けられなかった。

「この……っ！」

　頭の中がカッと熱くなった。

　意識が赤く明めい滅めつして、声が響ひびく。

（殺せ。壊せ）

　僕は頭を振った。

（殺せ。壊せ）

　声はやまない。

「黙れ！」

　叫んで、僕は剣の柄つかで自分の額ひたいを叩たたいた。

　声がやみ、意識の明めい滅めつが止まる。

　手の甲こうで額を擦こすって、僕は大きく息を吐いた。手の甲には血がついていた。

　……危なかった。

　あれは、鬼おにの声だ。

　僕の血に潜ひそむ、狂きよう気きの力。

　北ほく斗とに詳しよう細さいを聞いていなかったら──危険な力だと言い含められていなかったら、あのまま鬼の声に従ってしまっていたかもしれない。

　ジャアッ！　と殺さつ意いに満ちた人じん外がいの声が聞こえた。

　見上げると、リザードマンが包ほう丁ちようみたいな爪つめの生はえた腕を振りかざしていた。

「ふざ、けるな……っ！」

　鬼に吞まれずにすんだとはいえ、妖獣ドウームどもへの怒りまでが消えたわけじゃない。

　リザードマンの胴どうを横よこ一いち文もん字じに両りよう断だんして、僕は吼ほえた。

「この都市から、出ていけえっ！」

　襲おそいかかってくる妖獣どもに、こっちからも襲いかかる。

　ヘルハウンドの頭を叩き割り、蹴けり飛ばしたリッパー・デーモンを突き殺し、オーガーの巨きよ体たいを脳のう天てんから真まっ二ぷたつに切り落とす。

　残ったのは、ミノタウロス。

　ミノタウロスは頑がん強きよう極まる筋肉と、大型車ですら一いち撃げきでスクラップにする怪かい力りきを武器とする、Ｂランクの妖獣だ。

　学生レベルで太た刀ち打うちできる相手じゃない。でも、僕は逃げなかった。低い姿勢で、真まっ正しよう面めんから突とつ撃げきする。

　剛ごう腕わんが唸うなりをあげる。くらえば即そく死しは必ひつ至し。かすっただけでも骨の二、三本はもっていかれそうな攻撃。──だけど、スピードはそれほどじゃない。美み月づきやミチルの動きに比べたら、こんなの全然、遅い。遅すぎて、止まって見えるぐらいだ。

　かいくぐって、跳ちよう躍やく。僕の胴よりも太い首めがけ、長剣ロングソードを──月の守もり人びとを奔はしらせる。

　ヒヒイロガネ製の刃やいばは、ミノタウロスの騎士鋼アロンダイトよりも硬い筋肉を紙みたいにあっさりと切り裂き、その奥にあった骨も手て応ごたえなく断ち切った。

　巨大な頭がごろりと転げ落ちて、首の切せつ断だん面めんから噴ふき出したどす黒い血が雨みたいに降り注そそぐ。

　その雨に制服を軽く汚されながら、僕は月の守人を軽く斜めに振った。たったそれだけで、妖獣の血と脂あぶらにまみれていた刀とう身しんは淡い緋ひ色いろの輝きを取り戻す。

　左右の路ろ地じから妖獣が這はい出てくる気け配はいを感じたけれど、僕はかまわず駆け出した。

　こんな所でもたついちゃいられない。急がなきゃ、美み月づきの日記が──美月の記き憶おくが、灰になってしまう。

　美月のマンションは、もうすぐそこだった。見えている。

　火は四階を赤く染めて五階に達そうとしていた。

　入り口の前でうろついていたシャークヘッドを一ひと太た刀ちに斬きり捨てて、建物に飛び込む。オートロックの自動ドアは、粉こな々ごなに壊れていた。今いま斬ったシャークヘッドが壊したんだろうか。

　階段を駆け上がる。幸い、階段に火は回っていなかった。妖獣ドウームの姿も見えず、人ひと気けもない。住民の避ひ難なんはうまくいったんだろうか。

　美月の部屋を探す。五〇七……五〇七……あった。

　五〇七号室は、北側の角に位置していた。

　鍵かぎは……かかっていない。室内に飛び込むと、半はん開びらきの窓の向こうに火が見えた。蛇へびの舌みたいにチロチロと揺れ動いている。

　煙が入ってこないように窓を閉めて、リビングを見回す。

　室内は、まだ無事だ。煙のおかげで空気が多た少しよう灰色がかって見えるけれど、息苦しいほどじゃない。

　テーブルの上に一冊のノートを見つけた。

　表紙には、『二〇〇八　１／１～』と書いてある。

「これだ……！」

　これが日記だと確信してノートに手を伸ばそうとした時、視し界かいの隅すみで黒いモノが動いた。

　視線を横に振ると、さっき閉めた窓の向こうにガナー・デーモンの姿が見えた。蝙蝠こうもりみたいな羽を広げ、砲ほう身しんになっている腕をまっすぐ僕に向けている。発はつ射しや口こう部分には、赤い──血の色をした光が見えた。

「……っ！」

　僕はノートを鷲わし摑づかみにして、部屋を飛び出した。

　派は手でな爆発音がして、熱い爆ばく風ふうが背中を叩たたいた。つんのめって、玄げん関かん前の通路を転がる。

　危なかった。あと一いつ瞬しゆんでも逃げるのが遅かったら、直ちよく撃げきだった。

　立ち上がった僕の目の前を、下の階から上ってきた真まっ黒くろな煙が塞ふさいだ。

　袖そでで鼻と口を覆おおって、突っ切る。

「くそっ！」

　建物の外に出たところで、僕は思わず叫んでいた。

　美月の部屋が──生活の空間が、壊されてしまった。それに、日記も守れなかった。テーブルの上にあった一冊だけはなんとか持ち出せたけど……この一冊以い外がいにも、去きよ年ねん以前の日記がきっとどこかにあったはずなんだ。なのに、守れなかった。……情なさけない。

「……げほっ、ごほっ」

　咳せきが出た。

　なんだか息いき苦ぐるしい。胸……というより、肺がシクシクと痛む。

　気をつけたつもりだったのに、煙を吸ってしまったらしい。

　僕は近くの細い路ろ地じに入ると、妖獣ドウームの姿がないのを確認して、電でん柱ちゆうに背中を預けた。深しん呼吸をしながら、ずるずると座り込む。

「美み月づき……ごめん……」

　日記を守れなかったことをここにはいない美月に詫わびて、左手に握りしめた──唯ゆい一いつ持ち出せたノートを見る。

　慌あわててつかんだせいで、すっかり折れ曲がってしまっている。表紙にいたってはざっくりと裂け目が入っていた。

「美月の日記……か」

　ここには、美月が忘れてしまった、僕と美月が歩んできたこの半年間の道どう程ていが記録されている……はずだ。

　……きっと、こういうのを魔まが差すって言うんだろう。

　他た人にんの日記を勝かつ手てに読むなんて、最低だ。最低だってわかっていつつも、僕はノートを開いていた。

　それはたしかに日記で、表紙に書いてあるとおり今年の一月一日からスタートしていた。頭から読んでいく。

「……美月……」

　美月の日記は、世せ間けん一般で言うところの日記とは趣おもむきが違っていた。

　日記ってのはたいてい、その日あった印いん象しよう的な出来事に合わせて、その出来事に対して自分がどう思ったか──そういう、感想や感情も書いておくものだ。

　でも、美月の日記には感想も感情もなかった。ただ、その日の自分の行動や出来事が、淡たん泊ぱくを通り越して無む機き質しつに書かれているだけだ。文字量も少ない。たいていが一いち行ぎよう、多くて二行といった感じだ。

　一月は、たった三ページで終わってしまった。二月に至っては二ページ半。そして、三月。

　僕が美月の相棒パートナーになったのは五月だけれど、僕らが初めて会ったのは三月だった。第二種危き険けん区く域いきでヘルハウンドの群れに殺されそうになっていた僕とひなたを、通りがかった美月が助けてくれたのだ。──でも、そのことは日記には書かれていなかった。美月にとっては、きっと、日記に書き残しておくまでもない──忘れたところでどうでもいい出来事だったんだろう。

　ページをめくる。

　四月。美月の日記に、ここで初めて僕が登場する。

　四月十九日──この日は、ひなたが根こん源げん魔ま法ほうに目覚めた日だ。あの時、あの場に美月もいた。

　ひなたの、そして僕の人生が大きく変わった日。

　この日の日記には、いつもと違って感想めいた記き述じゆつが見られた。

『あの少女は鍵かぎだ。マオは彼女に選択肢しを与えたが、天てん上じよう院いんに上がろうと上がるまいと、彼女が鍵であるという現実は変わらない。哀あわれだと思う。私は私自じ身しんの選択の結果としてここにいるけれど、彼女には結局、選択肢なんてないのだから』

　あの少女ってのは、ひなたのことだ。

　鍵……ってのは、どういう意味なんだろう？　わからないけれど……美月がひなたの運命を哀れんでいることはたしかだった。

　そして、こうも書いてあった。

『杉すぎ崎さき星せい也や。あの妙みような少年は相棒パートナーを失うことになる。あの少女は彼にとって何物にも代え難い存在のようだった。彼はどうするのだろう？　どうでもいいことなのに、なぜだろう。少しだけ、気になった』

　妙な少年呼よばわりはちょっとだけ傷ついたけれど、美み月づきがまだ相棒にもなっていない僕を気にしてくれていたことは、嬉うれしかった。

　それからまたしばらく、無む機き質しつな一～二行記述が続く。

　月が変わって、五月。

『どうすれば私みたいに強くなれるのか？　彼はそう訊きいてきた』

　二十三日の日記は、そんな書き出しで始まっていた。

　この日は──そう、美月が僕に相棒になれと言ってきた日だ。

『杉崎星也。件くだんの根こん源げん魔ま法ほう使つかいの相棒だった少年であり、現在、剣けん士し科か二年で唯ゆい一いつ相棒のいない生徒でもある。私が退学にならないためには、彼を相棒にするしかない。

　夜の公園。用件を告げた私に、彼は先の質問をしてきた。

　目的と覚かく悟ごがあれば強くなれると、私は答えた』

　……憶おぼえている。あの夜のことは、今でも昨日きのうのことみたいに思い出せる。

『彼は強さを求めていた。天上院に上がった幼おさな馴な染じみに会うために。

　私は彼が天上院に上がれるとは思わない。だけど、私の予想なんてなんの意味もない。

　少なくとも、彼には目的がある。あとは、覚悟だ。彼の目には覚悟が見えた。その覚悟が本ほん物ものであるのならば、彼の目的は果たされるだろう。

　私には関係のないことだが。

　彼は私の相棒になることに応じた。これで、退学は免まぬがれる』

　この日、僕は美月の相棒になった。学園を辞やめさせられないための形だけの相棒でしかなかったけれど──美月にとっては取るに足らない一日だったかもしれないけれど──僕にとっては決意の日であり覚悟の日だ。

　そして、形だけの相棒でしかなかった僕らは、それから三週間後に運命の日を迎える。

　第一種危き険けん区く域いきでの、朧おぼろとの戦いだ。

　あの、美み月づきが僕を本当の意味での相棒パートナーとして認めてくれるきっかけになった戦いを、美月はこう書き記していた。

『第一種危険区域にて、妖獣騎士ドウーム・ナイト・朧と遭そう遇ぐう。戦せん闘とうの回かい避ひを試みるも、同行の杉すぎ崎さき星せい也やが敵に殴なぐりかかってしまったために、戦うはめになってしまった。だが、彼を恨うらむことはできない。私が朧と戦ったのは、私がそれを選択したからなのだから。

　この戦せん闘とうに於おいて、杉崎星也は彼かれ自身の覚かく悟ごが本物であることを証明してみせた。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟の苦痛に耐えきったのだ。

　確かく証しようがあるわけではないが、彼はおそらく隔かく世せい遺い伝でん型のニュクスだ。そして、なんらかの身しん体たい強化系けいの異い能のうを有している（本人は気づいていないようだが）。

　彼が〝絶対英雄ベーオウルフ〟で命を落とさずにすんだのは、この部分に依よるところが大きいと思われる。が、肉体的な強さだけじゃ〝絶対英雄ベーオウルフ〟には耐えられない。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟の苦痛に耐えきるためには、強きよう靭じんな精神力がなくてはならない。

　杉崎星也は〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えた。

　それは、彼の覚悟が本物であることの証明に外ならない。

　彼を侮あなどることは、もうできない。

　自らのすべてを賭として力を求めているという点で、私と彼は同じなのだから。

　私たちは朧に勝った。

　勝しよう因いんは、杉崎星也が〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えられたことと、もう一つ。

　私は朧に背後から〝覇王大剣クラウ・ソラス〟をくらわせるべく、朧の相手を杉崎星也一人ひとりに任せて、距離を取った。

　杉崎星也は、なにも話していないにもかかわらず、私を信じて朧を引きつけてくれた。

　私も彼を信じた。彼なら私の意い図とに気づいてくれると。

　この勝利は私たちふたりの勝利だ。

　戦いに、相棒なんて必要ない。そう思っていた。

　でも、今は少しだけ違う。

　誰だれかを信じるのも、信じられるのも、そう悪いものじゃないかもしれない。

　杉崎星也。

　彼は私の相棒になり、私は彼の相棒になった。

　この関係は、きっといつまでもは続かない。そう遠くない未来、終わる時が必ずくる。

　その時まで、私の背中を彼に預けてみようと思う』

　この日を境に、美月の日記には毎日必かならず僕の名前が登場するようになった。

『六月一九日

　実じつ戦せん形式の特とつ訓くんを始めてから五日目、セーヤが初めて私の攻撃を避けた。偶ぐう然ぜんじゃない。攻撃を避けられて嬉うれしいと思ったのは、これが初めてだ』

『六月三〇日

　セーヤが私の攻撃を三さん撃げき続けて避けた。昨夜までは一いち撃げき避けるのが精せい一いつ杯ぱいだったのに。

　セーヤは秀しゆう才さいではあるけれど天てん才さいじゃない。

　でも、天才と見紛みまごう早さでセーヤは強くなっている。

　これも、彼の覚かく悟ごが本物であるからこそだ。

　負けていられないとさえ思う。

　セーヤの成長ぶりは、私にとってもいい刺し激げきになっている』

　アンラ・マンユ事件の後になると、南みなみや愛あい原はらの名前も多く出てくるようになった。

『九月五日

　今日も昼はセーヤ、アカネ、サツキと一緒だった。

　最近は四人でいることが自然になっている。

　不ふ思し議ぎだ。

　なにかとしつこいアカネも、アカネの後ろでオドオドしているサツキも、私は嫌いなはずだったのに。

　今は彼女たちと一緒にいることを、不快どころか楽しいとさえ感じている。

　きっと、これがレイの憧あこがれていた友達というものなんだろう』

　美み月づきの日記はもう、ただ行動と出来事を淡たん々たんと記録しておくだけのものじゃなくなっていた。

　日々の気持ちを綴つづった、普通の日記になっていた。

『九月十七日

　美月変わったね、とアカネに言われた。

　私は変わったんだろうか？

　きっと、変わったんだろう。

　自分は変わったんだろうか、なんて考えていること自体が変わっている証しよう拠こだ。

　セーヤのせいだ。

　セーヤの存在が、私を変えていく。

　私は怖い。

　死を怖れるようになってしまうことが怖い。

　セーヤを忘れてしまうことが怖い。

　私はセーヤを忘れたくない。

　私がセーヤを忘れてしまっても、セーヤは私の相棒パートナーでいてくれるだろうか？』

『十月二十二日

　悲しい。

　レイの死からもう一週間も経たったっていうのに、ほんの少しでも彼を思い出すだけで、胸が張り裂けそうになる。

　でも、泣くのは駄だ目めだ。

　全部、私のせいなんだから。




　ミチルとの戦いでかなりの回数魔ま法ほうを使ったけれど、日記を読み返してみても記き憶おくの崩ほう壊かいは確認できなかった。日記に書くまでもない、取るに足らないような記憶ばかりが壊れたんだろうか。

　なんにしろ、忘れたくない人たちのことを忘れていなくて、よかった。

　大切な相棒パートナーを忘れていなくて、本当によかった』

　涙が出た。

　自分を哀あわれむ涙じゃない。

　美み月づきを哀れんでのものでもない。

　ただただ涙が出た。止まらなかった。

「美月……」

　同じだったんだ。

　僕にとって美月は、かけがえのない大きな存在になっていた。そして、同じように美月にとっての僕も、忘れたくないと願うほどの存在になっていたんだ。
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　大切な相棒パートナー。

　美み月づきの肉にく筆ひつで書かれたその言葉を、僕は抱きしめたくて抱きしめたくてたまらなくなった。

　私がセーヤを忘れてしまっても、セーヤは私の相棒でいてくれるだろうか？

　美月が日記に綴つづったその問いに、

「当たり前じゃないか」

　僕は声で答えた。

　僕を忘れても、美月は僕を必要としてくれている。

　僕だってそうだ。僕ががんばってこられたのは、美月のおかげなんだ。美月の背中を追いかけて追いかけて、ここまできたんだ。

　でも、まだまだだ。まだまだ、足りない。まだまだ、遠い。

　僕にはまだ、美月が必要なんだ。

「僕は──」

　きっと僕は、僕が美月の相棒であることを、心のどこかで認められていなかったんだと思う。

　だから、すぐに揺らいでしまう。

　でも、今は違う。もう違う。

　胸を張って言える。

　確信を持って言える。

「──僕は、美月の相棒だ」

　美月の相棒は、僕しかいない。

　この役だけは、レイにもミチルにも──誰だれにも譲ゆずらない。

　僕は美月の日記を腰の剣けん帯たいに挟み込んで、立ち上がった。

　涙を拭ぬぐって、目の前に月の守もり人びとをかざす。

「ごめん、レイ」

　そして、美月を愛し抜いて逝いった友に誓ちかう。

「僕はもう揺らがないよ。絶対に。約束する」

　淡あわい緋ひ色いろの刀とう身しんに僕の目が映っている。

　迷いのない、力強い目をしていた。

「──よし」

　自分で自分に合格を出して、僕は一度大きく深しん呼吸をした。

　美月に殴なぐられた頭の痛みは、もうなくなっていた。肺も痛まない。

　心も身体からだも、まるで靄もやが晴れたみたいにスッキリしていた。

　僕は路ろ地じを出た。

　美月とミチルの援えん護ごに向かう。

　僕が駆けつけたって、美月は喜ばないだろう。足を引っ張ることになってしまうかもしれない。

　それでも、僕は美み月づきの相棒パートナーなんだ。僕には美月の背中を守る義務がある。足あし手でまといになんて、絶対にならない。必ず、美月の力になってみせる。

「美月……どこだ？」

　路ろ地じを飛び出して走り出したはよかったものの、美月がどこにいるのかわからなかった。

　不ふ意いに目の前に飛び出してきたガーゴイルを斜め一いつ閃せん、斬きり捨てて、視線をめぐらせる。──妖獣ドウームの姿は、ない。

　妖獣警けい報ほうは今もけたたましく鳴り響ひびき続けていた。見上げた空は、地上で燃え盛る炎ほのおの色に染まっている。

　赤い空を、有ゆう翼よくの妖獣が群れを成して横切った。スフィンクスだ。

　スフィンクスの群れはただ飛んでいたわけじゃない。口から翼つばさから雷かみなりを発して地上を攻撃しながら、明みよう神じん市しの空を我わが物もの顔で飛び回っていた。

「くそっ……」

　悔くやしいけれど、空中の敵を攻撃する手段のない僕にはどうにもできない。

　──と、その時、巨大な咆ほう吼こうが妖獣警報をかき消して轟とどろいた。

「今の声は……」

　都市中に響き渡ったんじゃないかと思えるほどの大音声。

　相そう当とう巨大な妖獣でなければ、あんな声は出せない。

「まさか……」

　ごうん、と台風さながらに大気をうねらせて、僕の視線の先で一匹の妖獣が空に舞い上がった。

「ドラゴン……！」

　まさかは的てき中ちゆうしていた。

　最大にして最強、災さい厄やくの顕けん現げんたる蛇じや神しんが、雷を纏まとった羽を広げて再び咆吼を轟かせる。

　ドラゴンは、だけど──炎に包まれていた。

　真っ白な炎に。

　汚れのない、神こう々ごうしくさえ見える綺き麗れいな炎。なのに、ドラゴンは悶もだえ苦しんでいた。

　頭と尻尾しつぽをめちゃくちゃに振り回し、羽をばたつかせる。

　紅ぐ蓮れんの空で、巨きよ体たいがのたうつ。

「ドラゴンが……」

　消えていく。

　ドラゴンの巨体が、炎と同色の塵ちりに変わって天に巻き上げられていく。

　尻尾が消え、四本の脚あしすべてが消え、胴どうの半分と片方の羽が消えてなくなったところで、ドラゴンは三度咆吼した。

　それは、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きように違いなかった。

　白い炎ほのおが眩まぶしいぐらいに輝きを増して、ドラゴンの生に終しゆう止し符ふを打つ。

　最大最さい強きようの蛇じや神しんをあっけなく、跡あと形かたもなく灼やき尽くした白い炎は、音もなく弾はじけて雪のように空を舞い─やがて、消えた。

「あの炎は……」

　憶おぼえがある。

　ひなただ。

　あの白い炎は、根こん源げん魔ま法ほうの力に目覚めたひなたが僕を殺そうとしていたシャークヘッドを消し去った炎に、よく似ている。

　それに、白い炎に関する記き述じゆつは、美み月づきの日記の中にもあった。

　アンラ・マンユ事件の時だ。

　あの日の日記に、アンラ・マンユの中から出てきたドラゴンが、白い炎に灼かれて消しよう滅めつしたと書いてあった。その白い炎がひなたの放った根源魔法であることも。

　そう。あの日、ひなたは光こう風ふう学園に来ていたのだ。そして、ドラゴンを倒し、ドラゴンの攻撃をくらって死にかけていた僕を助けてくれた……。

　僕が意識をなくしている間に、美月はひなたに会っていた。知らなかった。

　美月がどうしてひなたと会ったことを僕に黙っていたのかは、わからない。理由は日記にも書かれていなかった。

　黙っていたことは、いい。美月なりに思うところあってのことだろうし、今はそんなことを気にしている状況じゃない。

　……とにかく、あの白い炎はひなたの根源魔法である可能性が高い。

「ひなた……」

　ひなたが、いる。

　手の届かないところに行ってしまったひなたが、目の前じゃないけれど──すぐ近くに、いる。そして、戦っている。

「ひなた……」

　さっき拭ぬぐったはずの涙が、また込み上げてきた。

「なったんだな……正義の味方に……」

　稲いな妻ずまが奔はしった。ドラゴンを灼いた炎と同色の稲妻が。

　空から地上にじゃなく、地上から空に向かって。

　それは、さっき僕の頭上を通り過ぎていったスフィンクスの群れを薙なぎ払い、消し去った。

　今のも根源魔法に違いない。

「ひなた！」

　たまらず、僕は叫んでいた。

　ひなたは、あの稲いな妻ずまの発生点てんにいるんだろう。ここからじゃ距離がある上に妖獣ドウーム警けい報ほうも鳴り響ひびいているから、僕がどんなに声を張り上げたところで届くはずがない。それでも、僕は叫ばずにはいられなかった。

「ひなたっ！」

　足が勝かつ手てに走り出す。

　すぐそこにひなたがいるんだ。じっとなんてしていられるわけがない。

「……っ！」

　だけど、僕はすぐに立ち止まった。歯を食いしばって踏み止まった。

　ひなたに会いたい。ひなたのことを考えなかった日は一日だってなかった。夢に出てきたことも一度や二度じゃない。

　このまま走れば、ひなたに会える。なのに、僕は足を止めていた。

　断だん腸ちようの思いってのは、きっとこんな気持ちなんだろう。

　ひなたのところには、行けない。

　今、僕が向かうべき場所は、ひなたじゃない。

　今、僕が向かうべき場所は、美み月づきだ。

　妖獣騎士ドウーム・ナイト相手に苦く戦せんしているはずの、美月のところだ。

　ひなたより美月が大事とか、そういうことじゃない。

　ひなたには力がある。スフィンクスの群れを一いつ瞬しゆんで薙なぎ払い、ドラゴンすらものともしない根こん源げん魔ま法ほうの力がある。悔くやしいし悲しいけれど、僕の力はきっと必要ない。

　もちろん、美月だって強い。だけど、美月が戦っているのはドラゴンよりも遙かに恐ろしい相手だ。戦力はいくらあっても足りない。

　それに──。

　剣けん帯たいに挟み込んだ美月の日記を指先だけで撫なでる。

『私がセーヤを忘れてしまっても、セーヤは私の相棒パートナーでいてくれるだろうか？』

　僕は美月のその思いに応こたえたい。

　応えるって、決めたんだ。

　だけど、美月は一体どこで戦っているのか──。

「杉すぎ崎さき！」

　唐とう突とつに背後からかけられた声に、僕は仰ぎよう天てんして振り返った。

「南みなみ……愛あい原はら……」

　見知った顔が二つ、駆け寄ってくる。僕は反射的に構えていた剣を下ろした。

「ふたりとも、なんで外にいるんだ？　避ひ難なんは？」

「なんでって、戦ってたに決まってるじゃない」

　南が抜き身の片手剣ワンハンドソードを軽く掲かかげて答えた。

「あたしたちの都市がピンチなんだよ？　じっとなんてしていられるわけないじゃない」

　その隣となりで、愛あい原はらが無言ながら深く頷うなずいた。

「やめろ、危険だ。高ランクの妖獣ドウームだっているんだぞ」

「だいじょーぶ。勝ち目のない敵と出くわしたら、ちゃんと逃げるから」

「逃げるって言ったって……」

「そー言う杉すぎ崎さきこそ、避ひ難なんしてないじゃない」

「いいんだよ、僕は」

「また杉崎はそういうことを言う」

　南みなみが呆あきれ顔で腰に手を当てる。ふとそこで、僕はふたりがただならぬ格かつ好こうをしていることに気づいた。

「ふたりとも……その服はなんなんだ？」

「ああ、これ？」

　呆れ顔を笑顔に変えて、南が膝ひざ上うえまでしかないスカートの裾すそをつまんで軽く持ち上げてみせた。

「これ、バイト先の制服なんだー」

　ふたりが身を包んでいるのは、エプロンドレスにゴスだかロリだかを混ぜて化学反はん応のうを起こさせたみたいな、奇天烈きてれつな服だった。

　フリルやらレースやらがいっぱいついていて、やけに露ろ出しゆつ度どが高い。肩から胸むな元もとにかけてはほとんど剝むき出しだし、太ももは惜しげもなくさらされている。ちょっとでも大きく動いたら、太もものさらに上まで見えてしまいそうな勢いだ。

「ふたりのバイト先って、たしか武ぶ装そう品ひん店だよな……？」

「そうだよー。メイド武装品店。店員はみんなメイドさんの格かつ好こうで接せつ客きやくするの」

「世の中にはいろんな店があるんだな……」

　というか、その服はメイド服のカテゴリーに入るのか……？

「どうどう？　可愛かわいいでしょー？」

　南がその場で楽しげにくるっと一回転してみせた。短いスカートが広がって、一いつ瞬しゆんだけど中が見えた。白と水色のストライプだった。

　隣となりの愛原は魔法杖ルーンスタツフを抱きしめるみたいに持って、真まっ赤かな顔をうつむかせている。

　南と違って、愛原はノリノリでやってるわけじゃないらしい。まあ、当然か。大おお方かた、光こう風ふう祭さいのバニーコスプレの時みたいに、南に無理やり付き合わされたんだろう。

「ところで、杉崎一人なの？　美み月づきは？」

　僕は一瞬、返答に窮きゆうした。本当のことを話してしまっていいものかどうか……。でも、すぐにかまわないと決けつ断だんした。ふたりにはもう、隠かくしておく意味はないんだ。

「美月は……戦ってる。妖獣騎士ドウーム・ナイトと」

「妖獣騎士ドウーム・ナイト!?」

　南みなみが裏うら返がえった声をあげた。愛あい原はらも目を見開いている。

「美み月づきとミチルを狙って、妖獣騎士が現れたんだ。それも、三人も……」

「それじゃあ、妖獣も？」

「ああ。連れん中ちゆうが連れ込んだんだ」

「許せない……！」

　南が片手剣を持った手を、もう片方の掌てのひらにバシッと打ちつけた。

「ミチルちゃんも戦ってるんですか？　妖獣騎士と……」

　愛あい原はらが控え目に訊きいてくる。

　僕は頷うなずいた。

「美月と一緒に戦ってるはずだ。……情なさけないよ、僕ぼく一人、置いていかれて……」

「どうするの？」

　南に問われて、僕は月の守もり人びとを胸の前で握りしめた。

「もちろん、美月を追いかけて一緒に戦うよ」

　僕の答えに、南は満足げに頷いた。

「うん、それでよし」

「杉すぎ崎さきくんは安あん藤どうさんの相棒パートナーですもんね」

　微笑ほほえんで、愛原。

「んじゃあ、あたしたちも美月とみっちーの援えん護ごに──」

「駄だ目めだ。ふたりは避難所シエルターに避難するんだ」

　高らかに拳こぶしを突き上げようとした南を、僕はきっぱりと斬きり捨てた。

「なんでよー！」

「相手は妖獣騎士なんだ。学生レベルじゃどうやったって太た刀ち打うちできない」

「そんなの！　杉崎だって学生じゃない！」

「僕はいいんだ。僕には妖獣騎士と戦った経験があるし、ヒヒイロガネ製の魔ま剣けんもある」

「けど……！」

「とにかく、ふたりは避難するんだ。外の守りはなんとかなる」

　妖獣地ち帯たいに隣りん接せつしている明みよう神じん市しには軍が置かれているし、ひなたが来てくれたってことは天てん上じよう院いんが動いたってことだ。天上院の救済者セイバーなら高位の妖獣だってメじゃない。

「都市よりも前に家族を守──」

　光が見えた。

　南と愛原の遙か後方──。

　地上から天に向かって伸びる一ひと筋すじの光を認めて、僕は言葉を失った。

「杉崎……？」

　あれは……あの光は……。

「〝覇王大剣クラウ・ソラス〟……」

「えっ？　クラウ……なに？」

　間違いない。あれは、美み月づきが以前に朧おぼろとの戦いで使った禁きん呪じゆ、〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の光だ。

「美月……！」

　南みなみと愛あい原はらを押し退のけるようにして、僕は駆け出していた。

　天に向かって掲かかげらた禁きん断だんの刃やいばを目指し、走る。

　美月がいる。あの場所に、美月はいる。

　──ひなた……。

　走りながら、後ろを振り返る。

〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の光が見えたのは、ひなたがいるのとは反対の方向だ。

　ひなたがすぐそこにいるってのに、僕はひなたから遠ざかるように走っている。その事実にどうしようもなく胸が締めつけられたけれど、今は仕方がない。

　──待っててくれ、ひなた……！

　必ず。

　美月を助けたら、必ずそこに行くから。

　心の中で誓ちかって、僕はまっすぐに前を向いた。

　振り返ることは、もうなかった。













　　　五幕　背中合わせ







　妖獣騎士ドウーム・ナイト・鉄クロガネ。

　団だん内ないにおける主な任務は、背はい反はん者しやの抹まつ殺さつ。

　魔ま法ほうは好まず使わないが、その分、白はく兵へい戦せんの技ぎ量りようは団内でも屈くつ指し。[image: ]２である火か辰しんすら凌りよう駕がすると言われている。

　鉄は、強い。

　それは十分に知っているつもりだった。戦っている姿を見たこともある。

　だが、実際に自分が標ひよう的てきになって味わう鉄の強さは、圧倒的だった。

　ミチルは奥おく歯ばを嚙かみしめて、正面に立つ黒こく衣いの刀かたな使つかいを睨にらみつけた。

　そこは、明みよう神じん市しのほぼ中央を流れる川のほとり。雑ざつ草そうが生おい茂り市民が投げ捨てたゴミが散らばる、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言えないその場所で、ミチルは鉄と戦っていた。

　美み月づきはいない。アグネスも、マーヤも。三人は別の場所で戦っている。

　初めは、美月とミチルの二人対刺し客かく三人という構こう図ずだった。だが、民みん家かを巻き込まないよう広い場所を求めて戦っているうちに、はぐれてしまったのだ。

　──早く……早くお姉ねえちゃんのところに行かないと……！

　美月はまだ生きている。

　今さっき見えた天を刺さす光──あれは、美月の〝覇王大剣クラウ・ソラス〟に違いない。

　禁きん呪じゆと呼ばれる魔法の数々は、修しゆう練れんさえ積めば誰だれしもが修しゆう得とくできるというものではない。禁呪の修得には適てき性せいが要いる。そして、妖獣騎士団ドウーム・ナイツ内で〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の適性を持ち、修得しているのは、美み月づきと霞か月づきの二人だけだ。

　美月はまだ生きている。だが、美月の許もとへ駆けつけるためには、目の前の男をなんとかしなければならない。

　しかし、鉄に対し、ミチルは自分が勝てるイメージをこれっぽっちも見出すことができずにいた。

「どうした、こないのか？」

　鉄の低く平へい坦たんな声が、ミチルの鼓こ膜まくを静かに震わせる。

「ならば、またこちらからいかせてもらうぞ」

　そう言うと、鉄はだらしなく地面に向けていた刀の切きっ先さきを天に向けた。八はつ相そうの構かまえ。歴れき戦せんの戦せん士ししか持ち得ない研とぎ澄すまされた殺さつ気きに闘とう志しを貫つらぬかれて、ミチルは一歩後あとずさった。大デス鎌サイズを持つ手が震える。

　草履ぞうりを履はいた鉄クロガネの足が地面を割り砕くだく勢いで蹴けった。

　一いつ瞬しゆん。

　まばたきよりも短い間に、鉄は三十一発の斬ざん撃げきを繰り出し、ミチルはそのうちの二十七発を防ぐことに成功した。

　攻撃する余よ裕ゆうなんてまったくなかった。防ぼう御ぎよに徹てつして、それでもなお防ぎきれなかったのだ。

　受けた傷の一つ一つは、そう深くはない。だが、これまでの戦いでミチルは既すでに数え切れないほどの傷を負わされていた。

　ルドラの回復力と〝癒しの秘蹟サクラメント〟で、浅い傷はすぐに治ってしまうが、ミチルの身体からだから傷がなくなることはなかった。一つの傷が消える間に二つ三つと新たな傷を負わされてしまうのだから、ダメージは蓄ちく積せきされていく一方だ。

　ミチルが痛みを感じない体たい質しつでなかったら、とっくに倒れていてもおかしくない。それほどにミチルは傷ついていた。

「思いがけず粘ねばってくれる。さすがは団長の妹といったところか」

　鉄が言う。

　圧倒的に優ゆう勢せいでありながらも、その顔には余よ裕ゆうも嘲あなどりもない。それが厄やつ介かいだった。油ゆ断だんの一つでもしてくれれば付け入る隙すきもあるのに、鉄の辞じ書しよに油断の文字はない。

「素そ質しつも申し分ない。もう五年……いや、三年実じつ戦せんを積めば、俺を圧倒することもできただろう。……が、無む論ろん、そんな時間を与えてやるつもりはない」

　ゆっくりと大きく鉄は刀を振りかぶる。

「どうやら鍵かぎも現れたようだ。もたもたはしていられん。次で仕し留とめる」

　──もたもたしてらんないのはあたしのほうよっ！

　心の中で反はん論ろんしつつも、ミチルの足はじりじりと後ろに下がっていた。

　自分から攻めたところで返り討うちに遭あうのは目に見えている。かといって、防御に徹しているのももう限界だ。

　──どうすれば……。

　下がるミチルとの距離を保とうとするかのように、鉄が刀を振りかぶったまま前進してくる。

「あ……っ！」

　不ふ意いに、ミチルの左膝ひざがかくんと折れた。

　蓄積したダメージが、ミチルの足から力を奪ったのだ。

　身体が傾く。致ち命めい的な隙。

「うわあっ！」

　ミチルが大鎌を放り投げたのは、なにか狙いがあってのことじゃない。ただのパニック行動にすぎない。

「ぬ……！」

　だが、なんの考えもないそのアクションが、逆に鉄クロガネのペースをほんの一いつ瞬しゆんではあるが、乱した。

　半はん歩ぽ分ぶん体をずらすだけで避けられる大鎌を、鉄は斬ざん撃げきで弾はじき飛ばした。

「ちっ……！」

　これまで微み塵じんも揺らぐことのなかった鉄の表情に生じた、ささやかな揺らぎ。それが、ミチルをパニックから立ち直らせた。

　力の入らない足で、ミチルは無む理りやり後ろに跳んだ。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　大鎌は手離してしまったが、ミチルにはまだ魔ま法ほうという名の武器がある。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！　〝女神の大槌マグナ・マテル〟！　〝死者喰む大鷲フレスベルグ〟！」

　炎ほのおが、雷かみなりが、土つち塊くれの雨が、光の槍やりが、津つ波なみの如ごとく鉄を吞み込みにかかる。鉄といえど、かわしきることはできない。

　だが、魔法が命めい中ちゆうしたところで決定打だにならないことはわかっていた。だからミチルは魔法を連発しながら大鎌を拾うために駆け出していた。

　鉄の姿が爆ばつ光こうに吞まれて見えなくなる。

　ミチルはその脇わきを一息に駆け抜けて、鉄の遙か後方──土ど手てに突き刺ささっていた大鎌に手を伸ばした。

「甘い」

　その声が聞こえたのは、ミチルの手が大鎌の柄えをつかんだ瞬しゆん間かんだった。

　視し界かいの隅すみを、猛もう禽きんのそれに似た鉄の鋭い目がかすめた。

　刹せつ那な、衝しよう撃げき。

　身体からだが勝かつ手てにくの字に折れる。そして、ミチルは見た。自分の鳩尾みぞおちに食い込む鉄の拳こぶしを。

「あ……」

　息ができない。身体が動かない。

　身体が動かないから当然、鉄が下した顎あごめがけて繰り出してきた掌しよう底ていを避けることもできなかった。

　まともに顎を打ち抜かれて、ミチルは吹っ飛ばされた。

　風に巻かれた紙かみ屑くずのように為なす術すべもなく宙を舞い、川を越えて反対側の土手に背中から叩たたきつけられる。

　トン、と軽く地面を蹴けり川を跳び越えた鉄が、ミチルの前に立つ。

「自力の違う相手に勝とうと思えば、知ち略りやくを尽くすか、絶対の気き迫はくを持って臨む外ほかない。だが、貴き様さまにはそのどちらもない」

　ミチルは動けない。意識ははっきりしているのに、指の一本も動かせない。

　対する鉄は、まったくの無む傷きずではないものの、弱っている様よう子すはかけらもなかった。
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　──勝てっこ、ない。

　──お姉ねえちゃん……。

　ミチルは泣いた。

　──ごめんね、お姉ちゃん……。あたし、負けちゃったよ。お姉ちゃんのこと、守れないよ……。

　大きな瞳ひとみから大おお粒つぶの涙がポロポロとこぼれ落ちる。

「終わりだ」

　鉄クロガネが刀を振りかぶる。

　諦あきらめが、ミチルに目を閉じさせた。




　右を向いても赤。左を向いても赤。

　火の海と化した旧きゆう市街を、ひなたは息を切らせて走っていた。

　古い木もく造ぞう住宅が並ぶこの一いつ角かくは、ドラゴンの火炎吐息フアイアーブレスに薙なぎ払われて、消防隊たいが近寄れないほどに燃えていた。

　どうにもならなかった。

　ひなたが降り立った時にはもう、この惨さん状じようだった。

　光こう風ふう学園は、自分の家や星せい也やの家は無事だろうか。

　──せーやちゃん……。

『梯子はしご』は、着ちやく地ち地点を都市単たん位いまでしか指定できない。つまり、都市のどこに着地するかは、まったくのランダムなのだ。

　旧きゆう市街に降り立ったひなたを待っていたのは、強大無む比ひな妖獣ドウームの王──ドラゴンだった。

　明みよう神じん市しで暴れている妖獣の中にドラゴンがいるという話は聞いていた。だが、まさか地上への着地と同時に相あい見まみえることになるとは思わなかった。

　ドラゴンは自らの背後に降り立った小さな人ひと影かげには気づきもせずに、その巨大な口こう腔こうから紅ぐ蓮れんを吐き出し、一面をたちまち火の海に変えた。

　根こん源げん魔ま法ほうで防壁を張ってなんとか凌しのいだひなたは、驚きに立ち竦すくみドラゴンの攻撃を阻そ止しできなかった自分を責めつつ、根源魔法を放ってドラゴンを倒した。

　さらに空中から地上を攻撃していたスフィンクスの群れも倒して──そして、今。

　走っていたひなたは、目眩めまいを覚えて足を止め──そのまま、その場に半なかば倒れ込むように両手膝ひざをついた。

「はあ……はあ……はあ……」

　ひなたを倒れさせたのは、疲労だった。

　根源魔法は体力気き力りよくともに消しよう耗もうが激しい。故ゆえに連発はできないし、ましてやひなたは地上に下りてくる前の時点で既すでに、修しゆ行ぎようでくたくたになっていたのだ。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜いたら意識をなくしてしまいそうなほどに疲れきっていながらも、ひなたは歯を食いしばって立ち上がった。

　星せい也やの無事を確認するまで──そして、敵を殲せん滅めつするまで、死んでも倒れるわけにはいかない。

　乱れた呼吸を整えるために深しん呼吸しながら顔を上げたひなたは、正面に燃え立つような赤い髪かみの女を見た。

　女はまっすぐにひなたを見ていた。

　血に飢うえた魔ま獣じゆうの目で。

　ひなたは息を吞み、後あとずさった。

　──怖い。

　ドラゴンを前にした時にも感じなかった恐怖が、ひなたからまばたきさえも奪い去った。

「よう」

　女が口を開いた。

「また会ったな、ってのは白しら々じらしいか。会いにきたんだからよ」

　目の醒さめるような美女でありながら、女の口く調ちようには女性らしさがかけらもない。

「知らない……」

　ひなたはぎこちなく首を横に振った。

　ひなたは目の前の女を知らない。間違いなく、初めて見る顔だ。

　なのに、なぜだろう。どこかで会ったことがあるような気がしてならない。それも、ごく最近だ。

「うん？　オレが誰だれかわからねえってか？　ま、しゃーないわな。前回と今回じゃ、姿が違うんだからよ」

　女は艶なまめかしくくびれた腰に手を当てて、名な乗のった。

「火か辰しんだ」

「火辰……」

　ひなたはその名前を知っていた。

「妖獣騎士団ドウーム・ナイツの、副ふく団長……」

「そうだ。てめぇにぶちのめされて命からがら逃げ帰った、情なさけない副団長様さまだよ」

「でも……」

　たしかに、ひなたは火辰と戦った。天てん上じよう院いんが妖獣騎士団の襲しゆう撃げきを受けた時だ。あの時、妖獣騎士団を率ひきいていたのが火辰だった。

　だが、ひなたの知る火辰は女ではなく男だった。

　劫ごう火かのような赤い髪は同じだし、獰どう猛もうかつ凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きも共通していて、性せい別べつが違っている点てん以外は、たしかに同どう一いつ人物かと思えるほどだが……。

「てめぇのせいなんだぜ」

　火辰を名乗る女が言う。

「てめぇにくらわされた根こん源げん魔ま法ほうが嫌ってほどに効いちまってよ、雄ゆう体たいとしてのオレは死んじまったのさ。おかげで、雌し体たい（こっちの姿）で生きてかなきゃならなくなった」

　相手がなにを言っているのかひなたには理解しきれなかったが、目の前の女が天上院で戦ったあの火辰と同一人物なのだということだけは、わかった。

「恨うらんじゃいねえよ。オレの半分が死んじまったのは、てめぇを侮あなどったオレ自身の落ち度だからな」

「明みよう神じん市しを襲おそわせたのは、あなたなんですか？」

　恐怖を嚙かみ殺して、ひなたは問いかけた。

「いーや、今回は我らが団長様さま直じき々じきの命令だ。さっきてめぇが塵ちりにしてくれたドラゴンはオレのペットだがよ」

　ひなたは燃え盛る家々を横よこ目めに捉とらえ、握りしめた両手を恐怖ではなく怒りに震わせた。

　家から離れていた上に遊ぶ場所や買い物する場所にも乏しい旧きゆう市街は、ひなたにとってさほど思い入れのある場所じゃなかった。それでも、生まれ育った故こ郷きようの一部であることに変わりはない。

　それを火の海に沈めておきながら悪びれもしない目の前の女を、そして妖獣騎士団という組織を、ひなたは許せないと思った。

「まあ、こんな都市の一つや二つ、どうなろうと知ったことじゃねえ。オレはな、てめぇとケンカできりゃそれでいいんだ」

　歯を剝むいた火か辰しんが両手の指をゴキゴキと鳴らす。

「油ゆ断だんはしねえ。誰だれの邪じや魔まも許さねえ。今回は一対たい一だ。妖獣騎士団ドウーム・ナイツの副ふく団長と伝説の根こん源げん魔ま法ほう使い。こいつは最高のケンカになるぜ」

　笑う火辰をひなたは睨にらみつけた。

「わたしと戦うために……そんなことのために、この都市を襲おそったの？」

「団としての目的は別にあるがな、オレ個人に限って言えばそうだ」

「くだらない……」

「なにがくだらない？　ケンカは至し上じようの娯ご楽らくだぜ。てめぇも力を持つ者なら、命のやりとりに体の……いや、魂たましいの底から震えるような悦よろこびを感じたことがあるはずだ」

「ない！」

　ひなたは声を張って返した。

「あるわけない！　戦いは痛くて苦しくて、悲しいだけのものだもの！　それを楽しいだなんて──！」

「見けん解かいの相そう違い、だな」

「わたしは、あなたを許さない」

　ひなたの全身が白い揺らめきに包まれた。

　一見炎ほのおに見えるそれは、実際には微び細さいな光の粒りゆう子しの集まりだ。

「やる気になってくれたみたいだな。上じよう等とう上等」

　火辰の瞳ひとみがルドラ特とく有ゆうの虎とらの目に変わり、迫力を増した。──が、ひなたは一歩も下がらない。

　火辰の遙か後方で天に向かって伸びた光も、火辰と真まっ向こうから視線をぶつけ合うひなたの目には入らなかった。

「〝火之迦具土ヒノカグツチ〟」

　力ある言葉をおもむろに呟つぶやいた火辰の全身が、ひなたに対抗するかのように深しん紅くの炎に包まれた。

「アハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　高らかに笑い声を響ひびかせて、火辰が地面を蹴ける。

「さあ、歴史に残るケンカをしようぜ！」

　白い炎を大きく逆さか巻まかせて、ひなたは迫り来る火辰を迎え撃うった。

　灼しやく熱ねつの海の底で、白と赤──二色の炎が激げき突とつした。
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　美み月づきが全身全ぜん霊れいで振り下ろした禁きん断だんの刃やいばは、アグネスを捉とらえることもマーヤを捉えることもできず、ただ校庭に深い裂さけ目を作るだけに終わった。

　肩で息をしながら、美月は奥おく歯ばを嚙かみしめた。

〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は絶対的な破は壊かい力を誇る反面、発はつ動どうまでに膨ぼう大だいな隙すきを必要とする魔ま法ほうだ。

　アグネスとマーヤ──二人の妖獣騎士ドウーム・ナイトを光こう風ふう学園の校庭まで誘ゆう導どうした美月は、〝覇王大剣クラウ・ソラス〟で二人を同時に倒す、一いちか八ばちかの賭かけに出た。

　魔法を連れん発ぱつして敵の目をくらまし、校舎の陰に身を潜ひそめて〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の準備動どう作さに入り──なんとか発動までこぎつけはしたものの、いともあっさりと避けられてしまった。

　賭けは、失敗に終わった。

「ダッサダサ。あんなノロマな攻撃、アタシたちに当たるわけないじゃーん」

　美月の前に軽やかに着ちやく地ちしたマーヤが猫ねこ足あしグローブに覆おおわれた手をぷらぷらさせて言う。

「ですが、ほんのちょっぴりヒヤッとしてしまいましたわ」

　そう言ったのは、マーヤの斜め後方に優ゆう雅がに着地したアグネスだ。

「貴女あなたも〝覇王大剣クラウ・ソラス〟を使えましたのね」

　美月は無言で魔法杖ルーンスタツフを構えた。

　勝てたかもしれない最大最さい後ごの機会を逸いつしてしまった。

〝覇王大剣クラウ・ソラス〟を使えることを知られてしまった以上、もう使えない。使わせてはもらえない。

　どだい無む理りな話だったのだ。発はつ動どうまでの隙すきが大きく、攻こう撃げき速度も遅い〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は、相棒パートナーのサポートなくしては難しい魔法だ。

　そして、今、美月には相棒がいない。ミチルとははぐれてしまった。

　一いつ瞬しゆん、頭の隅すみに一人の少年の顔がちらついたけれど、彼がこの場にいたところで役に立たないことは明白だった。そもそも、彼を突き放したのは他ならぬ美月自じ身しんなのだ。

「んじゃ、次はアタシのターンね」

　とんっ、とマーヤが爪つま先さきだけで地面を蹴ける。

　美月は跳び退のいて距離を詰められまいとしたが、かなわなかった。

　瞬しゆん時じに美月の目の前まで肉にく薄はくしてきたマーヤが、「娘にやん々にやんぱーんち」、無む邪じや気きな笑顔でパンチを繰り出してくる。──避けられない。

　ちょんと小こ突づくような軽いパンチなのに、鼻はなっ柱ぱしらにもらった美月は脳を揺らされて身動きを失った。戦鎚ハンマーで力任まかせに殴なぐりつけられたような、硬くて重い衝しよう撃げきだった。

「娘々らーっしゅ[image: ]」

　リズミカルに口ずさみながら、マーヤは左右の手でパンチを連れん打だしてくる。

「娘々とるねーど！」

　全ぜん弾だんくらって膝ひざから崩れ落ちた美み月づきを、さらなる強打が襲おそった。

　独楽こまのように全身を高こう速そく回転させながらの、裏うら拳けん。

　美月は校庭の端はしまで吹っ飛ばされて、背中からフェンスに激げき突とつした。そして、前のめりに倒れる。

　痛みが身体からだ中の至る所で暴れ回り、美月を立ち上がらせまいとする。だが、美月は立ち上がった。

　立ち上がりはしたものの、足に力が入らない。魔法杖に体重を預けて、なんとか立っているといった感じだ。

「火よ──。五ご元げんの一いちにして、始し原げんの赤──」

　痛みを嚙かみ殺して、美月は呪文スペルを唱え出す。半なかば感覚のない左手を魔法杖から離して、その手で虚こ空くうに術式コードを書き刻む。

「〝怒れる火神イグナイト〟」

　力ある言葉が聞こえた。

　美月のじゃない。美月の詠えい唱しようはまだ終わっていない。

　今のは、アグネスの声だ。理解と同時に、美月の右方で紅ぐ蓮れんが炸さく裂れつした。

　爆ばく圧あつに宙を舞わされた美月に、「猫ねこ式しきどろっぷきっく！」、マーヤの跳び蹴げりが突き刺ささる。

　美月は地面に叩たたきつけられて、咳せき込んだ。咳せきには血が混じっていた。

　立ち上がろうとしたが、身体がまるで動かない。突つっ伏ぷした状態から顔を上げるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　アグネスとマーヤの姿が見えた。アグネスはたおやかに微笑ほほえみ、その隣となりに立つマーヤは退たい屈くつそうに両手をぷらぷらさせている。

　二人の後方に、傷ついた校舎が見えた。

　窓ガラスが割れ、所々壁かべが崩れたり焼けたり……校庭に面している部分は酷ひどい有り様さまだった。

　そして、その光景は美月の胸を少なからず痛めた。

　──やっぱり、変わったんだな。私……。

　以前の美月だったら、学園がどうなろうとなんとも思わなかっただろう。だが、今は胸が痛い。友達と過ごした場所が傷つくことが、悲しい。

　アグネスとマーヤは追い打ちをかけてはこない。

　待っているのだ。美月が立ち上がるのを。

　死なない程度に痛めつけては立ち上がるのを待ち、そしてまた痛めつける。さっきからもう何度も繰り返されている。

　猫にいたぶられるネズミの気持ちを、美月は嫌と言うほどに嚙みしめさせられていた。

　いっそ早くとどめを刺して楽にしてほしい──不意にちらついたそんな思いを血の混じった唾つばとともに吐き捨てて、美月は立ち上がった。ルドラの回復力りよくと自分で自分にかけた〝癒しの秘蹟サクラメント〟が、美み月づきに立ち上がる力を与えてくれる。けれど、それが自分にとってありがたいことなのかどうか、美月にはわからなくなりつつあった。

「立っていただけて嬉うれしいですわ、美月さん」

　アグネスが頰ほおに手を添えて、しとやかに言う。

「私、まだまだ見み足たりませんの。──貴女あなたの苦しむ姿を」

「いい趣しゆ味みをしているわね」

　痛みに小さく呻うめきながら、美月は魔法杖を構えた。

「貴女がいけないんですのよ？　貴女が彼を死なせてしまうから……」

「それって、レイのこと？」

「ええ」

　頷うなずいて、アグネスは遠い目をした。

「私、彼には友ゆう情じよう以上に憎にくしみを感じていましたの。誰だれよりもあの方の信頼の厚い彼が、憎くてたまらなかった……。ですから、いずれこの手で──そう思っていましたのに、貴女のせいでかなわなくなってしまった……」

「なーるほどっ」

　マーヤがぽんっと手を打った。

「それが、おねーさまが今回のオシゴトに志し願がんしたホントの理由なんだねっ」

「あの方や鉄クロガネさんには内ない緒しよよ？」

「ちゅーしてくれたら黙っててあげるっ」

「あらあら、悪い子ね」

　アグネスが「うふふ」と笑い、マーヤが「えへへ」と笑う。

「教えてあげるわ──」

　美月はおもむろに膝ひざを曲げ──。

「──そういうのを、逆さか恨うらみっていうのよ！」

　力いっぱいに地面を蹴けった。

「火よ。五ご元げんの一いちにして始し原げんの赤。我わが呼び声に応こたえて来たれ。熱き殺さつ意いを以もつてすべてを焼き尽くせ。──〝怒れる火神イグナイト〟！」

　アグネスとマーヤに、直上から火か球きゆうの雨を降らせる。

　アグネスとマーヤは動きもしない。

　轟ごう音おんが学園を震しん撼かんさせ、灼しやく熱ねつの花が校庭中に咲き乱れる。

　直ちよく撃げきしたところで、通常魔ま法ほうではロクなダメージを与えられない。──が、かまわなかった。今のはただの目め眩くらましだ。

　美月の本当の目的は、この場からの逃とう走そうにあった。

〝覇王大剣クラウ・ソラス〟が失敗に終わった今、美月が勝つにはミチルと合流するしかない。ミチルと合流して二人がかりで鉄クロガネを倒し、追ってきたアグネスとマーヤをミチルと二人で迎え撃うつ。二対たい二の状況に持ち込めば、勝しよう機きはある。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　飛ひ翔しよう魔ま法ほうを使えない美み月づきは、烈れつ風ぷう魔法で自らを弾はじき飛ばし、学園からの脱出を図った。

　が──。

「逆さか恨うらみもまた、立りつ派ぱな恨みですわ」

　耳みみ許もとで、声。

　視し界かいの隅すみにアグネスの長い髪かみが見えた。

　──後ろを取られた……！

　戦せん慄りつに目を見開いた美月の肩に、ポンとアグネスの白い手が載のった。

「〝烈しき雷帝インドラ〟」

　力ある言葉が蜜みつのように甘い声で囁ささやかれる。

　閃せん光こうが光こう風ふう学園の空の色を青白く塗り替え、閃光の発生点にされた美月は校庭の真まん中なかに為なす術すべもなく頭から叩たたき落とされた。

「……っ……あ……」

　効いた。全身がバラバラにひきちぎれたかと思った。腕も脚あしも首も、ちゃんと全部胴どう体たいと繫つながっているのが不ふ思し議ぎなぐらいだ。

　呻うめくしかできない美月の前に、アグネスが綿わたのようにふわりと舞い降りる。その隣となりには、マーヤ。

「さあ、立ってくださいな。手て加か減げんはしましたわ。十数かぞえるうちに立っていただけないのであれば……そうですわね、あの少年を殺しましょうか。……一……二……」

　あの少年とは誰だれのことだろう、と美月は思った。

　殺されたくないと思うような少年が、自分にいただろうか。

　レイ？

　……いや、レイはもう死んでしまった。

　なら、誰？

　……わからない。

　魔法をたくさん使ったから、そのせいで忘れてしまったのだろうか。

「……七……八……」

　殺されたくない少年なんて心当たりもないのに、美月は焦りにかられて立ち上がった。

　ズキン、と頭が痛んだ。

「──あ……っ！」

　悲鳴を上げずにはいられないほどの痛みだった。

　まるで、脳を直接金かな槌づちで殴なぐられているような。

　身体からだ中のどこもかもがこっぴどく痛んでいたけれど、頭の痛みに比べればマシに思えた。

「立っていただけて嬉うれしいですわ。……マーヤ」

「はーいっ」

　ぷらぷらさせていた両手を上げて、マーヤが地面を蹴けった。

「娘にやん々にやんみさーいる！」

　空中で自身の天地をひっくり返し、左右の拳こぶしを揃そろえて急きゆう降下してくる。

　横に動いてなんとか直ちよく撃げきだけは免まぬがれた美み月づきだが、衝しよう撃げき波はまでは避けられなかった。吹っ飛ばされ、焼けた地面を無む造ぞう作さに転げる。

　痛い。

　苦しい。

　もう嫌だ。もう立ちたくない。

　だけど、美月は立ち上がった。

　正面にマーヤ。アグネスの姿は見えない──ということは、後ろにいるのだろう。

「──く……あっ！」

　またズキンと頭が痛んで、美月はよろめいた。

　この頭痛はなんなのだろう。

　さっき頭から叩たたき落とされた時に、脳を酷ひどく損そん傷しようしたのだろうか。それとも、魔ま法ほうの使いすぎで脳に巣くった妖獣ドウームが暴れ回っているのだろうか。

　死にたい──。

　黒い靄もやのかかりはじめた意識で、美月はそう思った。

　もうこれ以上戦いたくない。痛い思いも苦しい思いも、もうまっぴらだ。

　勝ち目なんてかけらもないのに、立ち上がることになんの意味があるのだろう。

　もう無む理りだ。もう限界だ。

　敵が簡単にとどめを刺さしてくれないのなら、いっそ自分の魔法で自分を撃うってしまおうか──そんな考えが浮かんで、美月は苦く笑しようした。

　自分はこんなにも弱い人間だったろうか。

　自分はもっと諦あきらめの悪い人間ではなかったろうか。

　この程度の苦痛、これまでに何度も味わってきた。絶望の海を泳ぐことには慣れているはずなのに。

　なぜ、今は耐えられないんだろう。溺おぼれてしまっているんだろう。

「足りない……」

　呟つぶやいて、ああそうだ、と美月は納なつ得とくした。

　足りないんだ。

　今の自分には、大事ななにかが欠けて足りなくなってしまっているんだ。

　──でも、それは一いつ体たい何なんだろう……？

「……っ……ああっ！」

　頭痛がいよいよ止まらなくなって、美み月づきは身体からだをくの字に折った。

　暴れている。頭の中で、なにかが暴れ狂っている。

（安あん藤どう）

　唐とう突とつに声が聞こえた。

（安藤みたいに強くなるには、どうしたらいいんだ？）

　外からの声じゃない。

（安藤は指し針しんなんだ。ゴールに辿たどり着くための。だから、どうしても見失うわけにはいかないんだ）

　その声を発しているのは、美月自じ身しんの記き憶おくだった。

　美月の意志とは無関係に、記憶が勝かつ手てに誰だれかの声を甦よみがえらせている。

（安藤の記憶を──魂たましいを、僕に共有させてほしいんだ）

　誰の声なんだろう。

　まだ若い──少年の声だ。

　レイの声じゃない。

　誰の声なんだろう。

（美月）

　敵てき意いと殺さつ意いの世界で生きてきた美月を、その声は親しみと信頼に満ちた声で呼び捨てる。

　そんなふうに美月を呼ぶ少年が、レイの他にいただろうか。

（美月を殺すなんて……殺すために強くなるなんて、絶対に嫌だ）

（僕は、美月を殺すためじゃなく、守るために……ふたりで天てん上じよう院いんに上がるために、強くなりたい）

　思い出せない。

　思い出せない。

　悔くやしくて悲しくて、美月は泣いた。

（僕は美月の相棒パートナーなんだ）

「相棒……」

　美月は涙に濡ぬれた目を見開いた。

「……セーヤ……」

　憶おぼえのない名前が、口をついて出た。

「セーヤ……」

　美月は思う。

　これはきっと、砕け散ってしまった記憶のかけらなんだと。

「セーヤ……セーヤ……」

　泣きながら、美み月づきはその名前を繰り返し呟つぶやいた。

「セーヤ……セーヤ……セーヤ……」

　砕け散りながらも消えることなく残っていたその名前を、もう二度と忘れないように。記き憶おくではなく心に刻きざみつけるために。

「セーヤ……っ！」

　目をぎゅっと閉じて、小さく叫ぶ。




「美月！」




　美月の叫びに応こたえるように、美月の名前を呼ぶ声が焼けた校庭に響ひびき渡った。




「美月！」




　記憶の声じゃない。その声はたしかに、そして力強く美月の鼓こ膜まくを震わせ、美月に顔を上げさせた。

　駆けてくる。

「美月！」

　少年が、美月の名前を叫びながら駆けてくる。

「セーヤ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟いたその名前と駆けてくる少年が、繫つながる。

　記憶のかけらが少年の名を輝き叫ぶ。美月も一緒に叫んでいた。




「セーヤ！」




　光が弾はじけた。

　砂すな粒つぶよりも小さな記憶のかけらの一いつ片ぺん一片が光を放って溶け合い、結けつ晶しようになる。




　──思い出した。




「僕も一緒に戦う！　戦わせてくれ！」

　少年が美月と背せ中なか合わせに立って、剣を構える。

　──ああ、そうだ。

　美月は茜あかね色いろの空を仰いだ。

　──これだ。

　──足りなかったものは、これだ。

　美み月づきは目を閉じ、背中に感じる少年のぬくもりを嚙かみしめた。

　──不足は、埋まった。

　──戦える。

　──私は、まだ戦える。

　頭を支配していた耐えがたい痛みは今や消え、心に広がっていた絶望の海は希望の原へと変わっていた。

「遅いわよ。なにやってたの」

　目を開け、ブレザーの裾すそで涙を乱らん暴ぼうに拭ぬぐって、美月は星せい也やの──かけがえのない相棒パートナーの背中に遠えん慮りよなく自分を預けた。
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「セーヤ！」

　美月が僕の名前を叫んだ時、僕は僕の知っているあらゆる神しん仏ぶつに感謝した。

「遅いわよ。なにやってたの」

　そして今、背中に美月の重みを感じながら、こみ上げてくる涙をこらえられずにいた。

　駄だ目めだな。今日の僕は泣いてばかりだ。

　だって、美み月づきが僕を思い出してくれたんだ。こんなに嬉うれしいことはない。

「あらあら、勇ましい騎き士し様の登場ですわね」

「なんなのこのへなちょこ。空気読よめって感じ」

　ずずっと鼻を啜すすって、前後の敵に意識を向ける。

　いつまでも喜びに浸ひたってはいられない。ここは戦場なんだ。

　敵は妖獣騎士ドウーム・ナイトが二人。アグネスとマーヤ。鉄クロガネの姿はない。ミチルも。──ということは、きっとミチルと鉄は別の場所で戦っているんだろう。

「美月」

　僕は、僕のほうからも美月の背中に体重を預けて、言った。

「あれを、やろう」

「……！」

　美月が息を吞む気け配はいが伝わってきた。

「勝つには、それしかない」

「……そうね。いいわ。やりましょう」

　静かな吸気を挟んで、美月は呪文スペルを唱えはじめる。

「汝なんじ、巨きよ人じんを討うちし者。汝、竜りゆうを殺せし者。我われ、汝に願い給たもう」

　力強くも涼すずやかな声で。禁きん呪じゆ──〝絶対英雄ベーオウルフ〟の呪文を。

「おねーさま！　この呪文──！」

　緊きん迫ぱくした声をあげたのは、マーヤだった。

「あらあら、〝絶対英雄ベーオウルフ〟まで使えましたのね」

　一方のアグネスは、頰ほおに手を当て暢気のんきに微笑ほほえんでいる。

「汝の英えい姿しを我が目に。汝の剣を我が同どう胞ほうに」

　美月の声が響ひびき渡るとともに、美月の身に膨ぼう大だいな量のマナが集まっていく。

「バッカみたい。そんなへなちょこが〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えられるわけないのに」

　マーヤの嘲ちよう笑しようなんて意にも介かいさず、美月は高らかに力ある言葉を放つ。

「比ひ類るいなき戦せん士し。汝の名は──〝絶対英雄ベーオウルフ〟！」

　僕たちは重ね合わせていた背中を同時に離すと、互たがいに踵きびすを返した。

　向かい合い、見つめ合う。

　僕は美月の目に──。

　美月は僕の目に──。

　互いに吸い込まれるように顔を近づけ合い──そして、僕らは唇くちびるを重ねた。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟は魔ま法ほう使つかいの集めたマナを剣けん士しに与え、死に至る苦痛と引き換えに剣士の戦せん闘とう能力を劇げき的てきに向上させる──相棒なくしては使えない禁呪だ。

　息吹いぶきとともに、美月が集めたマナが僕の中に吹き込まれる。

　アグネスもマーヤも、僕たちの行為を阻そ止ししようとはしない。

　僕が〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えられるなんて──体内で暴ぼう走そうするマナを制せい御ぎよできるなんて、これっぽっちも思っていないのだ。

　──目に物を見せてやる。

　僕はかつて一度、〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えてみせたことがある。だからって今回も耐えられるとは、もちろん限らない。

　耐えられなければ、僕は死ぬ。

　僕は命いのち懸がけの提案をして、美み月づきは驚きはしたものの、迷いなく賛さん同どうしてくれた。僕を信じて決断してくれた。

　僕には、それが嬉うれしかった。

　耐えられる。

　美月が信じてくれるなら、どんな苦痛にだって耐えてみせる。

　美月の唇くちびるが離れるのと同時に、それは始まった。

「う……く……ああああああああああああああああああああっ！」

　凝縮ぎようしゆくされたマナが、解放を求めて僕の内で暴れ狂う。

　まるで、身体からだの中でドラゴンがのたうち回っているかのような、圧倒的な苦痛。

　僕を構成するすべてが、もう許してくれと絶ぜつ叫きようをあげる。

　だけど、僕は許さない。

　苦痛に負けることを──僕が死ぬことを、僕は許さない。

　美月が僕を見ている。まっすぐに僕を映す虎とらの目には、一点の曇りもない。美月は信じている。僕がこの苦痛に耐え抜くことを、１００％信じきっている。

　あの目に、僕は応こたえる。

　僕なら応えられる。

「ああああああああああっ！　がああああああああああっ！」

　腹の底の底から、野の太ぶとくひび割れた声が噴ふき出しほとばしった。

　苦痛の嵐あらしのただ中で、僕は理解する。

　僕がかつてこの苦痛に耐え抜けた理由──。

　鬼おにだ。

　僕の血に棲すむ暴ぼう悪あくな鬼が、僕に力を与えているんだ。限界を限界でなくさせているんだ。

　そうだ──！

　今日の僕に、限界はない──！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　僕は吼ほえた。

　鬼に乗っ取られないよう、僕の存在がここから消えてなくならないよう──身体と、心と、命と、魂たましいのすべてで吼ほえた。

　そして──。

　僕は僕のあげた咆ほう吼こうの余よ韻いんを聞きながら、肺はい一いつ杯ぱいに熱い夜や気きを吸い込み、細く長く吐き出した。

「うそ……」

　マーヤが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「耐えた……の……？」

「どうやら、そのようですわね。気け配はいががらりと変わりましたわ。広くて大きくて、だけど静かな……そう、まるで凪なぎの海のよう……」

　僕は右手に持った月の守もり人びとを軽く斜めに振り下ろして、柄つかに左手を添えた。

　美み月づきと視線を合わせ、頷うなずき合う。

「なんで、あんなへなちょこが……」

「人は見かけによらない、とはよく言ったものですわね」

「……本気、出したほうがいいかな？」

「そのほうが、後こう悔かいせずにすむのではないかしら」

「……だよね」

　マーヤの気配が変わった。

　玩具おもちやっぽい雰ふん囲い気きが消え失せ、研けん磨まされた殺さつ気きが荊いばらみたいに絡みつきトゲを突き刺さしてくる。

　ぺろりと舌なめずりをして、マーヤは両手を覆おおっていた猫ねこ足あしグローブを片方ずつ、歯で引っ張って脱ぎ捨てた。

　露あらわになった小さな手には、赤っぽい斑はん点てんが手首の上までびっしりと広がっていた。蕁じん麻ま疹しんっぽく見えるけど……本気を出すと宣言して露にした以上、なにかあるに違いない。

「では、私も……〝かくも美しき翼スバルナ〟」

　飛ひ翔しようの魔ま法ほうで空の人になったアグネスが、右手を掲かかげる。その上に、巨大な長方形の鉄てつ塊かいが浮かび上がるように現れた。

　あれは……戦槌ハンマー──!?

　形状からして戦鎚であることは間違いない。だけど、その巨大さは戦鎚の範はん疇ちゆうを超えていた。

　人ひと一人ひとりどころか、大型車でもぺしゃんこにできそうな大きさだ。打だ撃げき面めんには両手大剣グレートソードもかくやというごついトゲまでついていて、いよいよ狂気じみている。

「破潰天女ハンマー・クイーン……」

　美月が呟いた。

「それが、アグネスの二つ名よ」

「破潰天女……」

　なるほど。人は見かけによらない、か。

「うふふ……盛り上がってまいりましたわね」

　狂きよう気きの巨きよ鎚ついを肩に担かついで、アグネスは華はなやかに微笑ほほえむ。

「美み月づき」

　浅く腰を落として、言う。

「受けには回らない。仕掛けるぞ」

　美月が頷うなずいて、後ろに跳ぶ。

「いくぞっ！」

　敵の注意をこっちに向けさせるためにあえて叫んで、僕は地面を蹴けった。

　音と風景を置き去りにして、マーヤの背後に回り込む。

　振り返ったマーヤの目は、驚きよう愕がくに見開かれていた。僕の疾はやさが、彼女の予測を超えていたんだろう。

　でも、驚いているのは僕も同じだった。自分で思っていた以上に疾く動けた。〝絶対英雄ベーオウルフ〟で肉体を強化するのは二度目だけど、明らかに前回を上回っている。

　僕ぼく自身の自じ力りきが上がったからだろうか。それとも、鬼おにの力がより強く出ているのか。あるいは、その両方か。わからないけれど、これなら朧おぼろの時みたいに防まもりに徹てつさずにすむ。互ご角かく以上に戦える。

　僕は走りながら振りかぶっていた月の守もり人びとを、袈け裟さ懸がけに奔はしらせた。──だけど、切り裂けたのは空気のみ。

　驚きで反応が遅れたはずなのに、マーヤはバックジャンプで軽かる々がると逃れていた。

「へなちょこの分ぶん際ざいであたしの後ろを取るなんて！」

　反はん撃げきの突進。

　今度は驚愕じゃなく殺さつ意いに虎とらの目を剝むいて、マーヤが拳こぶしを繰り出してくる。

　僕は退ひかず、斬ざん撃げきで応じた。

　マーヤの拳と僕の剣が、真まっ向こうから激げき突とつする。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトといっても、マーヤは素す手で。対する僕の剣は──月の守人は──ヒヒイロガネ製の魔ま剣けん。かち合えば、確実にこっちが勝つ。

　確信を持って振り抜いた剣は、だけど、マーヤの拳を切り裂くことはできなかった。そもそも、振り抜けてさえいない。

　僕の斬撃は、マーヤの拳にがっちりと止められていた。

　ヒヒイロガネを素手で止めるなんて、できるわけがない。

　目め尻じりと口の端はしを吊つり上げた、愛らしさなんてもう微み塵じんもない悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで、マーヤが拳を押し込んでくる。

　緋ひ色いろの斑はん点てんがギラリと光って、僕は理解した。

　マーヤの小さな拳にびっしりと浮かんだそれは、蕁じん麻ま疹しんなんかじゃない。ヒヒイロガネだ。マーヤはヒヒイロガネの小しよう片へんを手に埋め込んでいたのだ。

　マーヤの力は凄すさまじく、僕は身体からだごと弾はじかれて体勢を崩した。

「……っ！」

　甘かった。互ご角かく以上なんてとんでもない。疾はやさでも力でも、まだまだ一段上をいかれている。

　悪あつ鬼きの形ぎよう相そうに笑えみを浮かべて、マーヤが跳び退のく。

　──おかしい。どうして追つい撃げきをかけてこないんだ？

　疑問に思うのと同時に、僕の上に影が差した。とても大きな影が。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　美み月づきの声が響ひびいて、烈れつ風ぷうが僕を襲おそった。

　体勢を崩していた僕は紙かみ屑くずみたいに吹っ飛ばされて、皮ひ膚ふの裂ける痛みに小さく呻うめいた。

　そして、見た。

　アグネスの振り下ろした戦鎚が校庭を打ち据すえる様さまを。

　途と方ほうもない衝しよう撃げきに大気までもが激しく震えた。

　間かん一いつ髪ぱつだった。美月が攻撃のために準備していた魔ま法ほうで僕を吹っ飛ばしてくれなかったら、ミンチになっていたところだ。──いや、ミンチじゃすまないか。あんな物をまともにくらったら、きっと跡あと形かたも残らない。

「あらあら、避けられてしまいましたわね」

　頰ほおに手を当ててにっこりと微笑ほほえんだアグネスが、戦鎚を肩に担かついで飛ひ翔しようする。狙いは、僕だ。

　──疾い。

　超ちよう重じゆうなんて表現じゃ物もの足たりない超ちよう絶ぜつ巨大戦鎚を、アグネスは視し認にんするのがやっとという異常な疾さで振り下ろしてくる。

　なんとか避けはしたものの、ギリギリだった。ギリギリすぎて衝撃波はに吹っ飛ばされた僕の背中に、マーヤが迫る。

　体勢が悪い。避けられない。けれど、僕は焦りも怖れもしなかった。

　信じていたから。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　拳こぶしを振りかぶったマーヤに、美月の電でん撃げき魔法が絡みつく。

「──がっ！」

　Ｂランクの妖獣ドウームですら塵ちりに変えてしまう美月の魔法も、妖獣騎士ドウーム・ナイト相手じゃ直ちよく撃げきさせても大きなダメージにはならない。それでも、まったく効かないわけじゃないし、一いつ瞬しゆんなら動きを止めることもできる。

　拳を振りかぶった体勢で固まったマーヤの薄い胸に、肘ひじ打うちを叩たたき込む。

　声にならない悲鳴をあげて、マーヤは落ちていく。

　着ちやく地ちした僕に、美月が背中を重ねてきた。

　ナイスフォロー。

　口をついて出ようとしたその言葉を、吞み込む。

　そんな言葉はもう、僕と美み月づきには必要ないんだ。

　当たり前のことなんだ。互たがいを援えん護ごし合うのは。

　僕たちは相棒パートナーなんだから。

「強いですわね、うふふ」

　巨きよ鎚ついを担かついで、アグネスが優ゆう雅がに舞い降りる。

「……生なま意い気きッ！」

　立ち上がったマーヤが、口の端はしを伝う血を舐なめ取って鋭く叫ぶ。ダメージの色は薄い。

　どっちもかつてない強きよう敵てきだ。

　マーヤのスピードとパワーは朧おぼろよりもミチルよりも上だし、アグネスはまだまだ全然底を見せていない。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟が成功したとはいえ、状況は僕たちに不利だ。

　だけど、僕は僕たちが敗けるとはこれっぽっちも思っていなかった。

　僕が美月の、美月が僕の背中を守っている限り、僕たちは無む敵てきだ。

　美月も同じように思っているのが、合わせた背中から伝わってくる。

「なに笑ってんの、こいつ。へなちょこのくせに余よ裕ゆうかましてるつもり!?　ムカツク……！」

「美月さんも笑っていますわ」

　──たしかに、僕は笑っていた。美月が笑っているのもわかっていた。

　ピンチのまっただ中にいるってのに、僕たちは笑っていた。













　　　六幕　ゆびきり（Ⅱ）







「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　すべてを諦あきらめて目を閉じたミチルは、不ふ意いに聞こえた声にハッと目を見開いた。

　闇やみ夜よを切り裂く青白い光と、大きく跳び退のいてそれをかわす鉄クロガネの姿が見えた。

「みっちー！」

　声のしたほうに顔を向けたミチルは、

「ミナミ……アイハラ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやかずにはいられなかった。

　南みなみあかねと愛あい原はら皐さ月つきが駆け寄ってくる。

「みっちー、大だい丈じよう夫ぶ？　……って、やだ、怪け我がしてるじゃない！　皐月！」

　うん、と頷うなずいた皐月が、ミチルの傍かたわらに身を屈かがめて〝癒しの秘蹟サクラメント〟を唱え始める。

　ふたりともやけに肌はだの露ろ出しゆつの高い奇き妙みような格かつ好こうをしていたが、それよりなによりふたりが何故なぜここにいるのかということが、ミチルには気になった。

「なんで、あんたたちがここにいるのよ……」

「杉すぎ崎さきを追っかけてたのよ」

「犬コロを……？」

「そう。でも、あいつ足早くってさー。見失っちゃったのよ。で、ウロウロ探してるうちに、みっちーの声が聞こえてきたってわけ」

　皐月の〝癒しの秘蹟〟がもたらしたぬくもりがミチルを包む。ミチル自身がかけた〝癒しの秘蹟〟はもう切れてしまっていたから、ちょうどよかった。

「みっちー、立てる？」

「逃げ……なさいよ……」

　あかねの差し出した手を、ミチルはつかまずに払い除のけた。

「まだ、敵がいるんだから……」

　黒こく衣いの刀かたな使つかいは対岸に佇たたずみ、黙ってミチルたちを見ている。

　ミチルは立ち上がろうとして、尻しり餅もちをついた。身体からだにまるで力が入らない。

「みっちーと一緒にね」

　あかねが払われた手を再さい度ど向けてくる。

「何なん度ど払われたって、あたしは諦あきらめないよ。あたしのしつこさは、みっちーも知ってるっしょ？」

　笑顔で、ウィンク。

　続いて、皐月さつきが言う。

「妖獣ドウームがたくさんいて、私たちだけじゃ心こころ許もとないんです。だから、ミチルちゃんも一緒に逃げてください」

「ミナミ……アイハラ……」

「悪いが、ミチルを逃がすわけにはいかんな」

　ミチルがあかねの手を取ろうとした時、鉄クロガネの低い声が静かに響ひびいた。

「そこの少女二人。今すぐこの場を立ち去るのであれば見逃してやろう。だが、あくまでミチルを逃がそうというのであれば──」

「嫌よ」

　鉄が言い終えるのを待たず、あかねは返答していた。

「みっちーを置いて自分たちだけ逃げるなんて、そんなの絶対に嫌」

　ミチルは怒ど鳴なった。

「なに言ってるの！　相手は──」

「妖獣騎士ドウーム・ナイトなんでしょ？　あたしや皐月じゃ、きっと手も足も出ないよね」

　鉄が言う。

「それがわかっていてなお、この場に留まるというのか」

「そうだよ」

　あかねが頷うなずいて、言う。

「だって、みっちーは友達だから」

　そして、片手剣ワンハンドソードを構える。

「ア、アイハラ……っ」

　ミチルは皐月さつきの腕をつかんで、あかねを思い止まらせるよう訴えた。──が、皐月は微笑ほほえんでミチルの手をそっと離すと、立ち上がって魔法杖ルーンスタツフを構えた。

　ミチルには理解できない。

　ふたりがやろうとしていることは、ただの自じ殺さつ行為だ。

　知り合って間もないミチルのために、なぜ彼女たちは死のうとしているのか。

　トモダチとは、そういうものなのか。

「なるほど、それがおまえたちの信しん念ねんか」

「信念っていうか、自己肯こう定ていかな」

　あかねがミチルの前に立って答える。

「あたしは友達を見捨てない。それをしてしまったら、あたしはきっと自分で自分を許せなくなる。嫌いになる。あたしはあたしを好きでいたいの。自分に誇れる自分でいたいの。だから──」

「同じです。私も」

[image: ]

　皐月が同じくミチルの前に──あかねの隣となりに立って、言う。

「私はどこまでもあかねに付いていく。あかねが無む理りをするなら、一緒に無理をする。それが、私なんです」

「愚おろかしいな。だが、好ましくもある」

　鉄クロガネの口の端はしにうっすらと笑えみが滲にじむのを、ミチルは見た。

「──いいだろう。ならば、おまえたちを先に斬きるとしよう。友の盾たてとなり、悔くいなく死ぬがいい」

　鉄が上段に刀を構える。

「みっちー」

　あかねが顔だけを振り向かせて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「生きて帰れたら、またバタ足の練習しようね」

　鉄が跳ちよう躍やくする。

　──殺される。

　ミナミとアイハラが。

　トモダチが、殺される。

　ミチルにはわからない。

　トモダチとはそこまでの──命を賭かけるほどの価か値ちのあるものなのか。

　ミチルにはわからない。

　わからないのに──なのに──。

「うわああああああああああっ！」

　ミチルは喉のどの奥から叫び声をほとばしらせて、地面を蹴けっていた。

　手て許もとに転がっていた大鎌デスサイズを拾うのも忘れ、あかねと皐月さつきを押し退のけて、無む我が夢む中ちゆうで跳び上がる。

　鉄クロガネの顔が驚きに強こわ張ばった。油ゆ断だんしていたわけではない。ミチルがまだ立ち上がってくるだろうことも、鉄は予測していた。にもかかわらず鉄が驚いたのは、ミチルの顔に表れた気き迫はくが、さっきまでとは桁けた違ちがいに凄すさまじかったからだ。

　ミチルは頭っから鉄に突っ込んだ。

「──がっ！」

　身体からだごとぶつかる、文字どおりの渾こん身しんの頭ず突つきを顎あごにもらった鉄は、刀を振り下ろすこともできずに空中でよろめいた。

「〝清浄なる乙女アナーヒター〟！」

　額ひたいから鮮せん血けつをほとばしらせながら、ミチルは鉄に向け両手を突き出した。

　左右の掌てのひらから爆発的な勢いで噴ふき出した水流が、鉄を地上に叩たたき落とす。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　重力のままに落下しながら、ミチルはあらん限りの声を張った。

　爆ばく雷らいが地に落ちた鉄を追い撃うつ。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　息もつかずに、ミチルは力ある言葉を響ひびかせる。

「〝怒れる火神イグナイト〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！」

　撃って撃って撃ちまくる。

「〝女神の大槌マグナ・マテル〟！　〝死者喰む大鷲フレスベルグ〟！　〝極刑凍土コキユートス〟！　〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　さっきは隙すきを作るために魔ま法ほうを連発した。だが、今回は違う。ミチルにはなんの考えもなかった。真まっ白しろな頭で、ただひたすらに力ある言葉を連れん呼こする。

「〝死者喰む大鷲フレスベルグ〟！　〝黒の聖女ブラツクマリア〟！　〝邪なる風神ハウトウール〟！　〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　川に落ちて汚お水すいにまみれても、ミチルは立ち上がって叫ぶ。

「〝邪なる風神ハストウール〟！　〝烈しき雷帝インドラ〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！　〝怒れる火神イグナイト〟！」

　目を剝むき、喉のどを潰つぶして、叫ぶ。

「──〝怒れる火神イグナイト〟っ！」

　自身に蓄たくわえておいた攻撃魔法をすべて撃ち尽くしてようやく、ミチルは止まった。

　よろめきながら川から出て、がっくりと両膝ひざをつく。

　体力はもうとっくに限界を超えていた。魔法ももう、ない。準備動どう作さをこなせば使えるが、疲労で手が震えていて、無む理りだった。これでは術式コードが描けない。

　文字どおりの、打ち止め。

「くろ……がね……は……」

　ありったけの魔ま法ほうをくらわせた。一発一発はたいしたダメージにならなくても、まとめれば大きなダメージになるはず。

　これで倒せていなければ、もうミチルにはいよいよ打つ手がない。

　全身で息をしながら黒こく煙えんを伴って燃え盛る炎ほのおを精せい一いつ杯ぱいに睨にらんで、ミチルは鉄クロガネが立ち上がってこないことを祈った。

　しかし──。

　逆さか巻まく炎の中に、人ひと影かげが見えた。

　ゆっくりと歩み出てくる。

　満まん身しん創そう痍いだった。黒こく衣いは焼け果て、皮ひ膚ふは焼け爛ただれ、肉の一部は今にも崩れ落ちそうになっている。

　効いていた。ミチルの最後の猛もう攻こうは、ちゃんと鉄にダメージを与えられていたのだ。

　けれど、ミチルを見下ろす鉄の眼がん光こうには、わずかな曇りも翳かげりもない。

　無言で、鉄が刀を振りかぶる。

　ミチルにもう抗あらがう力はない。本当の本当にからっぽだ。指ゆび一本だって動かしたくない。目を開けているのも辛つらい。

　それなのに、ミチルのトモダチは、ミチルが倒れることを──諦あきらめることを、許してはくれなかった。

「みっちー！」

　突然響ひびいたあかねの声が、俯ふせかけていたミチルの顔をはね上げさせた。

　ミチルは振り向き、見た。

　飛んでくる、大鎌を。

「受け取って、みっちー！」

　言われるまま、ミチルは飛ひ来らいする大鎌に手を伸ばし、その柄えをつかみ取った。

「──っ！」

　ミチルは歯を食いしばり、気力を振り絞しぼって立ち上がった。そして、大鎌を振りかぶる。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　皐月さつきの声とともに夜や気きを奔はしり抜けた電でん撃げきが、鉄に絡みつく。

　効かない。皐月の魔ま力りよくでは、鉄に傷を与えることはおろか、一いつ瞬しゆん動きを止めることさえできない。

　実際、鉄は眉まゆ一つ動かさずに刀を振り下ろしてきた。

　ミチルも大鎌を繰り出してはいたが、鉄のほうが数すう段だん疾はやい。

　だが、しかし、得え物ものが相手を捉とらえたのは、ミチルのほうだった。

　精霊真銀ミスリル製の長大な刃やいばが、鉄クロガネの焼け爛ただれた胸むな板いたを貫つらぬき、背中を突き抜ける。

　対する鉄の刀は、ミチルの首くび筋すじまであとほんの数センチというところで、止まっていた。

「俺の、敗け……か……」

　鉄の手から刀が落ちて、ミチルの首を小さく傷つけた。

「……いい、気き迫はく、だっ……た……」

　天を仰ぎ、言って、ごぼっと血の泡あわを噴ふく。

　ミチルが大鎌から手を離すと、鉄は胸を貫かれたままゆっくりと仰あお向むけに倒れ──そして、もう動かなかった。

「勝った……の……？　あたし……」

　ミチルはへなへなとその場にへたり込んだ。

　鉄は──。

　ミチルの魔ま法ほう攻撃で、もうほとんど力尽きていたのだ。

　最後の力でミチルを斬きろうとしたが、皐月さつきの〝烈しき雷帝インドラ〟が実じつ質しつのとどめとなって、刀を振り切ることもできなくなった──。

「みっちー！」

「ミチルちゃん！」

　あかねと皐月が水に濡ぬれるのもかまわず川を越えて駆け寄ってくる。

　あかねに抱きしめられて、ミチルは彼女の剝むき出しの肩に頭を預けた。もう上じよう体たいを起こしておく力さえなかった。

「しっかりして、みっちー！　ダメだよ！　絶対に死んじゃダメだからねっ！」

　耳みみ許もとで叫ばれる。

「せっかく友達になれたんだから！　みっちーと一緒にしたいこと、まだまだいっぱいあるんだから！　だから、絶対にダメ！　絶対に……死んだりしたら、許さないんだから……っ」

　涙なみだ交まじりの声。

「バタ足……」

　ミチルは言った。

「ちゃんと……教え……なさい、よ……あた、しが……できるように……なる……まで……」

　うん、うん、とあかねが頷うなずく。

〝癒しの秘蹟サクラメント〟を詠えい唱しようする皐月の声を子こ守もり歌うたのように聞きながら、ミチルは目を閉じ、思った。

　トモダチを守れて、よかった。




「──なちゃん……ひなちゃん」

　声が聞こえる。

　知っている声だ。自分を呼んでいる。

「ひなちゃん」

「──ん……っ」

　ひなたはうっすらと目を開けた。

　目の前に誰だれかの顔がある。

「……観星みほし……おねーちゃん……」

　ぼやけていた焦しよう点てんが徐じよ々じよに合ってきて、ひなたは観星が自分の顔を覗のぞき込んでいるのだと理解した。

「よかったよ。ピクリとも動かないから、このまま目が覚めなかったらどうしようって、心配していたんだ」

　観星の顔の向こうには黒こく煙えんたなびく茜あかね色いろの空が見えた。

「ここ……どこ……？」

　ひなたは上半身だけを起こして視線を巡らせた。

　ひなたと観星がいるのは、建物の屋上らしき場所だった。ふたりの外には誰もいない。

「ここって……もしかして……」

　ひなたはこの場所に見み覚おぼえがあった。

　半年前まではごく身み近ぢかだった……だけど、今のひなたにとっては遙か遠くなってしまった場所。

　うん、と頷うなずいて観星が答える。

「光こう風ふう学園の屋上だよ」

「やっぱり……。でも、わたし、どうしてここに……？」

　自分でこの場所にきた記き憶おくは、ない。

「わたし、旧きゆう市街で火か辰しんって人と……」

　炎ほのおの海に沈んだ古い街並みと、深しん紅くの髪かみを振り乱して攻め立ててくる阿あ修しゆ羅らの如ごとき女の姿がひなたの脳のう裏りに甦よみがえった。

　火辰との戦いの記憶は、ある。だが、決けつ着ちやくの記憶はなかった。

「逃げたよ、火辰は」

　ひなたのふわふわの髪の上に、観星の手がポンと載のった。

「ひなちゃんの攻撃がよっぽど効いたんだろうね。ぎゃあぎゃあ叫わめきながら逃げて行ったよ」

　ぐしゃぐしゃっと撫なで回される。頭が揺れて、ひなたは少しだけくらっとした。

　観星によれば──。

　観星が駆けつけた時にはもう、ひなたと火辰との戦いは決着目もく前ぜんだったという。

　ひなたはあと一いち撃げきというところまで火辰を追いつめ、追いつめられた火辰は、突然、間に割って入ってきたスフィンクスを盾たてにして逃げ出した──。

「あたしが追いかけてとどめを刺させればよかったんだけど、あたしにもワイバーンが襲おそいかかってきてさ。ひなちゃんも、ばったり倒れちゃったし……。──で、どう？　調子は」

「うん……疲れてはいるけど、大だい丈じよう夫ぶ」

　ひなたは立ち上がろうとして、途と中ちゆうで尻しり餅もちをついた。

「無む理りに動かないほうがいいよ。修しゆ行ぎようでくたくたになってたところに妖獣騎士ドウーム・ナイトの[image: ]２と戦ったんだ。気き力りよくも体力もとっくに限界を超えているはずだよ」

「うん……」

「ゴメンね。ホントはもうちょっと落ち着いた所で休ませてあげたいんだけど、移動中ちゆうに見つけちゃってさ」

「？」

　なにを見つけたんだろう、とひなたが小こ首くびを傾かしげた時、ドーンという凄すさまじい衝しよう撃げき音おんとともに校舎が大きく揺れた。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　投げ出されるように倒れた耳に衝撃音に次いで聞こえてきたのは、力ある言葉を放つ、鮮せん烈れつで凄せい烈れつな少女の声。

　ひなたはその声にたしかな聞き覚えがあった。

「安あん藤どうさん……!?」

　そして、直後。

「おおおおおっ！」

　炎ほのおの魔ま法ほうが弾はじける炸さく裂れつ音おんとともに聞こえてきた雄叫おたけびに、ひなたは目を見開いた。

　疲労も忘れて立ち上がり、よろよろと転てん落らく防止用のフェンスへと歩み寄る。

「せーやちゃん……！」

　星せい也やがいた。

　眼がん下かに広がる校庭──その真まん中なかで、少女と背中合わせに立ち、剣を構えている。

「せーやちゃん……安藤さん……」

　星也の背中を守るように支えるように立っている少女は、安藤美み月づきだ。

　ふたりは、戦っていた。

「戦ってるのは、妖獣騎士だよ」

　観星みほしがひなたの隣となりに立って、言った。

「妖獣騎士……」

　たしかに、星也と美月が戦っている敵は、小こ柄がらな少女のほうもとてつもなく巨大な戦鎚ハンマーを手にしている女のほうも、ドラゴンさえ圧倒しそうな恐ろしい気け配はいをふりまいていた。

　──星也の勝てる相手じゃない。

「……っ！」

　歯を食いしばってフェンスを乗り越えようとしたひなただったが、ジャンプしようとした瞬しゆん間かん、足から力が抜けて倒れてしまった。

「観星みほしおねーちゃん！」

　すぐそこにある観星の脚あしに縋すがって、ひなたは訴うつたえた。

「お願い、せーやちゃんを助けてあげて！」

「んー……」

　観星は難しい顔で頰ほおを搔かいた。

「初めはそのつもりだったんだけどねー。……まあ、もうちょっと様よう子すを見てみないかい？」

　悠ゆう長ちようなことを言われて、ひなたは混乱した。

「おねーちゃん、なに言ってるの!?　いくら安あん藤どうさんが一緒だからって、相手は妖獣騎士ドウーム・ナイトなんだよ!?　せーやちゃん、殺されちゃうよ！」

「それは……どうかな」

「えっ？」

「よく、見てごらん」

　観星に肩を抱かれ、支えられて、ひなたは立ち上がった。

「いい勝負してるよ、あいつ」

　丸く見開かれたひなたの目に、星せい也やの戦いが映る。

「せーやちゃん……？」

　ひなたは我が目を疑わずにはいられなかった。

　妖獣騎士二人ふたりを相手に、星也は──星也と美み月づきは、互ご角かくの戦いを演じていたのだ。

「せーやちゃん……すごい……」

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟ですよ」

　背後からの声。

　観星ともども振り返ったひなたの目の前に、白い衣を身に纏まとった子供が、長い緑の髪かみをなびかせて降り立った。

「マオ様……」

　金と銀の瞳ひとみが穏おだやかに微わ笑らう。

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟……禁きん呪じゆですね」

　観星が言う。

　マオは頷うなずいて、〝絶対英雄ベーオウルフ〟が如何いかなる魔ま法ほうであるのかをひなたに語って聞かせた。

「それじゃあ、せーやちゃんはその魔法のおかげで……」

「ええ。ですが、それだけではありません」

　ひなたの隣となりに立ったマオに、観星が訊たずねる。

「マオ様、空そら知ちとリュミエルは？」

「空そら知ちさんには軍の指し揮きをお願いしました。リュミエルには自由に戦ってもらっています」

「そうですか」

　空知とリュミエルはどちらも天てん上じよう院いんに所属する救済者セイバーの名前だ。ひなたはどちらともまだ会ったことはないが、名前だけは知っていた。

「ひなたさん」

「は、はい」

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟だけではありませんよ」

　マオが二色の瞳ひとみにひなたを映して、言う。

「禁きん呪じゆの力を得てもなお、彼の力は妖獣騎士ドウーム・ナイトに及んでいない。美み月づきさんの力もまた、妖獣騎士と戦うには足りない。にもかかわらず、ふたりは妖獣騎士と対等に渡り合えている。それは何故なぜか？　──答えは彼らの戦いぶりが雄ゆう弁べんに物語っています」

　マオが地上の戦いに目を向け、ひなたもそれに倣ならった。

「せーやちゃん……」

　マオの言う答えは、すぐにわかった。

　星せい也やと美月は、息の合ったコンビネーションをなによりの武器に戦っていた。

　星也の背中を美月が守り、美月の背中を星也が守る。時には二人がかりで烈れつ火かの如ごとく攻めたかと思えば、一人では防ぎきれない攻撃を二人して受け止め凌しのぐ。

　お互たがいが次にどう行動するかをわかっていなければ──そして、相棒パートナーに対する全ぜん幅ぷくの信頼がなければできない、まさにコンビ戦せん闘とうの真しん髄ずいとでも言うべき戦いを、星也と美月は繰り広げていた。

　屋上からの距離では表情までは見て取れない。なのに、ひなたには星也がこの死し闘とうを楽しんでいるのがわかった。伝わってきた。

　あんな楽しそうに戦っている星也を、ひなたは見たことがない。

　ひなたが相棒だった頃の星也は、ひなたという足手まといを抱えて、いつだってぎこちなく戦っていた。格かく下したの相手に敗けてしまうこともザラだった。

　そんな星也が、今は格かく上うえの敵を相手にしても物もの怖おじせず、相棒である美月と互いの力を実力以上に引き出し合って、戦っている。その姿の、なんと輝いていることか。

　──わたしには、せーやちゃんをあんなふうに戦わせてあげることはできなかった。

　だが、安あん藤どう美月にはできている。

　それは、実力の差によるものだけじゃない。

　今の、根こん源げん魔ま法ほうをかなり使えるようになったひなたなら、美月と戦ったとしても敗けることは、まずない。

　それでも、ひなたには自信がなかった。星也をあんなふうに生き生き伸び伸びと戦わせることは、きっとできない。

　──せーやちゃんの相棒パートナーは、もうわたしじゃないんだ……。

　とっくに受け入れたはずの事実に、改めて胸を締めつけられる。

　──せーやちゃんに一番相応ふさわしい相棒は、わたしじゃなかったんだ……。

　苦しくて悲しくて、たまらない。なのに、ひなたは美み月づきと背中合わせで戦う星せい也やの姿から、目を背けなかった。目を背けてはいけないと思った。瞳ひとみに焼きつけておきたいとさえ思っていた。

　今の星也の姿は、ひなたと別れてから半年間の、星也の努力の成果だから。

　ひなたは強くなった。星也も強くなった。

　ふたりで誓ちかい交わした正義の味み方かたになりたいという夢に、ひなたも星也も着実に近づいている。

　だからこれは、どんなに苦しくても悲しくても、嬉うれしい光景なのだ。

　目を背けてはいけない。

　しっかりと瞳に焼きつけておかなければならない。

「がんばれ、せーやちゃん」

　微笑ほほえみ呟つぶやいたひなたの頰ほおを、涙が滑すべり落ちた。
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「この、この、このおっ！」

　マーヤがヒヒイロガネをちらした拳こぶしをめったやたらに振り回してくる。

　疾はやい。激しい。でも、雑だ。実力で勝っているのに押しきれずにいる苛いら立だちと焦りが、マーヤから冷静さを奪っていた。

　跳び上がって頭上から打ち下ろしてきた拳を紙かみ一ひと重えでかわしつつ、がら空あきの脇わき腹ばらにカウンターで膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

「が……っ！」

　アバラを砕くだく、たしかな手て応ごたえ。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　目を剝むき、背中から地面に叩きつけられたマーヤを、美み月づきの巻き起こした烈れつ風ぷうが追い撃うった。

　小さな身体からだが鮮せん血けつをまき散らして宙を舞う。

　ここにきて、美月の魔ま法ほうの威い力りよくが目に見えて上がっていた。直ちよく撃げきさせれば、それなりに効く。

　実際、僕から受けたダメージと合わせて、マーヤは中ちゆう空くうでぐったりと全身を弛し緩かんさせていた。

　とどめの一いち撃げきを見み舞まうべく跳ぼうとした僕は、だけど、迫り来る大だい質しつ量りよう戦鎚にその行動を阻そ止しされた。

　衝しよう撃げきに学園が揺れる。

「あらあら、また避けられてしまいましたわね」

　咄とつ嗟さに跳ぶ方向を変えてギリギリで避けた僕に、破潰天女ハンマー・クイーンの華はなやかな笑い声が降ってくる。

　長い黒くろ髪かみをなめらかに靡なびかせて、破潰天女は宙を舞う。右手には巨きよ鎚ついを、左手にはマーヤをぶら下げて。

　足首をつかまれ、逆さ吊づり状態になっているマーヤは、全身傷きずまみれ。だけど、僕も美月も似たようなものだった。ただ一人、アグネスだけがまったくの無む傷きず。妖あやしい美び貌ぼうは少しも損なわれていない。いや、この場合、損なえていないと言うべきか。

　──さすがに、手て強ごわい。

　今のところ互ご角かくに戦えてはいる。でも、アグネスの底は相変わらず見えていないし、〝絶対英雄ベーオウルフ〟もいつまでもは保もたない。長引けば、自力で劣るこっちが不利になる。決けつ着ちやくを急がないと……。

「殺してやる……殺してやる……っ！」

　宙ちゆう吊づりのマーヤが今にも火を噴ふきそうな目で睨にらみ下ろしてくる。その頭から、トレードマークだった猫ねこ耳みみがポロリと取れて、落ちた。

「少し、やられすぎではないかしら？　マーヤ」

　アグネスがにっこり微笑ほほえんで言った言葉に、マーヤの表情が一いつ変ぺんした。憤ふん怒ぬに変わってマーヤの顔を支配したのは、恐怖。

「お、おねーさま……」

「期待は裏切るものではなくて応こたえるもの。そうは思わない？」

「う、うん……」

「がんばってね、私の可愛かわいいマーヤ」

　アグネスがマーヤの足首を放す。

　真まっ逆さかさまに落ちてきたマーヤは、くるりと中ちゆう空くうで一回転して着ちやく地ちすると、抉えぐれるほどに強く地面を蹴けって、突とつ進しんしてくる。

「わあああああっ！」

　恐怖と憤ふん怒ぬの入り交じった、悲鳴にも似た叫び声をほとばしらせながら、至し高こうの硬さを誇る拳こぶしが唸うなりをあげる。

　鼻はなっ柱ぱしらにまともにもらえば、頭が丸ごとかけらも残さず吹っ飛ばされてしまうだろう剛ごう拳けん。──でも、遅い。キレがない。

　さっきの攻撃が、効いているんだ。

　僕は避けるんじゃなく、カウンターで斬ざん撃げきを見み舞まうべく腰を落とした。

　まずはマーヤを仕し留とめる。アグネスがまだ本気を出していないにしろ、二対一に持ち込めば、僕たちが有利になることは間違いない。

　息を止め、マーヤが剣の間合いに入り込むのを待つ。

　不意に──。

　マーヤの顔に残ざん虐ぎやくな笑えみが浮かんだ。

　そして、跳ちよう躍やく。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　剣の間合いのギリギリ手て前まえで跳んだマーヤが、力ある言葉を叫ぶ。

「……っ！」

　驚きが僕に目を見開かせた。

　まさか、魔ま法ほうを撃うってくるなんて。

　マーヤはこれまでの戦いでただの一度も魔法攻こう撃げきをしてこなかった。だから、てっきり格かく闘とうの専門家なのかと思っていたけれど──甘かった。

　人ひと一人ひとり丸吞のみできるサイズの火か球きゆうが、夜や気きを焦こがして迫る。

　回かい避ひは──間に合わない。

　けれど、これはピンチじゃなく──チャンスだ。

　僕は月の守もり人びとを天に──迫り来る火球に向けて掲かかげた。そして、刀とう身しんを浅く斜めに傾ける。

　火球が炸さく裂れつし、灼しやく熱ねつの花が咲く。

「え──!?」

　マーヤが驚きよう愕がくの声をあげる。

　無む理りもない。灼しやく熱ねつの花の中心にいるのは──火か球きゆうの直ちよく撃げきをくらったのは、僕じゃなく、アグネスだったのだから。

　──レイ……。

　僕は月の守もり人びとに──月の守人を託たくしてくれたレイに、改めて感謝した。

　僕めがけて放たれた〝怒れる火神イグナイト〟を離れた空くう中ちゆうにいたアグネスにくらわせたのは、月の守人の力だ。

　月の守人には、魔ま法ほうをはね返す力がある。

　受ける角度をコントロールすれば、任にん意いの方向にはね返すことも可能だ。

　どの角度で受ければどの方向にはね返せるかってことは、美み月づきとの特とつ訓くん中に試して把は握あくしていた。

　灼熱の花が散って現れたアグネスは、真まっ白しろな肌はだに浅くない火傷やけどを負っていた。

「マーヤ……」

　抑おう揚ように乏しい声を出したアグネスの頰ほおの皮ひ膚ふが、べろんと剝はがれ落ちた。

「あっ、あのっ、おっ、おねーさま……あっ、あたし……あたしっ……ご、ごめんなさい……っ」

　マーヤがこの世の終わりのような顔で後じさる。傷だらけの小さな身体からだは、ぶるぶると瘧おこりのように震えていた。

「まったく、しょうのない子ね」

「お、おねーさま……ゆ、許して……」

　醜みにくく焼け爛ただれたアグネスの顔に、聖せい女じよめいた優しい微笑ほほえみが浮かぶ。

「謝らなくていいのよ、マーヤ。あなたはただ、一生懸けん命めいに戦っただけなのでしょう？」

「う、うん……」

「私にはあなたが必要なの。可愛かわいい可愛いマーヤ」

「おねーさま……」

　強こわ張ばりきっていたマーヤの顔に安あん堵どの笑えみが広がっていく。

「うんっ！　あたし、がんばるっ！」

　左右の拳こぶしを固め直し、全身に覇は気きを漲みなぎらせて地面を蹴けったマーヤが、僕の周りを縦じゆう横おう無む尽じんに疾しつ走そうし始める。

　ダメージをまるで感じさせない、鋭えい利りな動き。

　──まずい。しかも、どんどん加速している。このままじゃ、目が追いつかなくなる。

「おねーさまのために死ねっ！」

　マーヤの進行方向が、いよいよ僕に向いた。背後からの突とつ進しん。

　なんとか目では捉とらえていたけれど──駄だ目めだ。身体からだの反応が間に合わない。

　──やられる……！

　死を覚かく悟ごした刹せつ那な、巨きよ鎚ついが地を打つ衝しよう撃げきに視し界かいが激しく揺れた。

「な……っ!?」

　巨鎚が振り下ろされたのは、僕の背後──がら空あきの僕の背中に渾こん身しんの拳こぶしを見舞おうとしていたマーヤの真ま上うえ。

　まさに、直ちよく撃げき。

「あらあら、どうしましょう。うっかり手て許もとが狂ってしまいましたわ」

　持ち上げられた巨鎚の打だ撃げき面めんから血けつ肉にくが滴したたり落ちる。その下にいるマーヤがどうなっているのかは、見るまでもなかった。見たくもなかった。

「可哀相かわいそうなマーヤ。でも、仕方がありませんわね。これは不幸な事故なのですから」

　涙を拭ぬぐうように焼けた頰ほおに指先を添えて、アグネス。でも、その目はただの一いつ滴てきだって涙を流しちゃいない。

　……なんて白しら々じらしい。なにが不幸な事故だ。

　許せない敵ながら、マーヤが哀あわれだった。慕したっていた仲間に殺されるなんて……。

「あれが、アグネスよ」

　美み月づきが隣となりにやって来て、言う。

「なるほど……」

　気の強いミチルが震えるほどに怯おびえていたわけが、よくわかった。

　怒りを込めて見上げた僕の目を、アグネスの目が笑えんで見下ろす。その慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみの奥に底そこ知しれない冷たい闇やみを感じて、寒さむ気けがした。

「マーヤの仇かたきを討うってあげないといけませんわね」

　アグネスの左手が、天に向けて差し伸べられる。──と、その手の上に、右手に持っているのとほぼ同じ大きさで、形状もよく似た戦鎚が浮かび現れた。

「私がなぜ得え物ものに戦鎚を選んだか……教えて差し上げましょうか？」

　アグネスが左右それぞれの手に巨鎚を構えて、言う。

「相手のすべてを、文字どおり叩たたき潰つぶせるからですわ。頭も身体からだも手足も、命も未来も尊そん厳げんも……なにもかも全部、ぺしゃんこ。ふふ……素す敵てき……」

　教えてほしいともなんとも言っていないのに、勝かつ手てに語ってうっとりと微笑ほほえむ。

「悪いが、僕も美月もあんたにぺしゃんこにされるつもりはない」

「威い勢せいがいいですわね。それでこそ潰し甲斐がいがあるというもの……」

　ふわりと高度を上げたアグネスから、禍まが々まがしく毒どく々どくしい殺さつ気きがじわりと滲にじみ出た。それはたちまち空に広がって、学園を包み込んでいく。

「油ゆ断だんしないで、セーヤ」

「ああ……」

　喉のど元もとに噴ふき出してきた嫌な汗を手の甲こうで拭う。

　呼吸の度たびに胃やら肺やらに毒どつ気けが溜たまっていくようで、吐き気がした。

　二対たい一にさえ持ち込めばなんとかなると思っていたけれど……どうやら、その認にん識しきは甘かったらしい。

　……怖い。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟の力を得てなお、手足が震えている。

　けれど、手足が震えるほどの恐怖をアグネスから感じるのと同時に、隣となりに立つ美み月づきからそれ以上の心強さを感じてもいた。

「見せてさしあげますわ！」

　茜あかね色いろの空を蹴けって、破潰天女ハンマー・クイーンが降ってくる。

「天てん女によの真なる舞いを！」

　そして、地上に破は潰かいの嵐あらしが吹いた。

　使い手であるアグネスを軸じくに、二つの巨きよ鎚ついが縦じゆう横おう無む尽じんに振り回される。

　狙いもなにもあったものじゃない。

　遠えん心しん力を利用して、巨鎚をただ闇やみ雲くもにがむしゃらに振り回すだけの、知ち性せいのかけらもない、単純で粗そ野やな──だけどそれ故ゆえにこの上もなく恐ろしい攻撃。

　巨鎚が唸うなりをあげる度たびに、校庭が割れ砕くだけ、校舎が削けずられていく。

　これが、破潰天女の本ほん領りようか……！

　止められない。近寄ることさえできない。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　美月が放った魔ま法ほうも、巨鎚の巻き起こす暴ぼう風ふうにあっけなく吹きちぎられてしまった。

　──どうする？

　軸であるアグネスを止めれば、当然、巨鎚も止まる。でも、アグネスを攻撃するには、あの巨鎚をかいくぐらなきゃならない。──到とう底てい、無む理りだ。巨鎚を運うん良よく避けられたとしても、衝しよう撃げき波はに弾はじき飛ばされてしまう。

　アグネスが疲れて動きが鈍るまで逃げ続けるか？　──これも上じよう策さくとは言えない。踊るように巨鎚を振り回すアグネスの表情は嬉き々きとしていて、疲れの色なんてこれっぽっちも見られない。逃げ回っているうちに〝絶対英雄ベーオウルフ〟が切れてしまうのがオチだ。そうなったらもう、僕らの勝ち目は完全に失われる。

　──となると、手段はもう一つしかなかった。

「美月」

　僕は斜め後ろに立つ美月を、振り向いて見た。

　美月も同じことを考えていたんだろう。目が合うと、美月は口の端はしを引き結び、頷うなずいて、大きく跳び退のいた。そして、声こえ高たからかに詠えい唱しようを開始する。

　禁じられし絶対の刃やいば──〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の呪文スペルを。

　アグネスの巨きよ鎚つい旋せん回かいは攻こう防ぼう一体の大おお技わざだ。大技に打ち勝つには、大技しかない。

「それを撃うたせるわけにはまいりません！」

　アグネスが裏うら返がえった声を響ひびかせて、一気に接近してくる。

　僕は吸きゆう気きとともに全身に力を漲みなぎらせた。体内を流れ巡るプラナに、極きよく限げんをさらに超えて燃え上がれと命じる。

　この死し闘とうの最大最さい後ごの正しよう念ねん場ばが、ここだ。

　持てる力のすべてで、アグネスを食い止める。

　切きっ先さきを地に向ける形で剣を構え、雄叫おたけびをあげて、僕は迫り来る破は潰かいの嵐あらしに自分から飛び込んだ。

　衝しよう撃げき波はに全身を切り裂かれながら渾こん身しんの斬ざん撃げきを繰り出し、左方からの巨鎚を真まっ向こうから受け止める。

「……っ！」

　とんでもない衝撃がきた。

　インパクトの瞬しゆん間かん、自分の身体からだが木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ぶ光景が脳のう裏りに閃ひらめいた。確実に死んだと思った。

　でも、僕の身体は木っ端微塵になってはいなかった。

　身体中の筋肉と骨がみしみしと軋きしみをあげ、臓ぞう器きが悶もん絶ぜつしてはいたけれど、僕はその場に踏み止まって、巨鎚を受け止めていた。

　奥おく歯ばをこれでもかと食いしばって、全身で、全ぜん霊れいで、剣を押し込む。

　並の剣ならインパクトの瞬しゆん間かんに砕け散っていただろう。

　精霊真銀ミスリル製の剣でも、折れていたかもしれない。

　だけど、ヒヒイロガネ製の刃やいばは──レイが遺のこした月の守もり人びとは、折れない。砕けない。

　──レイ！　僕に力を貸してくれ──！

　心の中で叫んで、プラナを爆発させる。

　ブチブチと筋肉の断だん裂れつする音が聞こえた。バキバキと骨の砕ける音が聞こえた。

　弾はじかれた巨鎚が、勢いなく中ちゆう空くうに弧こを描く。

　──押し勝った。

　睨ねめ上げた先に、大きく目を見開いたアグネスの顔が見えた。

　でも、それは一いつ瞬しゆん。

　驚きよう愕がくの表情を凄せい惨さんな笑えみに変えて、アグネスは左手の巨鎚を振り下ろしてくる。

　受け止めることは、もうできない。手も腕も壊れていたし、そもそも僕は今、無む手てだった。月の守人は、さっきの一いち撃げきを弾はじき返した際に、手の中からすっぽ抜けてどこかに飛んでいってしまっていた。

　受け止められないなら、避けるしかない。

　──避けられるか？

　──避けてみせるさ！

　まばたきよりも短い半はん瞬しゆんの間に自じ問もん自じ答とうして、壊れかけの足で跳ちよう躍やくする。

　巨きよ鎚ついが地を打つ。

　僕はその下にはいない。

　学園が超ちよう重じゆうの衝しよう撃げきに揺れたその時、僕は空中に──巨鎚を見下ろす位置にいた。

　アグネスは僕を見上げてはこない。

「まずは一人……ふふ……うふふ……」

　酔よったような笑い声がかすかに聞こえた。

　アグネスは、どうやら僕が死んだと思っているらしい。

　落下しながら、右手を持ち上げる。右手は肉が裂さけ骨も砕くだけて、もうほとんど死んでいた。左手も同じだ。剣はもう使えない。でも、激げき痛つうに耐えさえすれば、ぎこちなくだけど動かせた。

　持ち上げた右手に、ありったけのプラナを集める。

　剣を失っても、僕にはまだ武器がある。

　奥おう義ぎという名の武器が。

　アグネスがおもむろに振りかぶった左手の巨鎚が、僕の真ま下したにくる。──好こう都つ合ごうだ。

　激痛に歯を食いしばりつついっぱいに伸ばした右手を巨鎚に押し当て、集めたプラナを解き放つ。

　──奔はしれ！

　奥義、『走そう剣けん』。

　それは、石いし神がみに教わった──僕の使える唯ゆい一いつの奥義。

　使えるといっても、一度だけ──それも我われを忘れた状況で成功させただけで、以降、まともに使えたことはなかった。

　まだまだ練習中の技だ。

　でも、今の僕なら使える。

　確信があった。

　プラナが奔る。

　巨鎚の表面を稲いな妻ずまの疾はやさで駆け抜け、その先にあったアグネスの左腕を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいする。

　血けつ肉にくの花火が大たい輪りんの花を咲かせた。

「──！」

「〝覇王大剣クラウ・ソラス〟！」

　アグネスのあげた声にならない悲鳴に、美み月づきの咆ほう吼こうが重なった。

　落ちていく僕の目に、光り輝く巨きよ大だい剣を振りかぶって飛ひ翔しようする美月の姿が見えた。

「美み月づき……」

　ボロボロに傷つき、プラナも尽き果てた僕にできることは、もうなかった。

　勝利を信じて、目を焼かれないよう瞼まぶたを下ろす。

　瞼の向こうで、光があふれ、弾はじけるのがわかった。

　破は壊かい的な轟ごう音おんが〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の威い力りよくの凄すさまじさを物語る中、ロクな受け身も取れずに校庭に全身を打ちつけた僕は、脳がぐらぐらに揺れながらも意識を失わずにすんだ奇き跡せきに感謝していた。

「セーヤ！」

　駆け寄ってきた美月に肩を借りて、なんとか立ち上がる。自分一人じゃ、もう立つこともできない。

　僕に肩を貸している美月も、息が上がり、膝ひざは今にも崩れそうなぐらいに震えていた。こっちも、もう限界だ。

「やった……のか……？」

「手て応ごたえはあったわ。……でも……」

　美月は硬い表情で立ち込める粉ふん塵じんを睨にらんでいる。

　美月が確信を持てずにいる理由はすぐにわかった。

　殺さつ気きだ。

　学園を包み込んだあの禍まが々まがしく毒どく々どくしい殺気が、今もまだ晴れていないのだ。

「ふふっ……うふふ……」

　粉塵の向こうから、闇やみと病みを孕はらんだ華はなやかな笑い声が聞こえてきた。

「私が……ふふっ……こんなに……やられてしまって……うふふ……」

　ゆっくりと歩み出てきた人ひと影かげに、僕たちは揃そろって息を吞んだ。

　禁きん断だんの刃やいばを受けてもなお生きていた破潰天女ハンマー・クイーンは、正視しがたい陰いん惨さんな姿を僕たちに見せつけ、笑っていた。

『走そう剣けん』に破壊された左腕は根ね本もとからなく、右腕もちぎれかかっている。身体からだは服も皮ひ膚ふも肉も焼けて、炭たん化かしている部分も少なくない。脚あしも、右脚の腿ももの肉がごっそりと削そげて、骨が見えていた。

　マーヤの魔ま法ほうで焼け爛ただれていた顔は、さらに焼けて──今にも崩れ落ちそうになっている。鼻も唇くちびるももうないのに、その顔が笑えみを形作っていることは、わかった。

「痛い……こんな痛みは……ふふっ……初めて……うふふ……初めての痛み……うふふふ……慣れたら、気持ちよくなるのかしら……？」

　ぐちゅっ、と湿った音をたてて、腕を失った左の肩かた口ぐちから、細い肉の紐ひもが無数に生はえ伸びてきた。

　ぐちゅっ。右腕の肉の裂さけ目からも。

　それは、一本一本が意志を持っているかのように蠢うごめき、しなり、キィキィと耳みみ障ざわりな声（？）を出している。

「うふふふ……ふふ……」

　美み月づきの震えが伝わってきた。

　僕も震えていた。

「さあ続きを……と言いたいところですが──ここまでですわね」

　アグネスの焼け壊れた顔が空に向いた。

「あの方が呼んでいますわ」

　アグネスの視線の先──空の高みに、炎ほのおが広がった。

　──いや、違う。炎じゃない。

　あれは──鳥だ。

　緋ひ色いろの翼つばさを広げた巨大な鳥が、火ひの粉こをふり撒まきながら、茜あかね色いろの空をゆるやかに滑すべり降りてくる。

「ルーク……」

　美月が震えた声で呟つぶやいた。

「ルーク？」

「あの男が……霞か月づきが飼い慣らしている、フェニックスよ」

「フェニックス……」

　僕は迫り来る巨きよ鳥ちようを刮かつ目もくして見た。

　フェニックスといえば、ドラゴンやアンラ・マンユと同じＳランクの妖獣ドウームだ。

　生まれて初めて目まの当たりにするフェニックスは、妖獣とは思えない優ゆう美びな姿をしていた。

　燃え立つような緋色の翼は神の織おり物もののようにあざやかで、色しき彩さい豊かな尾お羽ばねの模も様ようは曼まん陀だ羅らを想そう起きさせる。澄すんだ切れ長の眼めには高い知ち性せいと精神性が見て取れた。

　神こう々ごうしささえ漂わせる、圧倒的な存在感かん。

「これが、フェニックス……」

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのこの状況で現れた新たな脅きよう威い。最悪の事じ態たいのはずなのに、僕は恐怖も緊きん張ちようも忘れて緋色の巨鳥に見入っていた。

「〝かくも美しき翼スパルナ〟」

　アグネスの口にした力ある言葉に、ハッと我われに返る。

　飛ひ翔しようの魔ま法ほうでそのグロテスクな身を宙に躍おどらせたアグネスが、フェニックスの背中にふわりと舞い降りた。

「ここで退ひくのはいささか不ふ本ほん意いではあるのですけど……仕方ありませんわね。無ぶ粋すいな客人もいらしたことですし……」

　アグネスがちらりと校舎のほうを見た。視線の角度からいって、屋上だ。

　屋上に誰だれかいるのか……？

　見てみたけれど、屋上は粉ふん塵じんに覆おおわれていて、誰もなにも見えなかった。

「それでは、ごきげんよう。またお目にかかれる日を、楽しみにしていますわ」

　フェニックスが羽ばたき、高度を上げる。

　実際に燃えているわけでもないのに、あざやかな緋ひ色いろの翼つばさが上下する度たびに多量の火ひの粉こが生まれて、吹雪ふぶきのように激しく乱れ飛ぶ。

　緋の神しん鳥ちようとともに、破潰天女ハンマー・クイーンは茜あかね色いろの空の彼方かなたに消えた。

　舞い戻ってくる気け配はいは、ない。

　アグネスの禍まが々まがしく毒どく々どくしい殺さつ気きが徐じよ々じよに薄れて消えると、僕と美み月づきは背中合わせになってへなへなとその場にへたり込んだ。

　まだ、終わったわけじゃない。

　鉄クロガネと戦っているはずのミチルがどうなったのか気になるし、屋上にはどうやら何者かがいるらしい。

　アグネスが僕らにとどめを刺ささずに退ひいたことから考えれば、少なくとも妖獣騎士ドウーム・ナイト側の人間じゃない。アグネスを退かせるだけの力を持った妖獣騎士じゃない人間──となると、天てん上じよう院いんの救済者セイバーだろうか。

　叫んで呼びかけたかったけれど、僕にはもう叫ぶ力も残っちゃいなかった。

　力尽つきているのは、美月も同じだった。まだ終わったわけじゃないとわかっていても、僕らにはもう、どうしようもなかった。

「セーヤ……」

　僕の壊れた右手に、美月の左手が重なった。

「私は、あなたを忘れない」

　重なったその手の小こ指ゆびが、僕の小指に絡む。

「忘れても、必ず思い出す」

　それは、ゆびきり。

　僕が美月に教えた、約束の儀ぎ式しき。

「噓うそついたら、針はり千本だぞ？」

「なんだって吞んでやるわよ」

　美月が笑う。

　僕も笑った。

　笑いながら、ふと校舎の屋上を見上げる。

　ひなたがいた。

　粉塵の切れ間に一いつ瞬しゆんだけど、その姿が見えた。

　間違いない。僕がひなたを見み間ま違ちがえるわけがない。

　フェンスに両手でしがみついてこっちを見ていたひなたの隣となりには、北ほく斗とらしい黒い人ひと影かげと──もう一人、白い装しよう束ぞく姿すがたの緑の髪かみの子供の姿があった。マオだ。

　──なるほど、アグネスが退ひくわけだ。

「ひなた……」

　ひなたの姿はもう見えない。

　もう一度──。

　もう一いつ瞬しゆんでいいからひなたの姿を見せてほしいと、僕は願った。祈った。

　風が吹いた。

　粉ふん塵じんが流れて、僕の目に再びひなたの姿が映った。

　叶かなった。届いた。

　最後の力を振り絞しぼって、僕は左手を──左手の小こ指ゆびを、天に向けた。

　必ず会いにいくという、約束の証あかしとして。

　視し界かいが揺れて、明めい滅めつする。

「せーやちゃん！」

　ひなたの声が聞こえた。

　叫んでいる。僕を呼んでいる。

　応こたえたいのに、声が出せない。腹にも喉のどにも力が入らない。

　だから、僕は心で叫んだ。

　──ひなた！

「せーやちゃん！」

　ひなたの声がさっきよりも大きく聞こえて、僕はもうほとんど閉じかかっていた目を開けた。

　暗く霞かすむ目に、駆け寄ってくる白い人ひと影かげが見えた。

　──ひなた！

　目を見開いてひなたの姿をちゃんと捉とらえようとしたけれど、駄だ目めだった。

　視し界かいが黒色に塗りつぶされる。

　瞼まぶたは開いているはずなのに、なにも見えない。

　耳みみ鳴なりまでしてきた。

　──もう、意識を保っていられない。

　その時、ゆびきりのために掲かかげていた左手が、ひだまりみたいな優しいぬくもりに包まれた。

　このぬくもりを、僕は知っている。

　ひなただ。

　ひなたの手のぬくもりだ。

　ひなたが今、僕の目の前にいて、手を握ってくれている。

　小こ指ゆびに、指が絡む感かん触しよくがあった。──ゆびきりだ。

　僕の思いは、誓ちかいは、ちゃんとひなたに伝わっていたんだ。

　ひなたのぬくもりを感じながら、僕の意識は闇やみの底に沈んでいった。
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　　　終幕　～epilogue～







「おしっこ……トイレ……どこ……？」

　パジャマ姿のミチルが寝ぼけ眼まなこで廊下をうろついている。

「トイレは、そこだ」

　指で示してやると、ミチルはふらふらとそっちに歩き、一度ゴツンとドアにおでこをぶつけてから、中に入った。

「あいつ、寝起き悪いんだな……」

「子供の頃からああよ。私もレイもさんざん苦労させられたわ」

　ダイニングで砂糖たっぷりのカフェオレを飲んでいた美み月づきが、小さく苦く笑しようした。校舎修しゆう復ふくのために学園はしばらくないってのに、こっちは制服姿すがただ。

　あの災さい厄やくの夜から五日──。

　住まいを焼しよう失しつしてしまった美月とミチルは、僕の家に転がり込んでいた。

　ウチは元々、家族四人で住んでいた──僕一人で住むには広すぎる家だったから、居い候そうろうが二人増えたところでどうってことはない。

　たくさんの家が焼けたり壊れたりした中、ウチは塀へいの一部が壊れはしたものの、それ以上の被害は受けずにすんでいた。ひなたの家も、無事だった。ミチルが着ているパジャマは、僕がひなたの部屋から勝かつ手てに借りてきたものだ。

「晴れてきたわね」

　美月が窓から差し込む白い朝陽あさひに目を細めて、言った。

「そうだな」

　早朝の特とつ訓くんの時には厚く垂れ込めていた雲は、綺き麗れいさっぱりどこかへ行ったようだった。

　さわやかな朝だ。

　自分のカップにサーバーからコーヒーを注ついで、美月の向かいに座る。

　僕はブラック派だから、ミルクも砂糖も入れない。

　ミルで挽ひいたばかりの豆を使ったから、香りが違う。

「生きてるって、素晴らしいな……」

「なによ、急に」

「いや、しみじみと思ったんだ」

　あの夜の戦いで僕が負った傷は、死んでいてもおかしくない──というより、死んで当然の深さだった。

　なのに今、僕はここにこうして生きている。

　戦いの後、力尽つきて意識を失った僕と美み月づきが目を覚ましたのは、被害のないＢ校こう舎しや一階の教室の中だった。

　校庭で倒れた僕らを一体誰だれが運んだのかは、考えるまでもなかった。ひなたたちだ。怪け我がを治してくれたのも。

　目が覚めた時、僕の怪我はかすり傷の一つも残さず完かん璧ぺきに治っていた。美月もだ。

　ルドラの美月はともかく、僕の怪我は寝ていれば治るようなものじゃなかった。マオなりひなたなりが強力な治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこしてくれたってことなんだろう。

　南みなみからの電話でミチルの無事も確認できた。それはよかったのだけれど、南と愛あい原はらの無む鉄てつ砲ぽうぶりには肝きもを冷やされた。妖獣騎士ドウーム・ナイトと元もと妖獣騎士の戦いに割って入るなんて、正気の沙さ汰たじゃない。僕が言えたことじゃないかもしれないけど。

　それにしても、ミチルはよく鉄クロガネに勝てたものだと思う。鉄は相当の強きよう敵てきに見えた。ミチルだって十分強いけれど、鉄の強さはミチルを軽く上回っていたはずだ。

　話によると、ミチルは追いつめられた状況から気き迫はくの逆ぎやく転てん勝利を収めたのだという。

　あるいは──。

　ミチルは南たちを守るために、限げん界かい以上にがんばってくれたんじゃないかと思う。本人に直接訊きいてみたけれど、案あんの定じよう、真まっ赤かな顔で否定されてしまった。

　なんにしろ、みんな無事で本当によか……いや、よくはないか。市民の避ひ難なんが順じゆん調ちようにいったとはいえ、それでも百人以上の死人が出てしまったんだから。軍や警察も含めれば、その数は十倍を軽く超える。家を失った人の数となると、万を超えているはずだ。よかったなんて、口が裂けても言えない。

「静かだわ」

　美月が言った。

「まるで、眠っているみたい。……いえ、みたいじゃないわね。眠っているんだわ。たしかに」

　なんの話だろうと首を傾けた僕に、「こいつのことよ」、美月は自分のこめかみのあたりを人ひと差さし指ゆびでトントンとノックしてみせた。

「あれから記き憶おくの崩ほう壊かいも起きていないし、頭痛もない。あんなに魔ま法ほうを使ったのに……」

「記憶の崩壊が起きていないって……わかるのか？　日記がないのに……」

　僕が炎えん上じようするマンションからなんとか一冊だけ持ち出した美月の日記は、結局、失われてしまった。剣けん帯たいに挟み込んだまま戦ったせいで、ズタズタに破れてしまったのだ。

　迂う闊かつだった。美月にとって日記は大事な記憶の記録帳ちようなのに。

　だけど、当の美月は日記が全部失われたと聞いても、けろっとしていた。

　曰いわく、忘れたくない大切な記憶はちゃんと残っているし、身み近ぢかに誰だれもいなかった以前と違って、今はミチルなり僕なりが常に傍かたわらにいるから、日記がなくてもなんとかなる──ということらしい。

　それはつまり、ミチルと僕を日記代がわりにするということで──僕にとっては望むところだった。

　ともあれ、なんで美み月づきが記き憶おくの崩ほう壊かいは起きていないなんてきっぱりと言い切れるのかは、疑問だった。

　ミチルや僕を日記代わりにするって言ったって、僕が美月の相棒パートナーになってからまだ半年にもなっていないし、四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいたわけでもない。ミチルだって三年も離れ離れになっていたんだ。

　ミチルも僕も知らない記憶なんてそれこそ山のようにあって、それは日記を読み返さないと確認できないはずなのに。

「わかるのよ」

　と美月は答えた。

「わかるの。感じるの。こいつは──」

　またこめかみを叩たたいてみせる。

「眠ってるって」

「頭の妖獣ドウームが眠ってるから、記憶が壊れることもない？」

　美月は頷うなずいた。

「ずいぶん深い眠りみたい。死んだみたいに気け配はいが薄くなってる」

「死んだわけじゃないんだな？」

「生きてはいるわ。それは間違いない。ただ、眠っているだけ」

　アグネスたちとの戦いで、美月は頭を強打する場面もあったという。そのダメージで脳の妖獣が死んだ──なんてことには、ならなかったようだ。ならずにすんだと言うべきか。脳の妖獣が死ねば、美月はきっとルドラとしての力を失ってしまう。美月にとって、それは喜ぶべき事じ態たいじゃない。

「眠ってるって表現も、正しくはないわね。蛹さなぎと言ったほうがいいかもしれない」

「妖獣の成長が、いよいよ最終段だん階かいに入ったってことか……？」

「そういうことになるわね」

　頷いた美月の顔に、陰はなかった。涼すずやかだった。

「そうか……」

　終わりの時は、僕が思っていたよりもずっと速いスピードで美月の目の前に迫りつつある。

　美月にとっての終わりは、死じゃない。

　妖獣になってしまうのだ。

　それは死よりも恐ろしいことだと、レイは言っていた。怯おびえていた。

　途と方ほうもない恐怖だろうと、僕も思う。

　だけど、美み月づきには覚かく悟ごがある。

　この先、自らに待ち受けているあらゆる痛みを、苦しみを、絶望を、結けつ末まつを、丸ごとすべて受け入れる覚悟が、美月にはある。

　だから、美月は涼すずやかでいられる。

　美月の覚悟はヒヒイロガネよりも硬く、固い。

　なぜ、それほどの覚悟を持てるのかと問われれば、美月は淀よどみも揺らぎもない声でこう答えるだろう。

「自分で選んだ生き方だから」と──。

「セーヤも、覚悟しておいてね」

　美月が言う。

「この先はもう、いつどうなるかわからないから」

　今までは、魔ま法ほうを使う度たびに記き憶おくが壊れてきた。けれど、美月の脳の妖獣ドウームは成長して──もう、その法ほう則そくは当てはまらなくなってしまった。

　僕に関する記憶が壊れたのは魔法を使った直後じゃなかったし、壊れた記憶が回復したなんてことも、過去にはなかったという。

　そもそも、なんでいきなり壊れた記憶が、僕に関する記憶だったのか。たまたまなのか、それともなにか理由があったのか──。

　戦いの翌よく日じつ──確かく証しようはないけれど、と前置きして、美月は仮か説せつを聞かせてくれた。

「セーヤの記憶が壊れたのは、私の頭の中の妖獣が、私にセーヤを忘れさせることで私を弱くしようとしたから……なんじゃないかと思う」

　僕を忘れたら、どうして美月が弱くなるのか。

「どうやらこいつは、セーヤの存在が私の一番の支えになってるって思っているみたいね」

　実際のところはどうなんだろう？　美月は本当に、僕を支えだと思っているのだろうか。僕は美月の一番の支えになれているのだろうか。知りたかったけれど、さすがに気き恥はずかしくて訊きけなかった。

　美月が僕の記憶を取り戻せた理由についても、美月は仮説を立てていた。

「こっちは、もっと単純よ。思い出したいと強く思ったから。私自じ身しんが。私自身の、心が」

　思い出は、たとえ記憶から消えても、心には残る。そう言ったのは、愛あい原はらだった。

　美月の記憶から僕が消えても、美月の心には、ちゃんと僕が残っていた。

　一緒に過ごしてきた時間は、積み重ねてきた日々は、美月を、僕を裏切らなかった。きっと、そういうことなんだろう。

　廊下のほうからジャーッと水の流れる音がして、ガチャッとドアの開く音がした。

「ごはん……朝ごはん……」

　トイレから出てきたミチルが、右に左に身体からだをふらふらぐらぐらさせながらダイニングにやってきて、美み月づきの隣となりに座った。

「それじゃあ、朝食にしようか」

　僕は笑って立ち上がった。

「トーストでいいかな？　ってか、他にないんだけど」

「あんパン……」

　ミチルが船を漕こぎながら、言う。

「ベーカリー・イトウの……あんパン……」

「今は、ないよ。後で買いに行ってもいいけど……店、開いてるかな……」

　学園の商業エリアにも妖獣ドウームが入り込んで、けっこうな被害が出たらしいと、南みなみが言っていた。

　学園の再開もいつになるかまだわからない状況で、寮りよう生せいも多くが里さと帰がえりをしているとも聞いた。愛原も、今は寮で飼っていた猫のもょもとを連れて、実じつ家かに帰っているらしい。

「とりあえず、今はトーストで納なつ得とくしてくれ」

　準備に取りかかる。

　あり合わせの野菜でサラダを作って、パンを焼いている間に、スクランブルエッグを作る。

「そういえば、今日ね」

　玉たま子ごを溶く僕の背中に、美月が声をかけてきた。

「ああ」

　あの夜から五日後の今日は、北ほく斗とが僕の答えを聞きにくる日だった。

　天てん上じよう院いんに上がるか否かの答えを。

「答えは、決まったの？」

「ああ」

　五日間も必要なかった。僕の答えは、あの夜に決まっていた。

　美月は「そう」と言っただけで、僕の答えを訊たずねてはこなかった。

「答え……聞かなくて、いいのか？」

　振り向いて、訊きく。

「もう、わかってるから」

　と、美月。

「反対は、しないのか？」

「したって、聞かないでしょう？　あなたの頑がん固こさは、よくわかってるから。それに、あなたが考えた末に出した答えなら、私はそれがどんな答えだろうと受け入れるわ」

　言った美月の肩に、ミチルがコツンと頭を載っけた。

「くー……」

　可愛かわいらしい寝ね息いきに、美月は穏おだやかに微笑ほほえむ。

「美月」

「うん？」

「ありがとう」

「お礼は、半はん熟じゆくのスクランブルエッグでいいわ。あと、ベーカリー・イトウのこしあんパンもね」

「了りよう解かい」

　生クリームを混ぜた玉たま子ごを、バターを引いたフライパンに流し込む。

　パンと玉子の焼ける匂においが、朝のダイニングを満たした。




　空の色が青からオレンジに変わり始めた時間──。

　僕は学園の商業エリアにいた。

「店、被害がなくてよかったな。営業もちゃんとしてたし」

「そうね」

　隣となりには、美み月づき。そして、僕の腕にはベーカリー・イトウの紙かみ袋ぶくろ。中身はもちろん、美月とミチルご所しよ望もうのこしあんパンだ。

　ミチルは、ここにはいない。家でマンガを読み耽ふけっている。なんとなく退たい屈くつそうにしていたから、暇ひまつぶしになるかと思って古い少年マンガを渡してみたところ、どうやらハマってしまったらしい。全ぜん三十七巻かんあったそれをあっと言う間に読どく破はして、今はひなたがウチに置いていってそのままになっていた大だい長編の少女マンガを読んでいる最さい中ちゆうだ。その集中力たるや凄すさまじく、美月が声をかけても返事がない有り様さまだった。

「家に帰るのが、少し怖いよ」

　無言で読み耽るミチルの鬼き気き迫る横よこ顔がおを思い出して、僕はため息をついた。

「どうして？」

「ミチルが今いま読んでるマンガ、未完な上にすごく中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わってるんだ……」

「ああ、それは……覚かく悟ごしておいたほうがいいわね」

「だよな……っと」

　胸に震えを感じて、僕は足を止めた。

　ケータイのバイブレーションだ。

　取り出して、見る。

「電話だ」

　発信者はわからない。非ひ通知ではないけれど、登とう録ろくされていない番号だ。

　もしかして──と思い、出る。

『少年かい？』

　聞こえてきたのは、思ったとおりの声。

「ああ。そういうあんたは、北ほく斗とだな」

『うん。家に行ったんだけど留る守すみたいだったから、電話させてもらったよ』

「家、誰だれも出なかったのか？」

『何度か呼び鈴りんを押したけど、誰も出なかったね』

「そうか……」

　インターホンですら、今のミチルの耳には届かなかったらしい。それとも、僕たちが家を出た後にミチルも出かけたんだろうか。なんにしろ、ミチルと北ほく斗とが顔を合わせずにすんだのはよかったのかもしれない。ミチルは以前、北斗に突っかかっていって軽くあしらわれたことがある。ミチルの性格からいって、北斗にいい感情を抱いているはずがない。下手へたに顔を合わせれば、カッとなったミチルが北斗に襲おそいかかる──なんて事じ態たいになりかねない。

『会って話したいんだけど、かまわないかな？　キミと、あとキミの相棒パートナーに』

「美み月づきに？」

　北斗の用件は僕の答えを聞くことのはずなのに、なんで美月にまで会う必要があるんだ？

『大事な話があるんだ』

　どうする？　と視線で訊たずねた僕に、美月は頷うなずいて答えた。

「わかった。美月も一緒に行く」

『場所は？　このままここで待っていればいいのかな？』

「いや……そこじゃないほうがいい」

『なら、延えん行ぎよう寺じはどうだい？』

「かまわない」

『じゃあ、延行寺で』

　通つう話わ終了。

　ケータイを胸ポケットに戻して、美月に向き直る。

「美月にも話があるって……なんだろう？」

　美月は肩を竦すくめて、言う。

「心当たりはないわね」

「うーん……」

　妖獣騎士団ドウーム・ナイツ絡みだろうか。

　まさか、また美月を狙って？

　でも、美月はもう妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃないし、それどころか妖獣騎士団に敵てき対たいさえしている。それは、北斗だって──天てん上じよう院いんだって知っているはずだ。

「とにかく、行ってみましょう」

「そうだな」

　ここで考えていても仕方がない。

　僕たちは延行寺に向かった。




　延えん行ぎよう寺じには僕らのほうが先に着いた。

　北ほく斗との姿は、まだない。

　半月前の、ミチルや天てん上じよう院いんの刺し客かくとの戦いで壊れた本ほん堂どうは、あの日のまま壊れっぱなしになっていた。焼け焦こげた地面や折れ倒れた木もそのままで、どうやら修しゆう復ふくの手は一切入っていないようだった。

　美み月づきはレイが死んだちょうどその場所に立っている。

　夕陽ゆうひの色に染まった切なげな横よこ顔がおを見ながら、僕は答えを嚙かみしめた。

　天上院には上がらない。

　それが、僕の出した答えだった。

　もちろん、天上院を目指す気持ちに変わりはない。変わらないどころか、ひなたと指切りを交わして、その気持ちはますます強く大きくなっている。

　天上院に上がってひなたに会うことは、自分のすべてを賭として果たしたいと思う、絶対の目的だ。

　だけど、美月と一緒に天上院に上がることも、同じぐらいに大切な目的なんだ。

　どっちも捨てられない。

　だから、今回の天上院の誘いは、断る。

　天上院へは、あくまでも美月と一緒に上がる。

　この答えに、美月は反対するだろうと思った。美月は、だけど認めてくれた。僕が考えた末に出した答えなら、それがどんな答えであれ受け入れると言ってくれた。

　でも、たとえ美月が反対したとしても、僕は一人で天上院に上がるつもりはなかった。

　北斗はほどなくしてやって来た。同行者はいない。

「いい顔になったね、少年」

　開かい口こう一番、そんなことを言う。

「いや、もう少年って呼び方は適当じゃないかな？　あの夜の戦いは、見事だった」

「ずっと見てたのか？」

「まあね」

　僕は北斗を軽く睨にらんだ。

「職しよく務む怠たい慢まんじゃないのか？　天上院は妖獣騎士ドウーム・ナイトの殲せん滅めつを決めたんだろ？」

　北斗は肩を竦すくめ、悪びれたふうもなく答える。

「見入ってたんだ。キミたちの戦いに」

「見入ってたって……」

「コンビ戦せん闘とうの神しん髄ずいを見せてもらったよ。それに、キミたちは戦いの中でどんどん強くなっていった。限界を遙か彼方かなたに置き去りにして戦うキミたちの姿は……あれは、とても割って入れるものじゃないよ」

　複雑な気分だった。

　褒ほめられるのは悪い気はしないし、たしかに僕も美み月づきもあの戦いの中で自分の限界を超えられたと思う。強くなれたと思う。だけど、北ほく斗とやマオが割って入っていれば、アグネスに逃げられることもなかったはずだ。

「そういえば、なんであんたたちはアグネスを追い討うたなかったんだ？」

　アグネスはあれだけの傷を負いながらもなお底知れなかった恐ろしい敵だ。それでも、救済者セイバーである北斗や導師スペルマスターであるマオなら、引けを取ることはなかったはずだ。

「ルークが……フェニックスがいたからよ」

　美月が僕の隣となりにやって来て、言った。

　北斗が頷うなずいて肯こう定ていする。

「フェニックスは厄やつ介かいな相手なんだ。剣がまったく通じない上に、魔ま法ほうも特定の禁きん呪じゆしか効かないときてる」

「禁呪だったら、マオが使えるんじゃないのか？　導師は禁呪も含めたあらゆる魔法を修しゆう得とくしてるんだろ？」

「たしかに、マオ様ならフェニックスを倒せた。でも、もしあの時、マオ様が禁呪をぶっ放していたら、フェニックスの真ま下したにいたキミたちは今こうして生きてはいられなかっただろうね」

　そうか……。僕たちを巻き添えにしないために、マオはアグネスを追い討たなかったのか……。

「納なつ得とくしてもらえたかな？」

「あ、ああ……」

「けっこう。なら、本ほん題だいに入るとしようか。まずは、青年」

　北斗の目がまっすぐに僕を向いた。

　呼こ称しようがランクアップしている。

「答えは、出たかな？」

　僕は北斗の目をまっすぐに見返して、頷うなずいた。

「僕は──」

　答えを口に出そうとした僕を、北斗が片手を上げて遮さえぎった。

「とりあえず、そいつは胸に秘めておいてもらえるかな」

「え……？」

　眉まゆ根ねを寄せた僕を余所よそに、北斗は視線を美月に移した。

「安あん藤どう美月。キミに大事な話がある。──招しよう致ちだ」

　北斗を無言で見み据すえる美月の形のいい眉まゆが、ピクリと動いた。

「キミに、天てん上じよう院いんに来てほしい」

　続けて、北ほく斗とは僕に顔を向けて言った。

「青年、キミもだ。研究対たい象しようとしてではなく、一いち剣けん士しとして、天てん上じよう院いんはキミを求めている」

「それって……」

「天上院は力ある者を求めている。妖獣騎士ドウーム・ナイトを撃げき退たいしてみせたキミたちには、天上院に上がる資格が十分、ある。キミたちだけじゃなく、火か鳥とりミチルもね」

「僕たちが……天上院に……」

「意い外がいだったかい？」

「そりゃあ……でも……」

　たしかに、僕たちはドラゴンよりも恐ろしい妖獣騎士と互ご角かくに渡り合い、これを退しりぞけた。それも、天上院の人間の見ている目の前でだ。

　妖獣騎士を撃退したことは以前にもあった。だけどその時は今回みたいに天上院の人間が見ているなんてことはなかったし、北斗の見ている前でレイと戦った時も、レイに致ち命めい傷しようを与えたのは天上院の刺し客かくツォンだった。

　今までなかった天上院からの招しよう致ちが今回あったとしても、不ふ思し議ぎじゃない。それだけのことを、僕らはやってのけたんだ。

「青年には、できれば研究対象としても協力してほしいところだけどね。人類のためよりもなによりも、キミ自身のために、ね。以前にも言ったと思うけど、あれは危険な力だから。ちゃんとコントロールできるようになっておかないと、いつか必ず、取り返しのつかない悲ひ劇げきを招くことになる」

「えらく実感のこもった言葉だな」

「まあ、ね」

　苦く笑しよう……というより、自じ嘲ちようめいた笑えみが北斗の口くち許もとに薄く滲にじんだ。

　ひょっとして──と思った。

　ひょっとして、北斗が以前に言っていたもう一人の鬼き人じん化かの異い能のう者ってのは、北斗自じ身しんのことなんじゃないだろうか。

　北斗の見せた表情は、僕にそんな思いを抱かせた。

「さあ、どうする？」

　北斗が笑みを消して、言う。

「選択権けんはキミたちにある」

　芯しんの通った声で、僕と美み月づきに問うてくる。

「来るか？　天上院に。人類防ぼう衛えいの大いなる砦とりでに」

　僕はゴクリと喉のどを鳴らし、掌てのひらの爪つめが食い込むぐらいに強く拳こぶしを握りしめて、隣となりの美月を見た。

　美月が僕を見る。目が合う。

　夕陽ゆうひで金色に輝いている美月の目には、迷いなんてかけらも見られなかった。

　当たり前だ。

　迷いなんてあるはずもない。

　命いのち懸がけで目指してきた場所への切きつ符ぷが、目の前に差し出されているんだ。

　僕たちの答えは決まっていた。

　言葉を交わし、互たがいの意志を確かめ合う必要すらなかった。

　僕たちは北ほく斗とに向き直り、声を重ねて、答えを告げた。

『もちろん』

　と──。




　薄うす紫むらさき色いろの空の下──。

　僕らは罰ばち当あたりにも賽さい銭せん箱ばこに腰掛けて、あんパンを食べていた。

　北斗の姿はもう、ない。やわらかな青い光に包まれて、天てん上じよう院いんへと帰って行った。

　彼女が次に僕らの前に姿を現すのは、七日後──つまりは、一週間後ごの今日だ。

　その日、僕らは天上院へと旅立つ。それまでに、身しん辺ぺん整理をつけておかなきゃならない。

　僕と美み月づきに迷いはない。だけど、ミチルはどうだろうか？

　ミチルには、僕らから話をすることになった。天上院は実力さえあれば人格も過去も問わない組織だけれど、団を抜けたとはいえ、ミチルにとってはついこの間まで敵てき対たいしていた組織だ。そこからの招しよう致ちに、果たしてミチルは応じるだろうか。応じなければ美月と離れ離れになってしまうわけだから、酷こくな選択であることは間違いない。

　ガサガサ、と隣となりで紙かみ袋ぶくろが音をたてた。

　美月が新たに取り出したあんパンにかぶりつく。これで、七個目だ。

　北斗が去ってから一時間は経たっただろうか。

　本当は帰って早くミチルに話さなきゃならないのに、僕らはここにこうして並んで、ほとんど言葉も交わさずに、ただあんパンを食べていた。

　普ふ段だんは一個を十秒足らずでやっつけてしまう美月だけど、今は一口一口、嚙かみしめるように食べていた。

　ゆっくり黙もく々もくと食べる横よこ顔がおからは、なんの感情も窺うかがえない。

　天上院行いきの切きつ符ぷを手に入れて、美月は今、なにを思っているんだろう。

「セーヤ」

　七個目のあんパンを食べ終えた美月が、おもむろに僕の名前を呼んだ。

　紙袋を脇に置き、椅い子す代がわりにしていた賽さい銭せん箱ばこから下りて、僕に向き直る。

「おめでとう」

　言って、右手を差し出してくる。

「ゴールにたどり着いたわね」

「ゴールって……」

「あなたの望みは叶かなったんだから、ゴールでしょう？」

　たしかに──。

　たしかに、僕の望みは二つとも叶ったことになる、

　美み月づきと一緒に天てん上じよう院いんに上がって、ひなたに会えるんだから。

「お別れね」

　僕は差し出された白い手を見つめた。

　美月が握手を求めている。

　別れの握手を。

　僕の望みは叶った。目的は達せられた。だから、僕が美月の相棒パートナーでいる必要は、もうない。だから、お別れ。

　──冗じよう談だんじゃない。

　僕は美月の手を握って、言った。

「これからもよろしく、相棒」

　美月の目が丸く見開かれた。

「なにを驚いてるんだ？」

「なにって、だってあなたは、神かみ代しろひなたと……やっと彼女に会えるのに、どうして……」

「そんなの、決まってるだろ？　僕が美月の相棒で、美月が僕の相棒だから、だよ」

　僕が美月の相棒で美月が僕の相棒だから、この先も僕たちは相棒であり続ける。

　まったくロジカルじゃないけれど、僕たちの場合は、これでいいんだ。

　美月とアンラ・マンユの一件の後に交わした約束も、レイとの約束も、天上院に上がったからって消えるものじゃない。少なくとも、僕はそう思っている。

　なにより、僕はこの先も美月の相棒でいたいと思っている。美月だって同じように思っているはずだ。この先も僕の相棒でいたいって。

　自惚うぬぼれじゃなく、美月がそう思っているのがわかる。握った手から伝わってくる。僕の思いだって、伝わっているはずだ。

　言葉を幾いく重えにも重ねなくても、思いが伝わる。

　そういうふたりに、僕たちはなったんだ。なれたんだ。

　どこまでも、僕たちは相棒なんだ。

　だから──。

「仕方がないわね」

　美月の目に、口くち許もとに、ふっと笑えみが差した。ひだまりみたいにやわらかであたたかな笑みが。

　僕の手に握られているだけだった美月の手が、僕の手を握り返してくる。

「これからも、あなたの相棒でいてあげるわ」




　手を繫つないだまま、僕たちは宵よいの空を見上げた。

　瞬またたき始めた星の間をゆっくりと渡り行く、星よりも一回り大きく明るい灯ひが見えた。天てん上じよう院いんだ。

　命いのち懸がけで目指してきた場所。

　あの場所に、僕たちは行く。

　終わりゴールじゃなく、新たな始まりスタートを迎える、そのために。

[image: ]










　　あとがき




　どうも。

『きみと歩くひだまりを４』無ぶ事じ発はつ売ばいと相成りました。

　内容的には、前ぜん巻かんのあとがきで予よ告こくしたとおり、美み月づきの記き憶おくの崩ほう壊かいにスポットを当てた感じになっています。

　美月に忘れられてしまったショックでひきこもりになってしまった星せい也や。日ひがな一日ニ○ニコ動画を眺ながめる生活にも飽あきて株に手を出すも、世界的不況の影えい響きようで大損害を受け、家までも手て放ばなすことになってしまう。友人も一人去り二人去り、すべてを失った星也の前に現れたのは、純じゆん白ぱくのウエディングドレスに身を包んだ愛あい原はら皐さ月つきだった。

「私が杉すぎ崎さきくんを養います！」

　思いも寄よらなかった相手との突然の結婚。ひきこもり青年とメガネで巨乳な新にい妻づまが繰り広げる、ドタバタでちょっとエッチな新婚生活ファンタジー、ここに開幕！　……みたいな。噓うそですが。ってか、美月置き去りになってるし。でも、これはこれで書いてみたい。




　最近、ゲームにハマってます。某ぼうモンスター狩がりのセカンドでＧなやつです。今頃かよって言われそうですが、すみません。今頃です。

　ここ数年、寝しん食しよくを忘れてなにかにのめり込むことがなかなかなかったのですが、これははじめてから一週間でもうすでにプレイ時間が百二十時間を超えてます。アホです。

　まったく、とんだ時間泥どろ棒ぼうに出くわしてしまったものですが、やめられません。

　ゲーム自体が面白いというのももちろんあるんですが、なにもかもほっぽり出して創作物にのめり込む感覚そのものが楽しくて仕方ない感じです。

　家族に呆あきれられ、自分で自分に呆れつつも、こんな感覚が自分にまだ残っていたことが嬉うれしくもあったり。

　クリエイターが失ってはいけない感覚だと思います。という言い訳。




　そんなこんなで、今回はこの辺で。

　諸しよ処しよの事情につき、次にお目にかかれるのは新作になるかと思いますが、そちらのほうにもよろしくお付き合いいただければ幸いです。




　二〇〇九年　一月


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃小説大賞選考委員特別賞受賞者。関東人から関西人にクラスチェンジして二年。未だにエスカレーターで左側に立つクセが抜けない。画像は脱稿直後の著者。肩を出して寝たのでこの後風邪をひいた。
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イラスト／桐きり島しまサトシ

最近ちょっとオナカが気になり始めた桐島です。ヤバイです。明日から運動しよう……なんて毎日思ってますが、果たしてそんな明日は来るんでしょうか。……来ないかも。
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